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この報告 書 は、 日本 自転 車振 興 会 か ら競 輪 収 益 の一 部 で あ

る機 械 工 業 振興 資 金 の補 助 を受 け て昭 和54年 度 に実 施 した

「海 外 に おけ る情 報処 理 お よび情 報 処 理産 業 の実 態 調査 」 の

一 環 と して と りま とめ た もの です 。
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当 財団 は 、 わ が国 に お け る情報 処 理 産 業 の 発展 に資 す るた め、 昭 和43年 以

来 、 毎年 海 外 に調 査 団 を派 遣 し、 ア メ リ カお よび ヨー ・・パ諸 国 に お け る情 報

処 理 関係 の諸 問題 の実 態 を明 らか に して まい りま した。本 年 度調 査(ヨ ー ロ ソ

バ班)は 、 最 近 とみ に注 目 され る よ うに な った ネ ッ トワー ク ・.ユー テ ィ リテ ィ

の展 開 を調 査 す る こ とと し、 ヨー ・ ッパ主 要 諸 国(イ ギ リス 、 フ ラ ンス 、西 ド

イ ツ、 イ タ リア)の 官庁 、 研究 所 、 メ ー カー、 コ ンサ ル タ ン ト会 社 な ど12カ

所 を訪問 し、 そ の 動 向 を調 査 いた しま した。

ここに そ の 結果 を と りま とめ、海 外 の 情 報 処理 お よびデ ー タ通 信 に関 心 を も

たれ る方 々の ご参 考 に供 したい と思 い ます 。

なお 、 本調 査 実 施 に当 っ て、 ご支 援 、 ご協 力 をた まわ った在 日各 国 大 使 館 を

は じめ 、調 査 訪 問先 等 関 係各 位 に対 し心 より感 謝の 意 を表 します 。

昭和55年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 上 野 幸 七
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調 査 の 概 要

1.目 的

海外 諸 国 に おけ る情 報 処 理 お よび 情 報処 理 産 業 に つ き、 そ の 実態 を調 査 す る

と と もに 各 国 で の発 展 の 背景 と今 後 の動 向 を把 握 し、 わが 国 に おけ る情 報 処 理

お よび情報 処 理産 業 の 発 展 に資 す る こと を 目的 と す る。

2.調 査 事 項

欧 州 主要 国 に おけ る ネ ッ トワー ク ・ユー テ ィ リテ ィの現 状 と動 向

5.調 査 時 期

昭 和54年10月20日(土)出 発

昭 和54年11月8日(木)帰 国
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調 査 機 関

国 名 調 査 機 関

1.郵 電 公 社:BPO(TheBritishPostOffice)

イ ギ リス 2.マ ソ キ ン ト ッ シ ュ ・ コ ン サ ル タ ン ト 社:

(MackintoshConsultantsCompanyLtd.)
、

3.都 電 公 社:ISPT

(InstitutoSuperiorePosteeTeleco㎜unicazion)

イ タ リア 4.,ヨ ー ロ ソバ 宇 宙 研 究 所:ESRIN

(EuropeanSpace,ResearchInstitute)

5.オ リ ベ ッ テ ィ 社(Olivetti&C.,S.p.A.)

6.郵 電 省:DBP(DeutschBundesPost)

7.研 究 技術 省:BFT 〃
(BundesministriumfurForschungundTechnologie)

&数 理 デ ー タ処 理 協 会:GMD

西 ドイ ソ
(G6sellschaftf6'rMathematikund

Dartenverarbeitung)

9.情 報 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン協 会:GID〃
(GesellschaftfurInformationundDokumentaton)

10.郵 電 省:PTT(Minist6redesPostsetT61ご 一

・・㎜uni。ati。nDire,ti。nGご ㎡,al,d,、Tご1ご,。 ㎜uni。ati。n)

11.電 子 工 学 自動 化 研究 所:IRIA
フ ラ ン ス

(InstitutdeRecherchdレInformatiqueet

d'Automatique)

12.国 立 科 学 技 術 情 報局:MIDIST

(MissionInterministerielledeInformation

ScientifiqueetTechnique)
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5.調 査 員

山 村 賛 平

山 鳥 雄 嗣

当財団常務理事

当財団技術調査部調査課長
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第1章 序 論(調 査内容の概要)





調査 の具体 的 内容 は 、第2章 以 下 で述 べ る が、そ の概要 は以 下 の とk・りで あ

る。

(1}新 デー タ網 サー ビス

① 層各 国 と も公 衆 電 気通 信 の独 占政策 は堅 持 して、 多様 化 す る ニー ズ と調 整

をは か りつ つ、 新 デー タ網 の構 築 に熱 心 に取 り組 ん で お り、 い わ ゆ るVAN

に対 して は一様 に 拒絶 反 応 を示 してい る。

②X-25イ ンタ フ ェ イス の公 衆 パ ケ ッ ト交 換 網 に つ い ては'78年12

月 にTranspacを サー ビス開 始 した フ ラ ンスが 一 歩先 ん じてお り、 西 ド

イ ツ、 イギ リスが これ を追 っ てい る。

③ パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス の料 金 に つ いて は距 離 に無 関係(distance-

independent)で 、 伝 送 情 報 量 お よび保 留 時 間 見合 い とす る 考 え方 が 一

般 的 で、 既 存 の専 用 サー ビス との料 金 上 の 不均衡 に つい ては 、最 先 端技 術

に基 づ い た サー ビス を提 供 す る こ とに よ り、伝 送 量 を伸 ば す こ とが で きる

の で 、 ユー ザー に とっ て も、経 営 に とっ て も プラス に な る と割 り切 って い

る。

④ フ ラ ンス、西 ドイ ツ、 イ ギ リスの 各 国 はそ れ ぞ れ伝 送 、交 換 の デ ジタル

化 、 デ ジ タル統 合 網 構 築 の 考 え 方 を示 して お り、長 期 、 中 期 、短 期 の プ ロ

グ ラ ムを用意 し、 あ るい は 検討 しつ つ あ る。

な お・ ヨー ロ ッパ域 内 、 お よび域外 との 国際 サー ビス に つ い て も積 極 的

に取 り組 ん で い る。

⑤ 上 述 の ご と く ヨー ・ ッパ 全域 に わた る新 デー タ網 の構 築 が進 捗 し、 これ

らの相 互 接続 が2、3年 後 に可 能 とな れば 、 もは やEuronetの 存在 理 由

が薄 くなる よ うな印 象 を受 け た。 事 実 、Euronetの 契 約期 限 で あ る5年

後 に はEuronetは 存続 し得 な くなる だ ろ うとい う観 測 も一 部 に あ る。

(2)デ ー タ処 理 お よび デー タベ ー ス

① 各 国 の通 信 主 管庁 は 自 らの社 内 シス テ ムは持 っ てい る が、 業 と して の デ

ー タ処理 お よび デー タベー ス の構 築 は民 間等 に委 ねて い る
。 通 信 の主 管庁
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は民 間等 が行 うデ ー タ処 理 、 デ ー タベー ス の 流通 に必 要 な最 適 の 通信 サー

ビス(技 術 お よび 利 用制 度)の 提供 に当 る こ と と してい る。

② デー タベー スの 育 成 に つい ては 、各 国 と も政府 が強 い イ ニ シア テ ィブ を

とって お り、 特 に西 ドイ ツ と フ ラ ンス では 通 信 の主 管 庁 に限 らず 、 デー タ

産 業 に 関連 す るす べ ての 省 庁 が 足並 み を揃 え て事 に 当 っ て い る。

な お、情 報 化 の もた らす プ ライバ シ問題 、 労 働 問 題等 の社 会 的 イ ンパ ク

トにつ い て も、真 剣 に と り組 ん で い るの が強 く印象 づけ られ た。

③ ヨー ・ ッパ 諸 国 に は 、 デー タベ ー ス をは じめ 、 ネ ッ トワー ク ・ユ テ ィ リ

テ ィに関 し、 ア メ リカ との 関係 に お け る危 機 感 、対 抗 意 識 が強 く、 ヨー ロ

ッパ 諸国 が結 束 し、 ア メ リカ との格差 を縮 少 し よ うと意 図 して い る。即 ち、

Euronetを 核 と した デー タベー スの共 同利 用 、 さ らに は各 国 間 の パ ケ ッ

ト交 換網 サー ビス は これ に 沿 う もので あ り、 各 国 間 で コ ンパ テ ィビ リテ ィ

の あ る技 術 の 開発 が進 め られ て い る。

(3)画 像 サー ビス とオ フィズ ・オー トメー シ ョン

① デー タベー スの 一 分野 で あ る画像 サー ビスに つ い て は、 イ ギ リスに おけ

るPreste1が 先 行 し、 フ ラ ンス と西 ドイ ツが これ に追 随 して い るが 、 端

末 セ ッ トの コス トと利 用 料金 が相 当 割高 で あ り、 今後 の公 衆 サー ビス が危

ぶ まれ る声 も聞 か れ た。

② 各国 ともエ レ ク ト・ニ クス、 コ ンピ ュー タ、事 務 機器 の発 展 と これ ら を

コ ミュニ ケ イ シ ョンに よっ て統合 したオ フ ィス ・オー トメ イ シ ョ ンに 深 い

関 心 を持 って 、 研 究 開発 が進 め られ てい る。 この 中 で通信 の立 場 か らい え

ば、 テ レ ック ス、 テ レフ ァ ックス 、 さ らに は そ の 延長 線 上 に ある電 子 メ イ

ル が今後 の柱 とな るで あろ う。
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第2章 新デー タ網サー ビス

1.フ ラ ン ス'

〔1〕Transpac

〔n〕Transmic

2.西 ド イ ツ

〔1〕Datex

〔皿 〕Directruf

3.イ ギ リ ス

〔1〕PSS

〔H〕IPSS

〔皿 〕System-X

4.イ タ リ ア

5.Euronet

6.Nordic公 衆 デ ー タ 網





ヨー ロ ッパ先 進 諸 国 に お け る各 通信 主 管 庁 は 国 内通 信 サー ビス の提供 に あた

り、 そ れ ぞ れ独 占体 制 を維 持 して い る。 同一 会社 または共 通 の利 益 グ ルー プ

(た とえば、 航空会社間のSITA網 、銀 行 間 のSWIFT網)を 除 き、 電気 通

信 の交 換 と伝 送 に関 す る業 務 は 、 法律 に よって各 主 管 庁 に独 占権 が保 証 さ れ て

い る。

ヨー ロッパ に お け る通 信 サー ビス の 開発 はCCITTの 勧 告 に準 拠 す る こ と

を前提 に進 め られ て い る。 これ に加 え て、CEPT(EuropeanConference

ofPostalandTelecommunicotionAdministrations)が 存 在 す る た めに 、

ヨー ロ ッパ域 内 に つ い ては お互 に協 調 を保 ちな が ら新 サー ビス の 開発 を進 め る

傾 向が 強 い。 ひ とつ の サー ビス が あ る国 に とっ て非 常 に ユ ニー クな もの で あ っ

て も、 そ れ を他 の国 で もコ ンパ チ ブル な もの で な けれ ば簡 単 に導 入 す る こ とは

難 か しし(。

同一 会 社 とか共 通 の利 益 グ ルー プ間 の国 際 専 用線 は別 に して、 ひ とつ の 汎 ヨ

ー ロ ッパ的 公 衆 網 が現在 開発 され つ つ あ る
。 これ が い わゆ るEuronetで 、EC

加 盟各 国 の通 信 主 管 庁 が結 束 して構 築 した もの で 、'80年 早 々に サー ビス開 始

す る予 定 で あ る。

国際 公 衆 デー タ網 に つ い ては 、 ヨー ロ ッパ各 主 管 庁 は各 国 の バ ケ ッ ト網 を網

間接 続 す る こ とに よって、サー ビスを提 供 す る こ とを ベー ス と して計 画 を推進 中

で ある。

以 下 、主 と して フ ラ ンス、西 ドイ ツ、 イ ギ リス に重 点 を置 きなが ら、各 国 の

新 デー タ網 の実 態 な らび に将来 構 想 につ い て述 べ る こととす る。
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1.フ ラ ン ス

'75年 に
、 フ ラ ン ス政 府 は 電 気 通 信 と デ ー タ処 理 の 結 合 を 意 味 す る

{tCompunication(Telematique)"な る もの を 急 速 に
、 か つ 調 和 を保 ち な が

ら 開 発 して い く、 とい う方 針 を決 定 し た 。 フ ラ ン ス 郵 電 蓄(PTT)は こ の 方

針 を受 け て 、 次 の よ う な 目標 を設 定 し て い る。

① タ イ ム ・デ ィ ビ ジ ョ ン ・ス イ ッチ ン グ の 急 速 な 導 入 を は か り な が ら、 フ ラ

ン ス全 土 の 通 信 網 の デ ィ ジ タ ル 化 を促 進 す る 。

② 公 衆 デ ー タ伝 送 網 で あ るTranspacをCompunicationの 網 と して 構 築 す る。

③Compunicationに よ っ て 導 入 さ れ る可 能 性 の あ る 、 あ ら ゆ る 新 規 サ ー ビ

ス を公 衆 の た め に 提 供 す る 。

フ ラ ン ス で は 従 来 か らデ ー タ伝 送 の た め に ① 交 換 サ ー ビス と し て テ レ ッ ク ス

網 、 電 話 網 、Cadus6e網 、 ② 専 用 サ ー ビ ス と して 専 用 線 、Transplex等 の サ ー

ビス を 提 供 して い る が 、 急 増 す る デー タ伝 送 需 要 に 応 え る た め 、 最 近 あ い つ い

で 、 公 衆 パ ケ ッ ト交 換 網 で あ るTranspacと 高 速 用 デ ジ タ ル 専 用 回 線 で あ る

Transmicと の サ ー ビス を 開 始 した 。(第1.1図 参 、照)

〔1〕Transpac

PTTは'73年 よ り実,験 ネ ッ ト ワー クRCP(R6seaudeCo㎜unications

perPacquet)を 中 心 に 、 パ ケ ッ ト交 換 技 術 の 研 究 を 進 め て き た が 、 そ の 経 験

を も と に'68年12月 に ヨー ロ ッパ で 初 め てX-25イ ン タ フ ェ イ ス に よ る 公

衆 パ ケ ッ ト交 換 網ttTranspae"の サー ビ ス を 開 始 した 。(注)

Transpacは 第1図 で もみ られ る と お り、 交 換 形 サ ー ビ ス と固 定 接 続 形 サ ー

ビ ス と に 区 分 して提供 され てお り、 主 と して 次 の よ う な 目的 に 利 用 さ れ て い る。

(注)公 衆 パ ケ ッ ト交 換 網 と して は 、 ス ペ イ ンが 既 に'73年 か らRETD(RedEspecial

deTransmissiondeDatos)網 の サ ー ビス を 開 始 して い る が 、 この 網 はX-25

イ ン タ フ ェ イ ス に 適 合 し て い な い 。'
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① 会 話 方 式 の デ ー タ ベ ー ス 検 索

② バ ッ チ 式 の デ ー タ 収 集

③ リモ ー ト ・バ ッチ 処 理

④ リ ソー ス ・ シ ェ ア リ ン グ 、 ま た は フ ァ イ ル 伝 送 の た め の コ ン ピ ュー タ と コ

ン ピ ュ ー タ 間 の 接 続

⑤ メ ッ セ ー ジ 、 フ ァ ク シ ミル 、 電 子 メ イ ル の 伝 送

パ ケ ッ ト交 換 局 は サ ー ビ ス 開 始 時 に4局 で あ っ た が 、 現 在 は12局
、'80年

に25局 、'85年 ま で に は40～100局 に 増 設 す る計 画 を た て て い る 。

1の 交 換 局 は 常 に2以 上 の 交 換 局 と 接 続 さ れ て お り 、 障 害 時 の バ ック ア ン プ措

置 に 万 全 が 期 せ られ て い る。ltto、 交 換 局 間 は72Kbpsの 高 速 回 線 で 結 ば れ て

hる 。(第1・2図 参 照)

サ ー ビ ス の 具 体 的 内 容 等 は 次 の と お り で あ る 。

(1)サ ー ビ ス の 内 容

① 端 末

iキ ャ ラ ク タ端 末110、150、200、300、600、1,200bps

(X3、X28、X29)(非 同 期)

iiパ ケ ッ ト端 末2,400、4,800、9,600、19,200bps

(X25)(同 期)

② ア ク セ ス手 段

ipSTN110～300bps

liTelex50bps

m専 用 線300～48Kpbs

③ 設 定 で き る コー ル の 種 類

iバ ー チ ュ ア ル ・コ ー ル

iiパ ー マ ネ ン ト ・バ ー チ ュ ァ ル ・サ ー キ ッ ト
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第1.2図Transpac網
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④ 主 た る付 加 サー ビス

iマ ル チ ライ ン ・ア ク セス

加 入者 と交 換 局 との 間 を同一 ア ドレス を持 つ複 数 の物 理 回線 で接 続 す

る。

iiマ ル チ ・チ ャ ンネル ・ア クセ ス

1本 の物 理 回 線 に よ り、 同時 に多数 の相手 とそ れ ぞ れ独 立 した バー チ

ュァ ル ・コー ル に よ り通 信 で きる。

lii閉 域 接 続

(2)接 続

加 入 者 は公 衆 網 か ら も専 用 線 か ら もア クセ スで き るが 、Transpacを 介 し

て他 の公 衆網 の加 入 者 に メ ッセー ジを送 る こ とは禁 止 され て い る。

ノ[τ 訂 寸
PSTN網

加 入 者A→T
。1,x網 →T「anspacpSTN網 力,入 者,

Telex網

(3)料 金

distence-independentで 、 伝 送 速 度 別 の ア ク セ ス 料(rental)と ヴ ォ リ

ュー ム に ス ラ イ ドす る 接 続 料(charge)の2本 建 て に な っ て い る。 な お 、 夜

間 、 土 日曜 に は40～80%の 割 引 料 金 が 適 用 さ れ る。(第1・1表 参 照)

(4)網 の 機 能

エ ラー 検 出 コー ド、 自動 再 送 信 の 機 能 を持 ち 、 エ ラー ・ レ イ ト10-lo以 下

を 保 証 して い る。 そ の 他 速 度 変 換 、 網 内 で の トラ ピ ッ ク ・ コ ン ト ロー ル 等 の

機 能 も兼 ね 備 え て い る 。 な お 、 異 シ ス テ ム相 互 間 の 接 続 が で き る た め 、 多 数

の ア プ リケ イ シ ョ ン の 適 用 が 可 能 で あ る。

㈲ 加 入 者

加 入 者 の 数 は'79年7月 で400加 入 、 そ の 内 訳 は 次 の と お り で あ る 。

・ キ ャ ラ ク タ端 末 の 加 入 者(1,200bps以 下)320加 入

。バ ケ ッ ト端 末 の 加 入 者80加 入
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第1.1表Transpacサ ー ビ ス の 料 金 体 係

〔ネットワークへのアクセス(設 備ごとに)〕

不

ッ
ト

ワ

ー

ク

・
ア

ク

セ

ス
料

・

ー

接
続
料

(接
続
ご
と
の
課
金
、
月
額
定
額
料
)

ー

爪
一

一
ー

デ

ー
タ
伝

送

料

ー

ダ イ レク ト ・ア ク セス の 場 合

1
伝送速度(ビ ット) 月額 基 本 料

110,150

200,300 330フ ラ ン

600 690

電話網 あるいはテレ ックス

網か らのア クセスの場合
1,200 730

2,400 800

4,800 850

電 話 あるいはテ レックス ・サ

ービスの料金が適用 される
9,600 950

19,200 1,050

48,000 5,000

1
1

〔接続する加入者間の関係(ア クセス形態に応じて)〕

l
TRANSPAC加 入者

相互間の場合

人』

1>.、1 八 一 マ 不 ン ト ・バ ー チ ャル

バ ー チ ャル'コ ー ル サ ー キ
ッ ト

◇

で接続する場合人

l

TRANSPAC加 入者と電話加入者
あるいはテレックス加入者との間

個 別1識 〉

(:蒜i
see)(

_嫌 留課金
Entree)
Reservee

1分 当た り料金 伝 送 速 度
(ビ ッ ト) 月額負担額

0.01フ ラ ン 110～1,200 108フ ラ ン
.

1分 当たり料金 ア クセス手段 月額負担額

0.02 2,400 216
0.06フ ラ ン 電 話 網 220フ ラン

0.03 4,800 324

0.10 テ レ ッ ク ス 等 350
0.04 9,600 432

0.08 19,200 864

0.20 48,000 2,160

|

1

〔デ ー タ 伝 送 〕
利用時間帯
による割引

8時 ～19時
19時 ～24時

6時～8時
0時 ～6時

月曜 ～金曜 40% 80%

土 曜 40% 40% 80%
単 位 料 金

日曜 ・祝 日 80% 30% 80%
0.06フ ラ ン/キ ロオ クテ ッ ト

1キ ロオ ク テ ッ ト=1.024オ ク テ ッ ト

一9一



現 在 既 に 相 当 の 積 滞 を か か え てk・ り、'79年 末 ま で に は800加 入 に 増 設

す る。 大 口 ユ ー ザ ー と し て は 全 国 の 税 務 署 が 一 括 加 入 して お り、 小 口 ユ ー ザ

ー と して は ホ テ ル 業 等 が 加 入 して い る。

ltfo、Transpacを 利 用 した 代 表 的 な シ ス テ ム に は 、次 の よ う な も の が ある ・

①TheTouristTeleprocessingService(TTS)

旅 行 代 理 店 と運 輸 会 社(た と え ば 、 エ ア ・フ ラ ン ス)を 結 び 、 加 入 者 は 座

席 の リザ ー ブ、 切 符 の 購 入 、 ク レ ジ ッ ト ・カ ー ドに よ る 支 払 い 等 の 一 連 の サ

ー ビ ス が 受 け られ る 、 目 下 、20加 入 を 収 容 して テ ス ト中 で 、'80年 に は 本

実 施 の 予 定 。

1
TT・山 嶽 ≡

加 入 者 Transpac
交換機

ク レ ジ ッ ト ・シ ス テ ム

②TheBankMessageSwitchingCentre(BMSC)

フ ラ ンス 国 内 の 異 な る 銀 行 間 の 資 金 決 済 に 関 す る 情 報 の 伝 達 を 行 い 、

'80年 中 に は サ ー ビス を 開 始 し、 将 来 はSWIFTと も 接 続 の 予 定 。

③TheCommercialTeleprocedure(SIMLEXCOM)

国 内 国 際 間 の 貨 物 の 発 送 、 受 取 伝 票 の 自動 処 理 と伝 送 を 行 な い 、'81年

に は サ ー ビ ス 開 始 の 予 定 。'

(6}国 際 サ ー ビ ス

カ ナ ダ のDATAC、 ア メ リカ のTelenet、Tymnetと の 接 続 を 交 渉 中 で あ

b、 今 春 オ ー プ ン を 予 定 さ れ て い るEuronetに は 第1号 と して 接 続 す る 予 定

に な っ て い るo

〔ll〕Transmic

'78年12月 に サ ー ビ ス を開 始 した 高 速 用 の デ ジ タ ル 専 用 回 線 で 、2,400

～48Kbpsの 他 に 、 特 に 要 求 が あ れ ば256K～2,048Kbpsの 高 速 サ ー

ビ ス を提 供 す る こ と も で き る。
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主 と して コ ン ビ=。 一 夕 と接 続 して デ ー タ伝 送 用 に 使 わ れ る が 、9,600～48

Kbpsの 高 速 フ ァ ッ ク ス の 伝 送 に も利 用 す る こ と を考 え て い る。

料 金 は 、 伝 送 速 度 と距 離 に ス ラ イ ドす る 体 系 と な っ て い る。

な お 、 サ ー ビ ス の概 要 等 に つ い て は 参 考 資 料1フ ラ ンス のTransmicに 述 べ

て あ る。

〔付 記 〕

ヨー ・ ッパ で い ま、 情 報 化 の 推進 に一 番 熱 を入 れ てい るのは フ ラ ンス で、 後

述 の デー タベ ー ス の構 築 、 新規 サー ビスの 開発 を含 め て大統 領 や首 相 が陣 頭 に

立 っ て旗 を振 って い る のが 強 く印象 づ け られ た。
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2.西 ド イ ツ

西 ドイ ツで は10年 前 に新 デー タ伝 送網 と してEDS(Elecktronicke

DatenvermittingSystem)と 呼 ばれ る電 子 交換 機 シス テ ムの導 入 を計 画

した が 、そ の 時点 で は、 デー タ伝 送 サー ビス と して テ レ ック ス をベ ー ス に した

新 しい デ ジタル 回線 交 換 サー ビス が最 も望 ま しい もの と考 え られ てい た。

しか し、 最 近 に 至 り、技 術 の進歩 と標 準 化 に よっ て、 パ ケ ッ ト交換 の経 済性

と新 しい可 能 性 が注 目さ れ る よ うに な り、西 ドイ ツ郵 電 蓄(DBP)は'77

年 か ら'78年 に か け て、 ユー ザー お よび メー カー を ま じえ て委 員 会 を作b、 パ

ケ ッ ト交 換 サ ー ビス に つい て検 討 を重 ねて きた。'78年 春 この 委 員会 に よ リパ

ケ ッ ト交 換網 の 必要 性 が答 申 され 、 これ に基 づ ぎ80年 夏 サー ビス開始 を 目途

に諸 準備 が進 め られ てい る。

なお 、将 来 計 画 と しては 、 この パ ケ ッ ト交 換 と既 に サー ビス を開始 してい る

回 線 交 換 とを統合 して、 デー タ とテ キ ス トをひ とつ の網 で交換 し、伝 送 し よ う

とす るIDN(IntegratedDataNetwork)計 画 なる もの を持 って い る。

西 ドイ ツには デ ー タ伝 送 のた め に① 交 換 サ ー ビス と して テ レック ス網 、電 話

網 、Datex網 、 ② 専 用 サー ビス と して専 用 線 とDirectrlifが あ るが 、上 記

のIDN計 画 の核 と な る ものはDatex網 で あ る。

〔1〕Datex網

DBPは'67年 に 従 来 の テ レ ッ ク ス 網 を 高 速 化(50～200bps)し て

Datex網 を 作 っ たが 、'75年 に こ のDatex網 を デ ジタル 化 し て 、回 線 交 換 サ ー

ビ ス を 開 始 した。 そ の 後300bps(非 同 期)、2,400、4,800、

9,600bps(同 期)と 逐 次 伝 導 速 度 の 高 速 化 を 進 め て きた 。

自下 、 こ のDatex網 と テ レ ッ ク ス網 を 統 合 す る た め 、EDSを 導 入 しつつ あ

る が 、 現 在 、EDSの 交 換 局 は12で 、'81年 ま で に は7局 を追 加 して 、 全 国

ネ ッ トに す る 計 画 を た て て い る。(第1・3図 参 照)
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第1.3図 テ レ ッ ク ス ・ 夕 ー テ ッ ク ス 統 合 網
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Datexの 料 金 は 電 話 網 を利 用 した場 合 に比 較 して、 昼 間 は20%、 夜 間 は

40～80%割 安 とな っ てい る。 な お 、Datex網 とテ レッ ク ス網 は統 合 さ れ て

も、 ユー ザー か らみ た場 合 、 両 者 の 利 用形 態は 区 別 さ れ て お り、 料 金 も2本 建

て に な って い る。(注)

従 来 のDatex網 は 回線 交 換 サー ビス で ある が、 この網 を利 用 して パ ケ ッ ト

交 換 サー ビス を行 な うこ とが上 記 の委 員 会 で答 申 され 、現 在 、 ユー ザ ー 、 メー

カー と共 同 で 開発 を急 い で い る。

サー ビスの 内容 等 は 、 次 の とお りで あ る。 なお 、詳細 は 参考 資 料2"西 ドイ

ツの パ ケ ッ ト交換 サー ビス"に 述 べ て あ る。

(1)サ ー ビス の内容

① 端 末 の 種 類

iキ ャ ラ ク タ端 末

(X28、X29)

‖ パ ケ ッ ト端 末

(X25)

② ア ク セ ス手 段

iPSTN

iiDatex

iiiテ レ ッ ク ス

iv専 用 線

50i110～300、1,200bps

2,400、4,800ts9,600、48K二bps

110～300bps

110～300、1,200bps

50bps

2,400、4,800、9,600、48Kbps

③ 想定 さ れる コー ル の流 れ

パ ケ ッ ト交 換網 内 で発 生 す る コー ルお よびパ ケ ッ ト交 換 網 に対 す る コー

ル で想定 さ れ る流 れ は下 表 の とお り で ある。

(注)Datexと テ レックスの料金は、当協会 が昨年度発表 した"欧 州諸国の回線利用状況 と

データベースの現状"の 参考資料1に 詳 しく述べ てある。
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発信DTE

着信DTE
DTEW DTEX -25 DTEPAD

DTEW ○

DTEX -25 ● ● ●

DTEPAD ●

図 計画 な し

● 網 のサー ビス開始時 に導入 の予定

○ 若干遅れ て導入 の予定

DTEw:詩 題datr・ 網 を介
、して ・ 扶PADを 介 して ダイヤ・レ・

ア クセ ス で きる端末

DTEx .25:デ ー タ ・パ グ ッ ト交 換 網(X-25)の メ イ ン ・ステ イ シ ョ ン

に あ る 端 末

DTEPAD:PADを ↑ して デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の メ イ ン ・ス テ イ

シ ョン に あ る端 末

,④ .提供 さ れ る機 能

iヴ7ー チ ャ ノレ ・コ"ル'

-ii

でく一 マ ネ ン ト ・ ヴ ァ'一 チ ャ ル ・サ ニ キ 。 ト

iiiマ ル チ ・・ア ク セ ズ

.iv.着 信 課 金 受 諾

V閉 域 接 続

(2)料 金

料 金 はTraspacと 同 様 にdistance-independentで 原 則 的 に コス ト・

ベ ー ス に 基 づ き設 定 し、3年 間 で 収 支 相 値 す る 方 向 で検 討 を 進 め て い る
。 試

行 期 間 中 は 無 料 で 、 そ の 間 に 提 供 条 件 を も含 め て 料 金 、 制 度 を 確 立 す る。

な お 、 現 在 公 表 さ れ て い る料 金 体 系 は 大 綱 次 の と お り で あ る。
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① 月額 基 本 料

端末 か らア クセ ス ポ イ ン トま で の コス トを回 収 す る もの で、速 度 別 に定

額料 金

② 通 信 料

距離 に関 係 な く伝 送 した デー タ量 に対 す る料 金 お よび保 留時 分 料 の 合計

③ そ の他

夜 間 割 引制

(3)加 入者

DBPは'80年 夏 の サ ー ビス 開始 時 に おけ る加 入 者数 を2,000と 見込 み 、

そ の後毎 年1,000加 入 の増 加 が あ る と予 測 してい る。

(4)国 際 サー ビス

X-25イ ンタフェイス を 採 用 して い るが 、Euronetに 接 続 す るか ど うか

は 目下 検 討 中 で あ る。

〔皿〕Directrlif(Netwokforfixedconnection)

Directr'Ufは デ ー タ通 信 に限 っ て利 用 す る こ とを条 件 と して 、'73年 に サ

ー ビス を開始 した が 、 現 在 、 デー タ伝 送 用 の50%は この サー ビスを利 用 して

お り、 需 要 は今 後 さ らに伸 びる見 通 しであ る。

端末 の一 方 は コ ン ピ ュー タに接続 す る必要 が あ るが、 この コ ン ピュー タが デ

ー タ処 理 を主 とす る もの で あれ ば 、 公衆 網 との接 続 も認 め られ る し・ 共 同利 用

も認 め られ てい る 。 ま た 、 メ ッ セ ー ジ通 信 も50%以 下 で あ れ ば さ し支

え な い 。

料 金は 月 額 固定 制 で一 般 の専用 線 に比 し、30%程 度安 くな っ て い るが 、 次

の よ うな問題 が あ る。

即 ち、Directrufの 加 入 者 が当 該 回線 を他 のDirectruf回 線 と相 互 接 続

す る場 合 、下 図 の ご と く当 初 の 回線 にそ の加 入 者 お よび相 手 側 加 入 者以 外 の第

3者 の通 信 が 流 れ る こ とが想 定 され、 月 額 固定 料 金 制 を取 る限 り、 その よ うな
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第3者 の通 信 に対 して課 金す る こ とは 不可 能 で あb、 不合 理 で あ る ので、 本 サ

ー ビス の料 金 制 度 につ い て 月額 固 定 制 か ら従量 制 に変 更す る こ とに つ い て検 討

を進 め てい る。

AC

B B

Icpul

〔追 記 〕

DBPは 最 近 の調 査 の 結果 、専 用 料 金 で約20億 マル ク(約2,600億 円)

も取 り過 ぎて い る こ とが判 明 した の で、近 く専 用 料 金 の値 下 げ を行 うと公 表 し

て い る。
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3.イ ギ リ ス

イ ギ リ ス の 郵 電 公 社(BPO)は'72年 にEPSS(Experimental

PacketSwitchingService)と い うパ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス を 開 発 す る 計

画 を発 表 し、 利 用 動 向 の 調 査 、 技 術 評 価 等 を 行 っ た 後 、'77年 に 、 ロ ン ドン、

マ ン チ ェ ス タ 、 グ ラス ゴ の3都 市 に フ ェ ラ ンテ ィ社 の ア ー ガ ス700Eミ ニ コ

ン ピ ュー タ に よ る パ ケ ッ ト交 換 設 備 を設 置 し、BPO独 自 の 端 末 プ ロ トコ ル に

よるEPSSサ ー ビ ス を 開 始 し た 。

しか し、BPOはEPSSの 端 末 プ ロ トコ ル が 国 際 標 準 で あ るX-25プ ロ ト

コル に 準 拠 し て い な い こ と か ら これ を公 衆 網 と して 採 用 す る こ と を断 念 し、

X-25に 準 拠 した 国 内 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス(NationalPacketSwitching

Service-PSS)の 導 入 を あ ら た め て 計 画 し た 。'78年 に 交 換 設 備 を 発 表 し、

目下 、'80年 春 に サ ー ビ ス 開 始 す る こ と を 目途 に 準 備 を進 め て い る。

一 方 、 イ ギ リス の 公 衆 網 の 鍵 を握 る もの と し てSystem-Xと い わ れ る ス ト

アー ド ・プ ロ グ ラ ム方 式 の デ ジ タ ル 交 換 シ ス テ ム の 開 発 が 行 わ れ て い る 。

現 在 、 イ ギ リ ス の デ ー タ伝 送 回 線 に は 、 ① 交 換 サ ー ビ ス と して テ レ ッ ク ス網

と電 話 網 、 ② 専 用 サ ー ビス と して専 用 線 とDataplexが あ るが 、 閉 域 網 で あ る

Dataplexを 除 きDatalサ ー ビ ス と総 称 さ れ て い る。

Datelサ ー ビス は 年 々伝 送 速 度 を 高 め 広 域 化 し て い る が 、ltto旺 盛 な 需 要 に

追 い つ け ず 、 前 述 のPSSの 導 入 に 踏 み 切 っ た も の で あ る。 な お 、 イ ギ リス の

デ ー タ伝 送 サ ー ビス の 詳 細 は 参 考 資 料3に 述 べ て あ る 。

〔1〕PSS

PSSは 、 英 国 内9都 市(ロ ン ドン、 マ ンチ ェ ス ター バ ー ミ ン ガ ム 、 ケ ン

ブ リ ッ ジ、 ブ リス トル 、 リー デ ィ ング 、 リー ド、 グ ラス ゴー お・よび エ デ ィ ン バ

ラ)に 設 置 さ れ た 交 換 局 に よ り運 用 さ れ る。

交 換 局 相 互 間 は48Kbpsの デ ー タ 回 線 で 結 ば れ る。 将 来 需 要 が 増 加 す る に
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つ れBPOは 他 の 都市 に もパ ケ ッ ト交 換 局 を設置 す る予 定 で あ る。

サー ビス の内容 等 は次 の とお りで あ る。

(1)サ ー ビスの 内容

① 端 末 の種類

iキ ャ ラク タ端末

‖ パ ケ ッ ト端 末

② ア ク セス手 段

lPSTN

iiDataline

(加 入 者 線)

110～300、1,200bps

2,400i4,800i9,600、48Kbps

キ ャ ラ ク タ端 末 か らDate1200ま た はDate1

600を 利 用 し てPSSヘ ァ ク セ ス す る こ と が で

き る。

300い1,200、2,400、4,800i9,600bt)s、

お よび48Kbps

③ 設 定 で き る コー ル の 種 類

1バ ー チ ャ ル ・コ ー ル

iiフ ァ ー ス ト ・セ レ ク ト ・バ ー チ ャ ル ・コー ル(コ ー ル ・ リク 土ス ト・

シー ケ ン ス 内 で128オ ク テ ッ トま で の ユ ー ザ ・デ ー タが 伝 送 さ れ る。

被 呼 者 側 か ら も同 様 の 応 答 が あ る 。)

iiiパ ー マ ネ ン ト ・バ ー チ ャ ル ・サ ー キ ッ ト(あ る チ ャ ネ ル が 常 に デ ー

タ伝 送 の 状 態 に 置 か れ 、 予 め 決 め られ た ア ド レス に 接 続 さ れ る。)

④ 主 た る 付 加 サ ー ビ ス

iキ ャ ラ ク タ端 末

① 着 信 課 金 お よ び 着 信 課 金 受 諾:Datalineに よ る 接 続 の 場 合 に 限 る

① 閉 域 接 続

⑩ サ ブ ・ア ドレ ス

⑩ 起 呼 回 線 識 別

⑰ ダ イ レ ク ト ・ コー ル
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‖ パ ケ ッ ト端末

① 着 信 課 金 お よび着信 課 金 受諾

⑪ 閉 域接 続

⑪ サ ブ ・ア ドレス

⑰ 特 殊 論 理 チ ャ ネル 論 理 チ ャネル の次 の4つ の使 用 方 法 の いず れ か

1つ の 目的 に 使 う。(i)着 信 の み、(ロ)発信 の み、 ⇔ 双方 向、←うパ ー マネ

ン ト・バー チ ャル ・サ ー キ ッ ト

⑰ 複 数 回線 接 続 加 入者 と交 換局 との間 を同一 ア ドレス を持 つ複 数 回

線 で接 続 す る。

⑭ パ ケ ッ ト再 送

⑪ ウィ ン ドウサ イ ズ選択

(2)料 金

PSSの 料 金 は 次 の3つ の 部分 か ら構 成 さ れ る。

① 接続(acceSS)料 金

1パ ケ ッ ト端末

タ イ プ

Dataline2,400

〃4,800

〃9,600

〃48K

iiキ ャ ラ ク タ 端 末

タ イ プ

Dataline300

〃1,200

年 額 使 用 料 ㊤

1,500

2,500

3,300

10,000

年 額 使 用料 ㈹

800

1,100

加 入 料 ㊤(1回 限 り)

450

700

800

2,000

加 入料 ㈹(1回 限 り)

200

350

キ ャ ラ ク タ端 末 がDate1200又 はDate1600を 使 用 してPSTNに

よbPADに 接 続 され て い る場 合 は、Date1サ ー ビスの料 金(モ デ ム使

用料 を含 む)お よび サー ビス利 用 の 都度 電 話 料 金 が適 用 され る。

一20一



② 通 信 料(usagecharge)

キ ャ ラ ク タ 端 末 、 パ ケ ッ ト端 末 の 種 類 お よ び 距 離 に 関 係 な く

1伝 送 デ ー タ量 に 対 して23ペ ン ス/1Ksegment

lsegment=640ctet

iiバ ー チ ャル ・コー ル の保 留 時 分 に 対 して23ペ ンス/1時 間

の 合 計 が通 信 料 と な る。

③ 主 た る 付 加 サ ー ビス の 料 金

i着 信課金受諾

ii閉 域接続

m論 理 チ ャ ネ ル

ivウ ィ ン ドウ サ イ ズ 選 択

(3)需 要 予 測

1回 の変 更 に つ き4£

閉域 接続 内1端 末 につ き年4£ お よび1

構 成 につ き4£

1チ ャネ ルに つ き年4£

無料

'77年12月 にBPOが'79年 か ら'83年 ま で の4年 間Vak・ け るPSSの

端 末 数 お よ び トラ フ ィ ッ ク 量 に つ い て 予 測 した 結 果 、 端 末 数 は'80年 で は

1,000に 対 し て'83年 に は4,500に な る と見 込 み 、 トラ フ ィ ッ ク 量 は

'80年10億 パ ケ
ッ ト/年 に 対 して'83年 に は 約40億 パ ケ ッ ト/年 に な る

と見 込 ん で い る 。

〔皿〕IPSS

BPOは'77年2月 か らア メ リカ と の 間 に 国 際 回 線 を設 定 し、 そ の 回 線 を経

由 して ア メ リ カ のTymnetお よ びTelenetに 接i続 し、 イ ギ リス の キ ャ ラ ク タ端

末 と、 ア メ リカ の ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ と の 間 の デ ー タ通 信 を 行 うた め の 公 衆

デ ー 々交 換 サ ー ビス と してDBA(DatabaseAccess)サ ー ビ ス を提 供 して き

た。

このDBAはTymnet仕 様 の プ ・ トコル を使 用 した パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス で

あ っ た が 、 イ ギ リス の ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ をi接 続 出 来 な い こ と か ら、 イ ギ リ
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ス の ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ接 続 も可 能 と す る パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス が 計 画 さ れ

た。 こ の た め 、BPOはTelenetか ら パ ケ ッ ト交 換 技 術 の ソ フ トウ ェ ア を購 入

し、'78年12月 世 界 で 最 初 に 国 際 標 準 プ ロ トコル(X.75お よ びX.25)

を 用 い て ア メ リ カ との 間 でIPSSの 提 供 を 開 始 した 。 現 在 のIPSSの 回 線

構 成 は 下 図 の 通 りで あ る。

BPOは'80年 春PSSが サ ー ビ ス 開 始 さ れ る とIPSSと の 相 互 接 続 を 予

定 して い る。 な お 、BPOは 引 き続 き、IPSSを カ ナ ダ 、 オ ー ス トラ リ アv

日 本 へ の 対 地 拡 張 を計 画 し て い る。

イ ギ リス ア メ リカ

110～300bps

1200bps

Main

P「ocesso「

(TP4000)

サー ビスの内 容 等 は 次 の とお りで あ る。

(1)サ ー ビスの内 容

① 端 末 の種 類

iキ ャ ラ ク タ 端 末

iiパ ケ ッ ト端 末

② ア ク セ ス手 段

iPSTN

ii専 用 線

110～300、1,200bps

2,400、4,80019,600bps

110～300、1,200bps

300、1,200、2,400、4,800、9,600bps
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③ 接 続

iテ レ ック ス とIPSSと の 相互 接 続 は認 め ない。

ii電 話 網 か らのIPssへ の ア クセ スは認 め るが、BPoはIPssか

ら電 話 網 へ の 発信 機 能 を提供 しない。

iil専 用 回線 との接 続

IPSSと 専 用 回線 との相 互 接続 はBPOと 関係 外 国主 管 庁 との協 定

に基 づ き、 そ の条 件 が定 め られ る。

BPOの 考 え方 と して次 の3つ の ケー スが 例示 され た。

〔ケー ス1〕

加÷撃 二。iご 。隠≒{〉 ◎
1国 一2国 間の国際専用回線は加入者Aの 単独使用

2国 一3国 間の国際専用回線は加入者A-Bの 共同使用

この場 合 、BPOの 国 際専 用 回線 の共 同使 用者 と してAtsよ びBが 認 め

られ て い るの で 、 この ケー ス の相互 接続 は認 め てい る。

〔ケー ス2〕

;一
1国 一2国 間の国際専用回線は加入者A-Bの 共同使用

2国 一3国 間の国際専用回線は加入者Bの 単独使用

この場 合 、BPOは 国際 専 用 回線 の契 約者 はBだ けであるのに、 この専 用

回線 に契 約 者 で ないAの 通 信 が流 れ る こ とか ら、 この ケー ス の相 互 接 続 は

認 め て い ない 。
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〔ケ ー ス3〕

1国 国際専用回線 2国(英 国)

〇一一ーーーーー 一 〇一－PSS IPSS

国 際 専 用 回線 が マル チ ・ユー ザ ー ・グ ルー プの ため に使 わ れ る場 合 に は 、

国際 専 用 回線 の外 国 側 端末 がIPSSの 対地 で ある と き、 この ケー ス の相

互 接 続 は 認 め て い な い。

(2)料 金

① 接 続(connection)料

lPSTNに よる場合

加 入料 £25(1回 限 り)

接 続料 £20/年

ii専 用線 に よる場合

加入料

接続料

② 通信料

150£(1回 限 り)

タ イ プ

300bps

1,200〃

2,400〃

4,800〃

9,600〃

伝 送 デ ー タ量 に対 して

ii保 留 時 分 に対 して

iiii、iiの 合 計 が 通信 料 とな る

料 金(年 額)

£300

〃575

〃600

〃750

〃800

4ペ ン ス/10segment

lsegment=64オ ク テ ッ ト

10ペ ン ス/1分
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(3)加 入 者 数 等

加入 者 数

キ ャ ラク ダ端末

パ ケ ッ ト端末

500社

800端 末

14端 末

〔皿〕System-X

{

イ ギ リスの これ か らの公 衆通 信 網 の鍵 を握 る もの はSystem-Xと い わ れ る

ス トアー ド・プ ログ ラム を内蔵 した デ ジタル交換 シス テ ム で ある。 最 初 の モ デ

ルは'79年 に実験 用 と して稼 動 を始 め、 第1号 が'82～'83年 に公 衆通 信 網 に

接 続 さ れ る予 定 に な っ て い る。

この システ ムはBPOと3つ の メー カー(GEC、Plessy、STC)に よ

っ て構 成 され た委 員 会 が 設 計 す る とい う、 い ま まで に例 を見 ない方 法 で開発 さ

れ た。 コ ン トロー ル ・コ ン ピュー タ をGEC、 交 換 設 備 をPlessy、 通 信 と信

号 設備 をSTCが そ れ ぞ れ 分担 してい る。

System-Xは 現 在 稼 動 中 の網 の 中に徐 々に 導入 され 、最 終 的 に テ レ ックス

網 、電 話 網 、 デー タ網 は す べ て この シ ステ ムに 統合 され る計 画 に な って い る。

System-Xが 導 入 され れ ば、BPOは 比 較 的簡 単 に64Kbpsの 伝送 サー ビ

ス の提 供 が 可能 に な る。

'80年 代 は公 衆通 信 網 に よる電 子 メ
ッセー ジサ ー ビスの 開発 に重 点 が置 かれ

る よ うに なる が、 この場 合 、公 衆 通 信網 の サー ビス品 質 を 向上 させ る うえ で、

System-Xの 導入 は 極 め て重 要 な意 味 を持 つ こ とに なる。

〔付 記 〕

BPOは 自 らが提 供 す るサー ビス が最 良の もの で あ る とい う信念 を持 っ てい

る。 した が ってBPOが 行 うサー ビス には原 則 と して民営 の競 合 を認 め な い方

針 で、 い わ ゆ るVan業 者 等 に は強 い拒 絶 反応 を示 してい た。
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4.イ タ リ ア

イタ リアの 公衆 電 話 網(含 デー タ伝 送網)は 国 有 で あ るが 、国 際 サ ー ビス と

市外 サー ビスの一 部 を国 が直 接 運営 し、 残 りは免 許 を与 えた民 間会 社 に そ の運

営 を委 託 してい る。 イ タ リア郵 電 省(PTT)内 の 国営 電 話事 業部(ASST)

が全体 の管 理 に あ た って お り、市 内 電話 網 のす べ て と市 外 電 話網の一 部をSIP

社(SocietyInstitutePrivateCompany)が 、国 際 電 話網 の大 半 を

Italcable社 が そ れ ぞ れ 運営 してい る。

イタ リア に お い て もデー タ伝 送 に対 す る需 要 が最 近 急 増 の傾 向 に あ り、 毎 年

20～25%の 増 加 率 を示 して い る。'78年 の ユー ザ ー数 は約4万 で 、 そ の う

ち64%は 銀 行 等 の金 融 機 関 で あ る。

現在 の ところ 、 デー タ伝 送 の 需要 には 公衆 電 話 網 と専 用 線 で応 え てい るが 、

利 用状 況 は 専 用線 が全 体 の75%と 大 半 を 占め 、100を 越 える専 用 線 の ネ ッ

トワー ク が あ る。 そ して各 ネ ッ トワー クは 平 均 して100以 上 のNTP(Net-

workTermina1.Point)を 持 ってい る。 専 用 線 の ユー ザー の60%は

200bpsを 利 用 してk・り、残 りの40%が1,200bpsを 利 用 して い る が、

伝 送 速度 を上 げ たい とい うユー ザー の 要望 に応 えて'80年 に は2,400bps

の サー ビ ス を開 始 す る予 定 で ある。

デー タ伝 送用 の デ ジ タル交換 網 は現 在 実験 中 で あ り、'82～'83年 頃 には完

成 させ た い と考 え て い る が、 現在 は メ ンテ ナ ンス の問 題 と異機 種 間 の接 続 の 問

題 に頭 を痛 めて い る。

専 用 線 を使 って デ ー タ伝 送 が で きる のは 、 同;会 社 が 同族(veryclosed

connection)会 社 間 に限 られて お り、 しか も共 同使 用 の場 合 は20%の 割 増

料 金 を課 してい る。 メ ッセー ジ通 信 は 一切 認 め てい ない。 モ デ ムは 原則 と して

直 営 で、 端 末 に モデ ム を組 み込 む場 合 は付 加 料 金 を課 して い る。

なお 、 サー ビス ・ビュー ロー は 現 在 全 国 で50社 ぐ らい あ るが、 す べ て公 衆

網 を利 用 して い る。
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5.Euronet

ヨー ロ ッパ 共 同 体(EC)に よ っ て 導 入 さ れ たEuronetは デ ー タ伝 送 用 パ ケ

ッ ト交 換 網 で 、 当 初 は 加 盟9カ 国 の ユ ー ザー が 科 学 技 術 情 報 に ア ク セ ス で き る

よ う に 計 画 さ れ た も の で あ る。 そ し て 、 こ の 網 は 基 本 的 に は 専 用 網 と し て構 築

さ れ た が 、 そ の 他 の パ ケ ッ ト交 換 網 、 た と え ばNordic網 、Transpac、

DATEX、 更 に はTymnet、Telenet等 と 直 接 接 続 で き る汎 ヨー ロ ッパ 的 公

衆 デ ー タ網 に 変 身 し よ う と して い る。 こ の た めEuronetの 設 計 は 最 近 特 に 、

公 衆 デ ー タ ・サ ー ビス に 重 点 が 置 か れ て い る。 ま た 、 た と えEuronetが5年

間 で そ の 使 命 を終 え よ う と も、 この 網 を別 の 目的 に 活 用 す る こ と を 提 案 し て い

る 加 盟 国 も あ る。

Euronetは フ ラ ン ス のTranspacを ベ ー ス に して 設 計 され て お り、CCITT

のX-25プ ・ トコル に 準 拠 した も の で あ る。 サ ー ビ ス 開 始 は'79年 の9月 に 予

定 さ れ て い た が 、 各 国 間 の 技 術 的 政 治 的 問 題 が 決 着 を 見 ず 、'80年3月 に 持 ち

越 さ れ て い る。 ス イ ッ チ ・セ ン ター は 第1・4図 に 見 る ご と く ロ ー マ、 フ ラ ン

ク フル ト、 パ リ、 ロ ン ドン に設 置 さ れ 、 コ ン セ ン ト レー タ ー が ブ ル ッ セ ル 、 ア

ム ス テ ル ダ ム 、 コ ペ ン ハ ー ゲ ン、 ダ ブ リ ン、 ロ ン ドン に 、 ま た 、ECの コ ン ピ

ュー タ ・セ ン タ が ル ク セ ン ブ ル グ に そ れ ぞ れ 設 置 さ れ て い る 。

Euronetは 次 に 述 べ る よ う な3つ の 段 階 を 踏 み な が ら開 発 さ れ る 予 定 で あ

るo

第1段 階(,78～,80)

当 初EC加 盟 国 内 に あ る 科 学 技 術 情 報 に ア ク セ ス す る た め に 運 用 さ れ る 。

第2段 階('80～'83/4)

全 般 的 な公 衆 サ ー ビス が 始 め られ る 。 そ して 、ECは 各 国PTTに 対 し、 そ

れ ぞ れ の 公 衆 デ ー タ ・サ ー ビ ス 料 金 をEuronetの そ れ に 合 わ せ る よ う観 奨 す

るo

第3段 階('80年 代 後 半)
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第1.4図 Euronet
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Euronetと 各 国 の 公 衆 パ ケ ッ ト交 換 網 が 接 続 さ れ る こ と と な る。

Euronetの サ ー ビ ス の 概 要 は 次 の と お り で あ る 。

Euronetは 前 述 の ご と く、 す べ て の 加 盟 国 に エ ン トリー ・ ポ イ ン トを持 っ

て お り 、 最 新 の パ ケ ッ ト交 換 技 術 を使 っ て 、 高 速 で 信 頼 性 に 富 む 、 デ ー タ伝 送

サ ー ビ ス を提 供 す る。PSTNか ら の ア ク セ ス に は1,200bpsま で 、 専 用 線

か らの ア ク セ ス に は48Kbpsま で の サ ー ビ ス が 提 供 さ れ る。

料 金 は 通 話 量 に ス ラ イ ドし、distanceindependentに な っ て お り、 国

内 料 金 を別 に す れ ばEuronetの ユ ー ザ ー は す べ て 均 一 の 料 金 を適 用 さ れ る こ

とに な る 。ECに よ れ ば 、 ヨー ロ ッパ の 各 国 を結 ぶ どの 国 際 専 用 線 の 料 金 よ り

も低 廉 で 、 一 番 低 規 格 の 伝 送 回 線 の60%程 度 に な る見 込 み と の こ と で あ る。

な お 、 料 金 等 に つ い て は 、 第3章 の4で 再 述 す る が 、 更 にEuronetの 詳 細

は 参 考 資 料6に 述 べ て あ る 。
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6.Nordic公 衆 デ ー タ 網

デ ン マ ー ク 、 フ ィ ン ラ ン ド、 ノ ー ル ウ エ イ 、 ス エー デ ンの ス カ ン ジナ ビ や 諸

国 が 共 同 で 開 発 したNordic公 衆 デ ー タ網(NPDN)は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た

4っ の 国 が 、 同 一 規 格 の シ ス テ ム で サ ー ビ ス を 行 う と い う こ と で 、 ヨー ロ ッパ

で は 特 に 重 要 な意 味 を持 っ て い る。

NPDNの 基 本 的 な機 能 は600、2,400、4,800、9,600bpsの 同 期 式 の

デ ー タ 回 線 交 換 サ ー ビ ス を提 供 す る こ とで あ る。 し か し、 そ の 網 に パ ケ ッ ト交

換 と メ ッ セ ー ジ交 換 の機 能 を持 た せ る こ と も計 画 さ れ て い る。 こ れ に よ っ て

NPDNは 汎 用 デ ー タ網 と な り、 将 来 は 電 子 メ イ ル と し て も利 用 さ れ る期 待 が

持 た れ て い る。

第1・5図 はNPDNの 構 成 を示 した も の で あ る。 特 に興 味 深 い の は 特 別 サ

ー ビス ・セ ン タ(SSC)で あ る 。 これ らの セ ン タは メ ッ セ ー ジ の 蓄 積 と か パ

ケ ッ ト交 換 の ご と く、幅 広 い 処 理 機 能 と蓄 積 機 能 を必 要 と す る サ ー ビ ス を提 供 す

る こ と に な る。SSCは 自 らデ ー タ 交 換 局 の 役 を果 た し、64Kbpsの 回 線 を

経 由 し て ひ とつ の セ ン タ ー を複 数 の デ ー タ交 換 局 に 接 続 す る こ と もで き る。

通 常 の 場 合 、 デ ィ ジ タ ル 伝 送 用 の 低 コス ト ・ベ ー ス バ ン ト ・モ デ ム を使 っ て

4線 式 で ア ク セ ス が 行 わ れ る。 網 の ア ク セ ス ・ ポ イ ン トか ら15㎞ 以 上 離 れ て

い る加 入 者 は 公 衆 電 話 網 を介 して ア ク セ ス で き る が 、 こ の 場 合 は モ デ ム が 必 要

と な る。

デ ー タ は8十2ビ ッ ト方 式(8ユ ー ザ ー ・デ ー タ ・ ビ ッ ト十1シ ン ク ロ ナ イ

ゼ イ シ ョ ン ・ビ ッ ト+1ス テ イ タ ス ・ ビ ッ ト)方 式 に よ り伝 送 さ れ る た め に 、

9,600bpsの デ ー タ伝 送 は 、 実 際 上12,000bpsが 必 要 に な る 。 こ の た め

ビデ ィ オ の ア ナ ロ グ 回 線 は 接 続 で き な い し、 遠 隔 地 に あ る 加 入 者 は 最 大4,800

bpsに 制 限 さ れ る。

結 局 、 網 の 構 成 上 、 潜 在 需 要 も含 め て 全 加 入 者 の90%が デ ィ ジ タル で ア ク

セ ス で き る よ う に な る 。
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NPDNは 次 の3段 階 でサ ー ビス が提 供 され る こ とに なって い る。

第1段 階

600、2,400、4,800、9,600bpsで 同期 式 の基 本 的 な伝 送 サー ビス を提

供 す る。 この サ ー ビスは 昨年 、 デ ンマー クで最 初 に 開始 され た。

第2段 階

デー タ ・ トラ ピ ッ クの交換 の た め に もっ と広 範 囲 な機 能 が付 加 され る。 この

サー ビスは'80年 に 開始 され る。

第3段 階

パ ケ ッ ト交 換 と メ ッセー ジ送受 信 を行 な う付 加機 能 が導入 さ れ る。 この サ ー

ビスは80年 代 に 開 始 され る予定 だ が、 そ の時 期 は 未 定 であ る。
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第1.5図 Nordio公 衆 デ ー タ 網 の 構 成
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第3 章 デー

1.フ ラ ン ス

〔1〕MIDIST

〔ll〕SIRIUS

〔皿〕Questel

2.西 ド イ ツ

〔1〕GID

〔皿〕ODIN

3.イ ギ リ ス

〔1〕OSTI/BLRDD

〔ll〕BLAISE

4.Euront-DIANE

5.Esrin

タベ ー ス・サ ー ビス





最 近 、 ドイ ツ のGIDが 調 査 し た 結 果 に よ る と、 ヨ ー ・ ッパ で は 既 に307

の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス が 提 供 さ れ て お り、 こ の う ち117は 公 衆 通 信 綱 か

ら も、 専 用 線 か ら も オ ン ラ イ ン に よる ア ク セ ス が 可 能 で あ る 。 ま た 、Tymnet

Telenet,Esanet,Euronet(予 定)と も接 続 さ れ て 、 国 際 的 サ ー ビス と し

て 提 供 さ れ て い る も の も相 当 数 あ る 。

こ れ らの サ ー ビス に 関 し て ヨー ロ ッパ の 先 進 国 は 、 ア メ リ カに 対 す る 危 機 感

対 抗 意 識 を 根 強 く持 っ て お り、 ア メ リ カ と の 格 差 を 縮 め る た め に 、 政 府 レベ ル

で そ の 構 築 を 熱 心 に 推 進 し て お り、 今 後 ヨ ー ロ ッパ に お け る デ ー タ ベ ー ス は 質

量 と もに 急 速 な進 展 を み る こ と が予 想 さ れ る 。

なk・ 、 イ ギ リス のMachintosh社 が 調 査 した ヨー ロ ッパ の 主 た る デ ー タ ベ ー

ス を 第2・1図 お よ び 第2・1表 に示 して お く。

以 下 各 国 に お げ る デ ー タ ベ ー ス の 育 成 策 と主 な デ ー タ ベ ー ス を 紹 介 す る。
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第2・1図 ヨ ー ロ ッ パ に お け る 主 な オ ン ラ イ ン ・デ ー タベ ー ス
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第2・1表 ヨ ー ロ ッ パ に お け るオ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス

部 『F ア ー タ へ ー ス

Agriculture

Art

Biology

BuSiness

Chemist】ry

Computerandcontrol

englneemg

C㎝gress(U.S.)

Education

Electricalandelectronic

engllteenng

Energy

Enginee血9

Environment

Federalmatters(U.S.)

Foundations

Geology

Grants

Histo】ry

Industry

Language

Libraryscien㏄

Management

AGRICOLA;AGRIS;CABABSTRA(rrS;CRIS;FOOD

SCIENCE

ARTBibliographiesMODERN

BIOSISPREVIEWS

ACCOUNTANTS'INDEX;INFORM

CACHEMICALNAMEDICTIONARY;CACONDEN・

SATES;CASUBJE(汀INDEXALERT;CHEMLINE;

αN

ELECTRICAL&EAandCOMPUTER&CA

CRECORD;CIS

AIM/ARM;ERIC;EXCEPTIONALCHILD;NICEM

ELECOMPS;ELE(:.TRICAL&ELECTRONICS

ABSTRA(TS

ENERGYUNE;P/£NEWS

COMPENDEX

ENVIROBIB;ENVIRONMENTALSCIENCE

FEDERA1」NDEX

FOUNDATIONDIRECTORY;FOUNDATION

GRANTSINDEX

GeoAエchive;GE(トREF

GRANTS

AMERICA,HistoryandLife;HISTORICAL

ABSTRACTS

DEFENSEMARKET;EISINDUSTRIALPLANT;F&S

lNDEXES;MARKETABSTRACrS;PTSWEEKLY

LANGUAGEANDLANGUAGEBEHAVIOR

LISA

MANAGEMENTCONTENTS
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部 『F
デ ー タ ベ ー ス

Marinescience

Mechanicalengineering

Medicine

Metals

Meteorology

Multi・discip血1arY

News

Nuclearscience

Paper

Patents

Pesticides

Petroleum

Pharmaceuticals

Physics

Pollution

Population

Psychology

SocialScien㏄

Statistics

Text皿e$

Transportation

AQUATICSαENCESANDFISHERIESABSTRA(:TS;

OCEANICABSTRACTS

ISMEC

CANCERLINE;CATUNE;EXCERI「TAMEDI(A;

MEDLARS(MEDLINE);SDILINE;TOXUNE

METADEX;WORLDALUMINUMABSTRACTS

METEOROLOGICALABSTRA(コ'S

COMPREHENSIVEDISSERTATIONINDEX;MARC

(LO;MARC(U.K.);NASA;NTIS;PASCAL;R&D

ABSTRACTS;SCISEARCH;SSIE

NEWYORKTIMES;NEWS/RETRIEVAL

IMS;NUCLEARSCIENCEABSTRA(コ'S

PAPERCHEM

CAPATENTCONCORDANCE;CLAIMS/CHEM;

cLAIMSlcLAss;CLAIMs!GEM;DERwENTwP1/(:I

DERWENTPESTDOC

APIuT;APIPAT;PIENEwS;PETRoLEUM

.ABSTRACTS

DERWENTRINGDOC;1PA;PHARMACEUTICAL

NEWSINDEX

PHYSICSABSTRA(コ'S

AIRPOLLUTIONTIC;POLLUTIONABSTRA(TS

POPINFORM

PSYCHOLOGICALABSTRA(コ'S

CHILDABUS£ANDNEGLECT;PAIS;SOCIAL

SCISEARCH;SOCIOLOGICALABSTRA(コ'S

ASI;DOMESTICSTATISTICS(U.S.);

INTERNATIONALSTATISTICS

TITUS

HIGHWAYSAFETY;SAEABSTRA(rrS;TRIS・ON・UNE
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1.フ ラ ン ス

フ ラ ンス に お け る デー タベ ー ス関係 の 年 間投 資 額 は 、概 略 次 の とお りであ る。

① 科学 技 術 関 係2億5,000万 ドル

(誉oo万 ドル ㌶1)

② 経 済 関 係3億7,500万 ドル

(主 と して公共 部 門 で各政 府 機 関 の統計 デ ー タ)

③ 社 会 科 学 関係(法 律 を含 む)7,000万 ドル

(主 と して公 共 部 門)

各 公共 部 門 で は 現在 どの よ うな デー タベ ー ス を作 るか調査 検 討 中 の もの が多

い が、主 た る もの はMIDISTが1,000万 ドル、 産業 省 の原 子 力研 究所 が

800万 ドル、PTTのTelete1が200万 ドル(い ずれ も年 間予 算)と い っ

た と ころ で あ る。 これ とは別 に、 デ ー タベー ス を作 るため だ け の投 資 と して、

次 の よ うな もの が挙 げ られ る。

oCNRS(国 立 科 学 研 究所)-1 ,600万 ドル

(年 間50万 件 の文 献 デー タに対 し)

oINRA(国 立 農 業 研 究所)-200万 ドル

oCEDOCAR(国 防 関 係 の デ ー タセ ン ター)-1 ,000万 ドル

oINSEE(国 立 経 済 統計 セ ンタ ー)-2億 ドル(8 ,000人 の研 究 員)

な お、 フラ ンス政 府 の デ ー タベ ー ス助 成 に対 す る具 体策 に つ い て は 参考 資 料

4に 詳 し く述 べ て あ る。

科 学 技術 情 報は 、 ドキ ュメ ン トに ア ドレス が あ り、 どこの デー タベ ー ス に あ

るか 判 る よ うに な ってい る。経済 情 報 は情 報 量 が も っとも多 く、 特 に統計 資 料

な どは 多 く蓄 積 さ れ てい るに もか か わ らず利 用 され ない情 報 が多 く残 され て お

b、 政 府 と しては 、 これ らの有 効利 用 を図れ る方 法 を'80年 以 降 に開 発す る

予 定 で あ る。

一37一



現 在 、世 界 中 の文献 情 報 に つい ては 、 ア メ リカで400万 件 、 ヨー ロ ッパ で

も400万 件 、 ソ連 お よび東 欧諸 国 で300万 件 、 日本 で100万 件 が毎 年 登

録 され て いる が、 実際 に公 共 に献 索用 と して提 供 され てい る のは 年 間 そ の25

%の200万 件 に 過 ぎない 。

フ ラ ンス で は年 間2.5万 時 間 が オ ン ライ ンで使 わ れ て い る。 ヨー ロ ッパ では

.10万 時 間/年 、 ア メ リカで は少 くと も100万 時 間/年 といわ れ てい る。

科 学 技 術 情報 の 代表 的 なデ ー タベ ー スは 現在4つ あ り、 す べ て ア メ リカに あ

る 。す なわ ち、SDC、Lockheed、BRSteよ びNLMで あ る。従 っ て現 状 で

は 、 ユー ザ ー の トラ ヒ ックは ほ とん どア メ リカに流 れ てい る こ と と な り、 フ ラ

ンス政府 と しては 、 これ を ヨー ロ ッパ 内の 流 れ に変 え るべ く、 積極 的 に デ ー タ

バ ンク を増 や して行 く政 策 を と り、 育 成 に努 め てい る。

しか し、科 学 技 術情 報 の デ ー タベ ー ス を増 大 拡 充 す る こ とは なか なか容 易 な

こ とでは ない の で 、関 連 機 関 と協 調 の 上 、 目標 と して毎 年10～15の デ 　

タベ ー ス を作 りたい と考 え てい る。

なお 、 こ の施 策 を積 極 的 に推 進 す るた め の問 題点 と して 、 デ ー タベ ー スが完

成 した時 点 で 、急 激 に変 化 しつつ あ る社 会 の情 勢 に うま くマ ッチす るか 、 また

具 体 的 な育 成 方法 をど うす るか(特 に財 政 的 上)等 が ある 。

〔1〕MIDIST(旧BNIST)

MissionInterministerielledeInformationScientifique

etTechnique'

BNISTは 産 業 省 の 外 部 機 関 と して 、 これ ま で 科 学 技 術 情 報 関 係 の 研 究 ・

調 査 を行 っ て きた が 、 数 ヵ 月 前 、 首 相 の 指 示 に 基 き、 首 相 直 轄 の 機 関 と な り、

MIDISTと 名 称 を 替 え て 、'79年 の9月 に 正 式 発 足 した ば かbで あ る 。

し か し、MIDISTの 仕 事 の 内 容 は 、 旧BNISTと 余b変bの な い もの

で 、 政 府 ・企 業 等 との 契 約 に 基 い て 、 次 の 述 べ る よ うな 役 割 を 果 す こ とで あ る

が 、 敢 え て い え ば 、 旧BNISTに 比 べ 、 首 相 直 轄 と い う こ と で 政 府 各 省 間 の



調 整機 能 が強 化 され た こ とで あ る。 た だ し、 まだ発 足 ま も ない た め、実 質 的 な

仕事 は行 って い な い。

MIDISの 主 要 な役 割bは 、 プ ラクテ ィ カル な もの で な く、 次 に示 す よ う

な4つ に大 別 され る。

① 国 家 的 な次 元 か ら、科 学 ・技 術 情 報 に つい て の方 向 づ け を行 う こと。

② 首 相 直 轄 の組 織 で あ り、 関 係 省 庁 θ 間 の協 調 が 円 滑 に行 くよ うに相互 調 整

を図 る こ と。

③ 科 学 、 技 術 情 報 に 関 す る新 しい研 究 課 題 の発 掘、 開発 お よび新 しい情 報 社

会 を作 るた めの ニー ズを発 掘 し、 それ を 育成 す る と と。

④ 上 記 に基 く研 究 、調 査 の基 本 的成 果 を、 そ の後 の 開発 、実 用 化 の指 針 と 、

期 限 付 きで 契約 先 に 引 きわ たす と同時 に、 実 用化 ま で に要 す る必要 な経 費 の

見 積 りお よび資 金調 達 等 に関 す る 援助 を行 うこ と。

囲 基本的には全省庁であるが、代表的な関係機関は次のとおりである。

o文 部省関係:各 大学(含 図書館)、CNRS(国 立科学研究所)等

○ 産業省関係:CEA(原 子力開発研究所)、CNES(宇 宙開発研究所、CNEXO

(海 洋開発研究所)、COSMES(太 陽エネルギー利用研究所)お よび

IRIA等

○ 農林省、厚生省、郵電省、国防省、環境庁

なお、情報部門別には繊維関係、燃料関係、薬学関係、製紙関係、 プラスチック関係等約

50の センターが関連している。

〔n〕SIRIUS

SIRIUSはIRIA囲 の開 発 した分散 形 デー タベースのパイロッ ト・プ ロ

ジ ェク トで あ る。SIRIUSが パイ ロッ ト・プ・ジェク トに選 定 され た理 由は 、

こ の プ ・ジ ェク トの実 施 に よ り先 進 的 な研 究 分野 に おけ る共 同 研 究 を刺 激 し、

調 整 す る と と もに、 効 果 的 な シス テ ム を経 験 す る こ とがで き、 かつ 全 国 的規 模

の もの で あ るか らで あ る。
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こ の プ ロ ジ ェ ク トの 目的 は

① 分 散 形 デー タベ ー ス管 理 システ ム(D-DBMS)の 概 念 、方 法 論及 び技

術 を定 義 し、 作 り⊥ げ、 実 験 す る こ と。

② 研 究 を 刺激 し調整 す る こ と。

③ 関 係者 間 の交 流 を促 進 す る こ と。

④ ノ ウハ ウの 移転 を促 進 す る こ と。

⑤ 国際 的 共 同活 動 及 び標 準 化 を推進 す る こ と。

に あ る。

この プ ロジ ェ ク トは 、 産 業 省 、大 学 、 関 係省 庁 及 び私 企 業 か らの助成 金、 拠

金 で も って実 施 さ れ、 理 論的 、 また は実 用 的研 究 お よび実 験 、パ イロッ ト・ア プ

リケ ー シ ョ ン助 成 な らび に一 般 的 な組織 お よび調 整 に使 わ れ る。

費 用 は3,000万 フ ラ ン(50%は 産 業 省 か ら)、 研 究 員70人 を 予 定 し て い

る 。

パ イ ・ ッ トア プ リ ケ ー シ ・ ンの 例 と し て は 、 政 府 財 政 、 パ リ空 港 、 国 鉄 等 が

あ る 。

研 究 対 象 は 、DB、DS、D-DSに つ い て の

モ デ ル、 言 語 、 ア ー キ テ ク チ ャ、 プ ロ ト コル 、 一 貫 性 、 プ ラ イ バ シ

統 合 性 、 信 頼 性 、 デ ー タ 管 理 、 プ ロ セ ス 管 理 、 リ ソー ス 割 りつ け 等

で あ り、 これ ら の 関 係 は 第2・2図 の と お り で あ る 。

囲IRIAは フラ ンス産業省電気情報産業局に直属す る機関 で、'72年 に設立 された。

フランスの情報産 業の推進母体 として幅広い研究開発を手がけている。

一40一



第2.2'図SIRIUSの 研 究 対 象
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ノ
(1)FRERES

SIRIUSの1つ の サ ブ プ ロ ジ ェ ク トで あ るFRERESは 一 般 の コ ン

ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ーク(CYCLADES)内 に 分 散 し て い る 異 質 な フ ァ イ

ル を 用 い る質 問 シ ス テ ム で あ っ て'73～'78年 に 実 施 さ れ た 。

デ モ ンス トレー シ ョン ・モ デ ル はCYCLADESに 接 続 さ れ'77年6月

か ら稼 動 中 で あ り、 学 生 に つ い て の 管 理 デ ー タ に 関 す る もの で あ る。

ノ

FRERES開 発 の基 本 方 針 は ホ ス ト上 で の ソ フ ト構 造 と して

① 外 部 言 語:一 般 的 な質 問 言語

一 デ ー タが 同質 的 、 階層 的 に見 え る こ と

一 簡 単 で あ る こ と

② 内部言 語 二 中 間的 な 中枢言 語

一 デー タ操 作

一 デー タア クセ ス

③ 異 機 種 間 の相互 接 続

④ 完壁 なア ク セス

⑤ ロ ギ ング

⑥ プ ラバ シ イ

を作 り上 げ る こ とで あ る。

FRERESの ア ー キ テ ク チ ャは 第2・3図 の と お り と な っ て い る 。
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第2・5図FRERESの ア ー キ テ ク チ ャ
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ノ
(2)POLYPHEME

ノ

POLYPHEMEも 、SIRIUSプ ロ ジ ェ ク トの 一 環 と して 開 発 さ れ

た も の で 、 一 般 の コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー クの 中 の 異 質 なDBMS間 で の 共

同 作 業 を 可 能 に す るD-DBMSで あ る 。

こ の プ ロ ジ ェ ク トは 、 グル ノー ブル大 学 と、CII-HBと が 担 当 し、'77

年 か ら開 始 さ れ 、'最 初 の 試 験 は'78年12月 に 行 わ れ た 。

ノ

POLYPHEMEの 目的 とす る と ころは 次 の とお りで あ る。

① 分 散 さ れ た デー タ上 の一 般 モ デ ル(MOGADOR)の 開 発

一 関係 づ け

一 言 語 記述 言 語 シ シテ ム全 体 と しての

{{
操 言 語 部 分 的 な 観 点 で

② 異 質 なD-DB上 の 共 同 動 作 シス テ ムの ア ー キ テ ク チ ャ の決 定

一 グ ロ ー バ ル お・よ び ロー カル ・マ シ ン

ー 分 散 さ れ た エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・ メ カ ニ ズ ム

③ デ モ ン ス トレ ー シ ョ ン モ デ ル の 作 成('78年 末)

POLYP⊇Mに 鮒 るMOGADORは 異 質 なデ ー タベ ー ス 間 口 い
ノ

て共 同動 作 を可 能 とす る方 法論 を与 え る の で、 またPEREは 分散 され た オ
ノ ノ

ペ レー テ ィ ン グモ 三 夕に対 す る プ ロ トコル、MEREはPEREを 用 い た 仮

想 マ シンで あ る。

こ れ らの 研究 は下 図 に示 す よ うな関係 を もっ てD-DBMSに 寄 与 して い

る。
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ノ
POLYPHEME

方 法 論

(MAGADOR)

グ ローバルな トランザクシ ョン 管 理

ローカル な トランザクシ ョン 管 理

ネ ッ トワー クプロ トコル

お・よび マ シ ン

(PEREノMERE)

D-DBMS

(3)

①

②

③

④

D-DBMSSIRIUS

D-DBMSSIRIUSは 、 次 の よ うな も の で あ る 。

ユ ー ザ は 物 理 的 な分 散 を 意 識 し な い で よ い 。

異 質 な ロー カル ・システ ム の 存 在 を 可 能 とす る 。,

一 コ ン ピ ュ ー タ

ーDBMS/FMS

－ 構 成

2重 十 分 割 を 可 能 と す る 。

隔 層 化 さ れ た ア ー キ テ ク チ ャ を も つ オ ー プ ン シ ス テ ム で あ る 。

最終 的 なア ー キ テ クチ ャ と して は 下 図の ものが計 画 され てい る。
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〔皿〕QUESTEL

フ ラ ンス で はQUESTELと い う科 学 技術 関係 の 文 献検 索 を行 うデー タベ

ー ス が'79年 の9月1日 か らサー ビス を開 始 してfO・b 、TelesystemS・A

とい う会 社 で管 理 され てい る。 これ には イ ギ リスの ユ ー ザー も加 入 してお り、

現在 、10ギ ガ ・バ イ トの情 報(約1,000万 件 の ドキ ュメ ン トに相 当)を も

って い る。 サ ー ビス開 始 後 まだ 日が 浅 く、 余 り顧 客 がつ い てい ない の で、政 府

か ら1,500万 フ ラ ン(約400万 ドル)の 補 助金 を受け てい る状 況 で ある 。

ち なみ にQUESTELの 建 設投 資 は フラ ンス政府 が行 った。

<そ の他 の主 な デ ー タベ ー ス>

oCISI(特 許 関 係 、OECD関 係 、工 業 生産 物 関係 、 原子 力 関係 、 海 外

市 場 関係 の情 報 を も ち、QUESTELよbは 小 規 模 の デー タベー ス)

oSPI(化 学 関係 連 合 体 の子 会社 の形 で運営 、 政府 の補 助 な し、大 きさは

1ギ ガバ イ ト程 度 でQUESTELの 約10分 の1)

oARIAN(建 築 業 界 の生産 情 報 、 建 築規 制 関 係 の情 報 、IBM370/

158を 使 用)

o

o

o

o

INSERM(毒 物 学 に関 す る情 報 、Univacの コン ピ ュー タ ー を使 用)

MISTRAL(自 動 文 書 検 索 関係 の情 報 、 オ ン ライ ン検 索)

SIDEAL(石 油 関係 の情 報)

TITOS(繊 維 関 係 の情報 、 オ ン ライ ン検}索 と 自 動 翻 訳 サ ー ビス を提

供10万 件 以 上 の 文 献)

oCANCERNET(癌 関 係 の 情 報 、 オ ン ラ イ ン検 索 、Telesystem社

の コ ン ピ ュ ー タ利 用 、120万 件 の 参 考 文 献 、Euronetと 接 続 予 定)

。T二1:doc(通 信 関 係 の 情 報 、52,000種 の 文 献 、Transpacを 利 用 し

て オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス)

oFRANCIS(人 文 科 学 関 係 の 情 報 、45万 種 の参 考 文 献)

oBOTTIN(25万 社 の 企 業 デ ー タ情 報 、36,000の 市 町 村 情 報 、
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有 名人 の紳 士 録 情 報 を そ れ ぞ れ提 供)

oCETIM(機 械 、 金 属 技 術 関係 の情 報 、32,000件 の文 献)

なお 、 フ ラ ンス には デー タベ ー ス/デ ー タバ ンク ・プ ロデ ュー サ協 会 なる も

のが あ り、次 の よ うな活 動 を行 って い る。

① フ ラ ンスの デ ー タベー ス/デ ー タ ・パ ンクの国 内 的 、 国 際 的発 展 を促 進 す

る。

一 研究 会 の 主催

一 国 内/国 際 会 議 の 主催

一 専 門 誌 、 一般 誌 を通 じての普 及 ・広報 活動

② デ ー タベー ス/デ ー タ ・パ ンク ・プ ロデ ュー サー 間 の 相互 の協 調 、 活動 の

調 整 を図 る。

一 研究 会 の ス ケ ジ ュー リン グ

ー デ ー タベ ー ス/デ ー タ ・バ ンクの もた らす 公 益 の調 査 、 ネ ッ トワー クの

問 題 の研 究 、 法 的/技 術 的 問題 の研 究

一 技 術 的 な援 助

③ プ ロデ ューサ ー が直 面 してい る共通 の問 題(情 報 配 布 上 の問 題 、 利 用上 の

問 題等)を 検討 す る。

一 研 究 や経 験 の交 換

一 ソフ トウエ ア開 発 、料 金 規 定 、 契 約方 法 等 に つ い て の検討

会 員は 第2・2表 の とお りで あ り、賛 助会 員 には 次 の よ うな団体 が名 を連

らね てい る。

○

O

O

O

O

O

紙 パ ル プ産 業技 術 研 究 セ ン ター

CIMI住 宅 ・不 動 産 情 報 セ ン ター(FNAIM)

GRAPHYOR(プ ラズ マ物 理 研 究 所)

GERDAT(農 業 開発 研 究 所)

IRIA

フ ラ ンス外務 省
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第2・2表 フ ランス ・デ ー タベ ース/デ ー タバ ン ク ・プ ロデ ュ ーサ ー 協 会

メ ン バ ー 企 業 一 覧(1979年11月 時 点 で 活 動 中 の メ ン バ ー)

組織名(連 絡先、代表者)
サ ー ビス して い る デ ー

タ ベ ー ス の 名 前
対 象 分 野

AFNOR

TourEurope

Cedex7

' NORIANE 技術標準、技術規格
92080ParisLaDefense

SUTTER氏

(TEL)778-1326

BRGM(鉱 物 ・地 質学 研 究 セ ン

タ ー)

BP6009

'

450180rleamsCedex
GEODE 地 球 科 学

J.GRAVESTEIJN氏

(TEL)38-63-800]

CDIUPA

av.deOlympiades

91305Massy IALINE 食 品 産 業

BONNICHON氏

(TEL)920-9738

防衛 関連 資料 セ ンター

2bisbdVictor

'

75996ParisArmees CEDOCAR 防衛 関連 資料

C・PAOLI氏
、

(TEL)552-4321
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組織名(連 絡 先、代表者)
サー ビス して い るデ ー

タベー スの 名前
対 象 分 野

国立 海洋 開 発 セ ンター

BP337

29273BrestCedex DOCOCEAN 海 洋 学

MARCHALOT氏

(TEL)98-45-8055

国立 化 学情 報 セ ン ター

26,rueBoyer CHEMICAL

75971ParisCedex20 化 学

A.DEROULEDE氏 ABSTRACTS

(TEL)797-2929

国 立 科学 研 究 セ ン ター

(CNRS)
FRACIS 人文科学 と社会科学

54bdPaspai1

75006Paris

PASCAL 科 学 技 術
M.MILELLI氏

(TEL)544-3849

機 械産 業技 術 セ ン ター

BP67

60304Senlis CETIM 機械技術 お よび金属

F.POINCARE氏

(TEL)4-453-3266

国際 経 済 研究 予 測 セ ン ター

51,rueStDenis

75001Paris CHELEM 国 際 経 済

M.FOUQUIN氏

(TEL)233-7136
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組織名(連 絡先、代表者)
サ ー ビス してい るデ ー

タベ ー スの名 前
対 象 分 野

フ ラ ン ス 海 外 貿 易 セ ン タ ー

(C.F.C.E.)
CFCE-OFCE フランスの輸 出入産業

10,av.d'1ざna

75116Paris

CFCE-CPOE 輸 出 製 品
M.ODDO氏

(TEL)723-6123

国立 通信 研 究 セ ン ター

(CNET)

38-40,ruedu

G6n6ra1-Leclerc 通信 お よびそれに関
TELEDOC

921311s.sy-Ies一 連 した分野

Moulineaux

B.TADELLIO氏

(TEL)638-5620

出版業者組合

117,bdSaint--Germain

L

75006Paris SBD 国内の書 籍情報

B.DERMINEUR氏

(TEL)329-2101

商工会議所

(C.C.1.P・)

27,av.deFriedland パ リ地 区の輸 出業者

75008Paris に関す る情報

M.A.LEBLANC氏

(TEL)539-2510
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組織名(連 絡先、代表者) サ ー ビス してい る デー

タベ ース の名 前
対 象 分 野

CISI

35,bdBrune

75014Paris

C.DVORAK氏

(TEL)539-2510

原 子 力 エ ネ ル ギ ー 委 員 会

BP2

91190GifSurYvette

(TEL)941-8000

INIS

CAPRI

原子 力お よび関連分野

放 射 線 化 学

CRIDON

/

59bis,ruedeGrequi

69006Lyon

P.CLEDES氏

(TEL)78-52-9362

SYDONI 判 例

DAFSA-SNEI

20,av.FranklinD.

Roosevelt

75008Paris

R.PELISSIER氏

(TEL)359-3759

DIDO-BOTTIN

28,ruedeDrFinlay

75738ParisCedex15

A.BUAT氏

(TEL)578-6166

BOTTIN

PROFESSION

BOTTIN

COMMUNES

250,000の フ ラン ス企

業 と8,000種 の 製 品

に 関 す る情 報

フ ラ ンス の36,000の

市 町 村 訟 よ び15,000

の 小 村(ハ モ)に 関 す る

資 料
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組織名(連 絡先、代表者)

フ ラ ンス ・ ドキ ュメ ンテー シ ョ ン ・セ ン ター

29-31,quaiVoltaire

75007Paris

PPELOV氏

(TEL)261-5010

ダ ン&ブ ラ ン ドス ト リー ト ・フ ラ ン ス

40,rueJean-Jaures

93170Bagnolet

JLGUISLAIN氏

(TEL)362-1057

EDF

1,.duGeneral

deGaulle

92141ClamartCedex

RUPPONI氏

(TEL)645-2161

INSEE(国 立 経 済 統計 研 究 所)

18,bdAdolphePinard

75675ParisCedex14

N.DIVOY

(TEL)540-0112

イル ・ ド・フランス 地 域 計 画/再

開 発 研 究 所

21-23,rueMiollis

75732ParisCedex15

M.HENRY氏

(TEL)567-5503

サ ー ビス して いる デ ー

タベー ス の名 前

時事問題 お よび政治

情報

エ ネル ギー 利 用(照

明 、冷 暖 房 、 空 調)

お・よび関 連 分 野

都市計画、都 市開発

環境問題 、輸送
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組 織名(連 絡先 、代表者)
サー ビス して い るデ ー

タベー ス の名 前
対 象 分 野

ギュスター ブ ・ルー シー 研 究 所

16bis,av.Paul一

vaillant-Couturier
CANCERNET 癌

94800Villequif

M.WOLF・TERROINE氏

(TEL)726-4909

国立農業科学研究所

routedeSt-Cyr

78000Versailles INRA 農業科学/技 術

GAGNAC氏

(TEL)950-7522

熔 接 協 会

32,bddelaChapelle

75018Paris 熔 接 技 術

C.POISSON氏

(TEL)203-9405

IDTA

34,av.duRoule

92200NeuillysurSeine

G.LELEU氏

(TEL)747-4850
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2.西 ド イ ツ

西 ドイ ツ政 府 は 、'74年 以 降IuD(InformationundDokumenta-

tion)計 画 な る もの を策 定 し、 デ ー タ ベー スの 育 成 に取 り組 ん でい る。 主 管

庁 であ る科 学 技 術 省(BFT)は デー タベー ス の育成 は広範 囲 の 調査 と高 額 な

投 資 を要す る ので 、国 と して 積極 的 な援 助 をす る必要 が あ る と して、そ の 第3

次計 画('76～79年)で 約1,400億 円 の予算 を計 上 し、 次 の3部 門 に重

点 的 な補助 を行 って きた 。

① メー カー部 門

② ア プ リケー シ ョ ン部 門

③ 研 究教 育部 門

現在 、政 府 は後 述 す るODINの16セ ンター と特 許 、環 境 、 標準 化、 研 究

状 況 の4セ ンター の計20セ ン ター に対 して補 助 金 を 出 してい る。 従来 は文 献

情 報 が 主 だ った が 、'80年 以 降 は統 計 、 市場 調 査等 の数値 情 報 の充 実 に 力 を

入 れ た い と考 え て い る。

この よ うに デー タベー スの 構 築 に政 府 は直 接 介 入 してい る が、 もちろ ん私 企

業 が この分 野 に参 画 す る こ と を一 向 に妨 げ る もの では ない。 しか し、科 学技 術

情報 の分 野 で私 企業 が採算 ベ ー スに乗 せ る ことは なか なか容 易 で ない との観 測

を持 っ てい る。

なお、 最近 政 府 は人 間 と コ ン ピュー タの 関係 、 あ るいは コ ン ピ ュー タの 果 た

す べ き社 会 的機 能 とい った問 題 につ い て調 査 研 究 の 重 点 を移 しつ つ あ り、特 に

プラ イバ シニ保 護 の問題 に つ い てBFTが 技 術 面 で 、 内務 省 が 法 制 面 でそ れぞ

れ検 討 を重 ねて い る。

〔1〕GID

ノノ
GesellshaftfurInformationundDokumentation

GIDは'77年 の 連 邦 政 府 お よ び 各 州 政 府 の 決 定 に 基 き 、'78年1.月 に
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既 存 の情報 関係 の5つ の公 共 団体 を統合 して設 立 され た 。

GIDはIuD計 画 の中 で考 え られて い る全 国規 模 の デー タベー ス を構 築 す

るた め の 中核 的 役 割 を果 た す こ とに なって お り、 そ の主 な業 務 は 次 の とお りで

あ る。

①IuDに 関 す る調 査 研 究

② 情 報 シス テ ムの開 発

③ 情 報 シス テ ムの技 術 的 サ ポー ト

④luDに 関 す る情 報 サ ー ビス

⑤ 各 州 の情報 サ ー ビス振 興 策 の 援 助

⑥ 統 合 情 報 網 の 創 設

⑦ 国 際的協 力 活 動

GIDの 最 も重 要 な仕 事 は情 報 分 野vak－ け る調査 研 究 と下 部 組織 の確 立 で あ

り、 文献 の収 集 や ア ブス トラク トの作 成 は各 セ ン ター に委 せ て あ る。

GIDが 現 在 実 施 中 の プ ログ ラ ムは次 の とk－りで あ る。

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

IuDの 分 野 に 設 け る応 用研 究

非 数値 情 報 のformalfoundationsの 分 野Vak・ け る研 究 開 発

IuDの た め のreprography技 術 の 開 発 と応 用

IuDに 関 す る集 中情報 サ ー ビス

ワ シ ン トンお よび 東京 駐 在 の業 務

IuD分 野 の 若 い 科学 技 術 者 に 対す る実 用 的 訓練 の 推進

集 中 され た技 術 サー ビス(デ ー タ処 理 お よびreprography)

超 地域 的情 報 機 関 の調 整 に つ いて の ガイ ダ ンスお よび共 同活 動

IuD標 準 に 対 す る各州 政 府 への 助言

国 際的IuD活 動へ の参 加

GIDの 組 織 は 第2・4図 に示 す とお りで あb、 総 人 員は230名 、 そ の う

ち約80名 が科 学 ス タ ッフ で、'79年 にお け る稼 動 計 画 は第2・13表 に み られ

る とお り、①情 報 セ ン ター の 援 助 、②ODINの 開発 、 ③IuD計 画 の 網 、 ホ

ス トコ ンピ ュー タ、 検 索 技 術 に対 して重 点 的 に 要 員が 配 置 され てい る。
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GIDは'79年 に は 連 邦 政 府 か ら1,200万 マ ル ク 、 連 邦 諸 州 か ら500万 マ

ル ク 、 合 計1.700万 マ ル ク の 補 助 金 に よ っ て 運 営 さ れ て い る 。

ま た 、BFTか らGIDを 経 て 、IuDセ ン タ ー に2,700万 マ ル ク の 補 助 金

が 支 出 さ れ て い る 。 こ の 補 助 金 は セ ン タ ー に よ っ て 補 助 対 象 が 異 な り、 あ る セ

ン ター で は 殆 ん ど全 て の費 用 が 、 あ る セ ン タ ー では 入 力 の た め の 費 用 が 補 助 対

象 と な る 。

な お 、GIDと 関 係 す る 機 関 の 分 担 は 下 図 の ご と く な っ て い る 。

担 当 実施機関 監督省庁

デー タ伝 送 郵電省 郵 電 省

デー タ処 理 GMD

}研 究技術省
IuD Glb

〔ll〕ODIN

OnlineDocumentationandInformatinNetwork

ODINはIuD計 画 の 主 た る 柱 と な る も の で 、GIDは 前 述 の ご と く'79

年 度 も2,7,00万 マ ル ク の 助 成 金 を 注 ぎ こん で 、 次 の16分 野 に 亘 る デ ー タ ベ ー

ス の 構 築 を推 進 中 で あ る 。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

衛生 、 医学 、生 物 学

食 料 、 農学 、 科学

化 学

エ ネル ギー、数 学、 物 理学

電 気 、 精密 、機 械工 学

金 属 、材 料 、鉱 物 作 業 処 理

原材 料 生 産 、 地球 、化 学

地 域計 画、建 設、 都 市 計画

学

係

輸

品

済

律

育

科

学

開

会

文

際

運

商

経

法

教

社

人

国

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

既 に ① と③ と④ と⑤ の4シ ス テ ムが 稼 動 中 で あ る。 た だ しオ ン ライ ン でサ ー

ビス が行 わ れ て い る の は④ の み で 、 その 他 は オ フ ライ ンで あ る。 なお 、④ の
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エ ネ ル ギ ー 、 数 学 、 物 理 の オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス に つ い て は 参 考 資 料5に 詳 し

く述 べ で あ る 。

ODINに は 、 次 の3つ の 側 面 が あ る 。

①FunctionNetwork

ODINをFunctionalNetworkと し て み た 場 合 、単 な る 情 報(文 献)

検 索 の た め だ け の も の で な な い 。

た とえ ば 、 下 図 に 於 い て 利 用 者 が あ る特 定 分 野 の デ ー タ ベ ー ス を 検 索 して ・

必 要 な 文 献 に つ い て の情 報 を 得 た と す る と

あ る 分 野 の デ ー タ ベ ー ス

[
図 書 館 な ど の デ ーLタ ベ ー ス 利 用者

ロ ー 一 一 一一 一 一「二]
出版 業 者 な どの デ ー タベー ス

「

利用者は 、そ の情 報 を も とに して図 書 館 等 の デ ー タベ ー ス をア クセ スす る こ と

に より、その 文 献 が どこの 図 書 館 に あ るか 、貸 出 し可 能 か等 に つ い て の情 報 を

得 るこ とが出来 る。ま た、 出版業 者等 の デー タ ベー ス にア クセ スす る こ とに よ

り、購 入 可 能 か等 に つ い ての情 報 を得 る こ と もで きる。

なお、ODINは このほ か行 政 ベー ス の要 求 に応 じた 資料 の 提 供 な ど幅 の広

い機 能 を もっ てい る。

②Technica1Network

Technica1'Networkと して は、PSTN、 専 用線 、DATEX網 を利

用 す る こ とで あ る 。 ま たEuronet、 衛 星通 信 の利 用 も考 え てい る。
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③ODINOrganization

ODINOrganizationと しては 、 標準 化 、共 通 の マー ケ ッテ ィング、

共通 の教 育 とい った もの が ある 。

ODINを 利 用 す るには 、DBPと デ ー タ ベー ス提供 者 双 方 と契 約 を結 ぶ

必 要 が あ る。

エ ン ドユー ザが情 報 を受 け る に は、 直 接 デー タベ ース に ア ク セ スす る ほか

情 報 仲 介 業 者 を介 して情 報 の 提供 を うけ る こ と もで きる。 この場 合 、 情 報仲

介 業 者 は 翻 訳 等 も含 め ユー ザの要 求 に あ わせ た形 でサ ー ビス を提 供 す る。

なお 、 下 図 に示 す よ うな会 話形 の 多 目的 端末 を現 在開 発 して お り、 点線 で

囲 まれ た部 分 は ほぼ 完成 して い る。

「-1

;[>
i

X

25

)8

T
T
Y
2X

T
B
M
(

Virtual

termina1

囲X28と は公衆デ ータ網における

PADに ア クセスす るための 非同期
Dial"pDateklDatexデ

.タ 端 末 のDTE/DCEイ 。。。x.。
-L|-P

t

〈 そ の 他 の 主 な デ ー タ ベ ー ス>

oBROSER

(パ テ ン ト関 係 の情 報 、IBMを 使 っ た イ ンハ ウ ス の サ ー ビ ス)

oDIMDI

(医 学 関 係 の 情 報 、 オ ン ラ イ ン検 索 、Euronetに 接 続 予 定)

oHOECHST

(MEDLARSの 情 報 、 リモ ー ト ・ア ク セ ス ・サ ー ビス)

oRRIMAS

(SIEMENSの フ ァ イ ル 等 の 文 献 検 索 、 オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス)

一61一



5.イ ギ リ ス

イ ギ リスvak・ け る 情 報 活 動 の 推 進 役 はOSTI(科 学 技 術 情 報 局)で あ る 。

OSTIは 当 初 、 技 術 省 に 所 属 し て 、 次 の よ う な業 務 の 推 進 を行 っ て い た 。

① イ ギ リ ス の 主 要 シ ス テ ム(特 にInspecとBritishNational

Bibiography)の 機 械 化

②

③

④

⑤

⑥

コ ン ピ ュー タ を用 い た文 献情 報 シス テ ムの 実 験

学 術 デ ー タの編 集

図 書 館作 業 の 自動 化

ユー ザー の 要求 や利 用 実 態 の調 査

情 報 科 学 の基 礎 研 究

〔1〕OSTI/BLRDD

'74年 に 科 学 情 報 活 動 の 中 核 と し てBritishLibraryが 設 立 さ れ る に

及 び 、OSTIの 実 務 部 門 は そ の 中 の 研 究 開 発 部 に 移 管 さ れ 、OSTI/BLRDD

(BritishLibraryResearch&DevelopmentDivison)と し て 、 物

理 、 化 学 、 生 物 学 、 農 業 、 医 学 、 金 属 、 環 境 、 原 子 力 等 の 各 分 野 に お け る オ ン

ラ イ ン ・文 献 検 索 シ ス テ ムの 開 発 を 手 が け て い る 。

OSTI/BLRDDは 情 報 ネ ッ トワ ー ク の 構 築 を 行 うた め 、

① 現 存 す る オ ン ラ イ ン文 献 情 報 サ ー ビ ス の 評 価

② イ ギ リ ス 内 に 作 る べ き ネ ッ トワ ー ク の 計 画 に 必 要 な デ ー タ の 収 集

③ そ の 中 で 必 要 な コ ン ピ ュー タ技 術 、 通 信 技 術 、 光 学 複 写 技 術 の 実 験

等 を 行 い 、 この 線 に 沿 っ て 数 多 くの プ ・ ジ ェ ク トに 補 助 金 を 出 して い る 。
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〔n〕BLAISE… …BritishLibraryAutomaticInformation

Service

こ の サ ー ビス は 、OSTI/BLRDDが 一 番 力 を 入 れ て い る シ ス テ ム で 、

オ ン ラ イ ン お よ び オ フ ラ イ ンに よ り、 集 録 文 献 の 検 索 ま た は 記 録 が で き る し、

検 索 さ れ た 文 献 の オ ン ライ ン編 集 お よ び 新 し い 記 録 の オ ン ラ イ ン入 力 も可 能

で あ る。

BLAISEの シ ス テ ム概 要 は 第2・5図 に 、 ま た 、 そ の ネ ッ ト ワー ク は 第

2・6図 に 示 す と お りで あ る 。

各 フ ァ イ ルへ の 集 録 文 献 数 は 次 の とお り で あ る 。

MARC60万

CHEMLINE10万

MEDLARS70万

TAXLINE50万

ホ ス トと して は 、IBM370/158を 使 用 し て い る。 ま た 、 機 械 で 読 め

る ラ イ ブ ラ リ情 報 の た め にMERLINソ フ トウ エ ア を使 用 し て 、ICL2980

を 用 い て い る 。
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第2.5図 BLAISEの シ ステ ム 構 成
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RequestTape

Offline

Print

LOCAS

(Localcatalogue
service)
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第2.6図BLAISE網
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〈 そ の他 の主 な デー タベー ス 〉

OCYBERNET

(溶 接 関 係 の情 報 、4万 の文 献 オ ン ライ ン ・サー ビス)

oCAIRS

(食 品 製 造 お よ び技 術 関 係 の 情 報 、 イ ンデ ソ ク ス ・キ ー に よ る オ ン ラ イ ン

検 索 サ ー ビス)

oINFOLINE

(INSPECお よ びDERWENTCASの 情 報 、Euronetに 接i続

予 定)

OTRC-AADAB

(ESA-RECONシ ス テ ム を利 用 、 オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス)
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4.Euronet-DIANE

EuronetはDIANE(DirectlnformationAccessNetworkfor

Europe)と 並 び 称 せ られ る よ う に 、 主 と して デ ー タ ベ ー ス ・ア ク セ ス 用 の 国

際 パ ケ ソ ト交 換 網 で あ る 。EC加 盟9カ 国 は 結 束 し て 、 次 の よ う な 共 通 の プ ロ

ジ ェ ク トを 推 進 して い る。

①EC加 盟 内 の 主 要 な コ ン ピ ュ ー タ が 持 っ て い る科 学 技 術 情 報 に 対 し、 オ ン

ラ イ ンに よ る 会 話 型 方 式 の検 索 サ ー ビ ス を 提 供 す る。

② 加 盟 国 のPTTは こ の プ ・ ジ ェ ク トの た め に 、 特 に デ ー タ伝 送 網 で あ る

Euronetを 建 設 し、 加 盟9カ 国 を 接 続 す る 。

③EC委 員 会 は 、 オ ン ラ イ ン ・ユ ー ザ ー の た め に 共 通 の サ ー ビ ス を 提 供 す る

よ う、 こ の プ ロ ジ ェ ク トを 支 援 す る 。

Euronetに よ っ て サ ー ビ ス を 提 供 す る 予 定 の ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ の 数 は

現 在 の と こ ろ25、 そ の 中 に 含 ま れ る デ ー タ ベ ー ス は150に 達 す る 。 これ ら

の ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タの 多 くは 、 既 に 現 在 の 通 信 施 設 に よ っ て 、 オ ン ラ イ ン ・

サ ー ビ ス を 提 供 して い る 。 そ して 、 こ の プ ロ ジ ェ ク トに参 加 す る こ と を 次 々 と

申 し出 て お り、 完 全 実 施 の た め の 準 備 が着 々 と 進 め られ て い る 。

ネ ッ トワ ー ク の 設 計 は フ ラ ンス のTranspacを ベ ー ス に して お り 、CCITT

のX-25に 適 合 させ て い る 。

Euronetに つ い て は 、 第2章 新 デ ー タ網 サ ー ビ ス に お い て 説 明 し た'と お り

で あ る 。

そ の 料 金 は 通 信 量 に ス ラ イ ドした 使 用 料 と、 ス ピー ド別 の 時 分 料 、専 用 線 に

対 す る レ ン タ ル 料 、 そ れ に 加 入 料(intialconnectioncharge)と か ら

構成 さ れ お り 、次 の よ う な暫 定 料 金 が 公 表 さ れ て い る が 、 こ の 額 は 本 実 施 の 場

合 で も10%以 上 の 増 減 は ない と いわ れ て い る 。

o使 用 料(UsageCharge)

1,000セ グ メ ン ト1.2ポ ン ド
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O

O

課 金 単 位 は10セ グ メ ン(640バ イ ト)ご と

時 分 料(DurationCharge)

～1 ,200bps(公 衆 網 経 由)1時 間

～1,200〃(専 用 線 経 由)〃

2,400～9,600〃(〃)〃

48Kbps(〃)〃

専 用 線 に 対 す る レ ン タ ル 料

300bps

1,200〃

2,400〃

4,800〃

9,600〃

48Kbps

間年

〃

〃

〃

〃

〃

1 300ポ ン ド

575〃

600〃

750〃

800〃

3,000〃

1.32ポ ン ド

1.02〃

1.32〃

3.60〃

囲 上記のポ ン ド料金は イギ リス以外の国には適正な為替 レー トで換算 ざれる。

Euronetに ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ を 接 続 す る テ ス トは'78年 の11月 か

ら実 施 さ れ て い る が 、 当 初'79年 の9月 に 予 定 さ れ て い た 本 実 施 は 、 そ の 後

技 術 的 政 治 的 問 題 が 発 生 し て 、'80年 早 々 に 延 期 さ れ て い る 。

ヨ ー ・ ッ パ に お い て 専 用 の ネ ッ トワー ク やSWIFTの ご と き銀 行 間 の ネ ソ

トワ ー ク が 発 達 し た の は 、 ひ と え に 適 切 な公 衆 ネ ッ トワ ー ク が 存 在 し な か つ た

た め で あ る 。 さ ま ざ ま な公 衆 ネ ッ トワー ク が 導 入 され 、 こ れ ら が 統 合 され て 、

ヨー ロ ッ パ の 中 はEuronetで 、 ア メ リ カ との 公 衆 デ ー タ網 はITT、RCA、

WUI等 の 国 際 キ ャ リ ア を 通 して 相 互 に接 続 が で き る よ う に な れ ば 、 恐 ら く専

用 ネ ッ ト ワー ク に 対 す る需 要 は 公 衆 デ ー タ 網 に移 行 す る で あ ろ う 。

現 在 、 ヨー ロ ッパ の 各 国 は 、 第2・7図 に 示 す よ うに 、ITT、RCAま た

はWUIと い った 、 国 際 キ ャ リ ア を介 し て 、TelenetやTymnetに ア ク セ ス

して い る が 、 そ の コ ス トは ア メ リカ国 内 の 通 信 コ ス トと比 較 して 割 り高 な もの
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と な っ て い る 。

た と え ば 、 フ ラ ン ス の 年 間1,800フ ラ ン、 イ ギ リ ス の4半 期5ポ ン ドと い

っ た ・ 固 定 料 金 に 加 え て ・ 時 間 に ス ラ イ ドす る 時 分 料 と通 信 量 に ス ラ イ ドす る

使 用 料 を 支 払 わ ね ば な ら な い 。

ヨ ー ロ ッパvak－ け る 時 分 料 は デ ー タ ベ ー ス に ア ク セ スす る場 合 、1時 間 あ た

り、 お よそ10～20ド ル 相 当 の 料 金 を 徴 収 さ れ る し、使 用 料 に つ い て は ・ア メ

リ カの 国 内 通 信 の 場 合 と 比 較 して 、 数 倍 の 料 金 を支 払 う こ と に な る。 つ ま り 、ヨ

ー ロ ッ パ で は
、1,000キ ャ ラ ク 当 り0.5～0.6ド ル で あ る の に 対 し、ア メ リ カ

の 国 内 通 信 の 場 合 は 、1,000キ ャ ラ ク タ当 り0.1ド ル で あ る 。

囲 これ らの料金は110～300bpsの ダイヤル ・アップサービスで比較 した ものである。

こ の よ う な 経 済 的 負 担 が 、 政 治 的 な理 由 と あ い ま っ て 、 ヨ ー ロ ッパ の デ ー タ

ベ ー ス に はEuronetを 介 し て ア ク セ ス し よ う と す る 大 き な原 動 力 と な っ て い

る。

な お 、Euronetは 加 盟 各 国 で 、 パ ケ ッ ト交 換 網 が 整 備 され る'84年 頃 に

は 、 そ の 役 割 を終 え て 自 然 消 滅 を す る と の 説 が あ る 。
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5.ESRIN

ESRINI(EuropeanSpaceReseachInstitution)は ヨ ー ロ ッパ

の 航 空 宇 宙 関 係 の デ ー タ ベ ー ス を扱 う国 際 機 関(本 部 は パ リ)で 、EC9カ 国

の 他 、ス ペ イ ン と モ ロ ソ コの 計11カ 国 が こ れ に 加 盟 して い る 。

加 盟 国 に 対 し 、IRS(InformetionRetrievalService)を 提 供 し

て お り、 各 国 の 科 学 者 、 技 術 者 、 経 営 者 、 計 画 立 案 者 等 に よ り広 く利 用 さ れ て

い る 。

ESRINは 第2・8図 の ご と く、ESANETと い う独 自 の ネ ソ トワ ー ク

を持 ち、 コ ン セ ン ト レ ィ ター 、 高 速 端 末 、 リモ ー ト ・プ リ ン タ ー 等 に よ っ て 、

オ ン ラ イ ン に よ る会 話 方 式 の 情 報 サ ー ビ ス を提 供 して い る 。

Cyclades,Tymshare,Tymnetと は 相 互 に 接 続 さ れ て お り、Euronet

が サ ー ビス を 開 始 す れ ば 、直 ちに 接 続 さ れ る予 定 に な ってい る。 な お 、 将 来 は ク

エー ト、 サ ウ ジ ア ラ ビア 、 日本 に もサ ー ビ ス を 拡 張 し た い と 考 え て い る 。
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第2.8図 ESANET
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デー タベ ー ス の殆ん どは文 献検 索 で 、 分野 は航 空 宇 宙 関係 に限 らず、 次 の よ

うに広 範 多岐 に亘 って い る。
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囲 か っこ内は データベース名

こ れ らの デ ー タ ベ ー ス内 に 収 め られ て い る 文 献 検 索 は 約800万 件 で 、 す べ

で ロー マ郊 外 のFrascatiの コ ンピュー タ に 蓄 積 され て お り、 専 用 線 ま た は 公 衆
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網 を介 し て 、110、300、1,200、2,400bpsで そ れ ぞ れ ア ク セ ス

で き る 。

利 用 の 多 い の はChembas25%、Pasca118%、Inspec12%で 、

そ の他 はNASA、Compendex、NTISも 比 較 的 多 く利 用 さ れ て い る。 ア メ

リ カか らの ア ク セ ス は 殆 ん ど な く、 カ ナ ダ か ら若 干 、 そ の 殆 ん どは ヨー ロ ッパ

内 か らの ア ク セ ス で 、 しか も ア メ リ カの デ ー タ ベ ー ス に ア ク セ ス す る の が 全 体

の%を 占 め て い る 。

現 在 、 パ ス ・ワー ドを 持 った 加 入 者 は1,600、 月 曜 か ら金 曜 ま で8:30～

18:30の 間 サ ー ビス を 提 供 し て い る 。 な お 、 オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス の 他 、 オ

フ ラ イ ン ・サ ー ビス 、 サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス等 も行 っ て い る 。

Frascatiの セ ン ター に 勤 務 し て い る職 員 は65人 で 、 内10人 が ソ フ ト

要 員 、3人 が フ ァ イ ル の 現 行 維 持 に 当 っ て い る 。

年 間 予 算 は6百 万 ドル で 、 そ の60%は ユ ー ザ ー か らの 収 入 、 残 りの40%

は 加 盟 国 か らの 資 金 援 助 に 頼 っ て い る 。

な お 、ESRINの 詳 細 は 参 考 資 料 の7に 述 べ て あ る 。

一74一



第4章 画像サー ビス
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画 像(Vidiotex)サ ー ビ ス に は 国 際 的 に 認 め ら れ た 次 の よ う な2つ の 概 念 が

あ るo

① テ レ ビの 放 送 網 を 通 して 、 ユ ー ザ ー が 自 分 の 欲 しい 情 報 を テ レ ビ の ス ク

リー ン上 で 得 る方 法 －Teletext

② 電 話 網 を 通 し て 、 ユ ー ザ ー が 自 分 の欲 し い 情 報 を デ ー タ処 理 セ ン タ ー と

の 会 話 方 式 に よ り テ レ ビ の ス ク リー ン 上 で 得 る方 法 －Viewdata

Teletextは イ ギ リ ス で は625査 定 線 の 標 準 テ レ ビ セ ッ トな ら 、 ど こか ら

で も サ ー ビ ス が 受 け られ る。 西 ドイ ツで は 既 に 、 テ ス ト放 送 が 行 わ れ て お り
、

ス エ ー デ ン 、 フ ィ ン ラ イ ドも 現 在 、 実 験 中 で あ る。 ヨ ー ロ ッパ 以 外 の 国 で は オ

ー ス トラ リア
、 ニ ュ ー ジ ラ ン ド、 南 ア フ リカ が 高 い 関 心 を 示 して い る。Tele-

textに つ い て は 国 際 規 格 化 の 動 き が あ る が 、 公 衆 サ ー ビ ス と し て 本 実 施 の 最

短 距 離 に あ る イ ギ リ ス のTeletextが 公 認 さ れ る可 能 性 を 一 番 多 く持 っ て い る 。

一 方
、Viewdataも イ ギ リス が 他 国 に 先 が け て 開 発 に 着 手 した 。Prestelと

い う名 称 で76年1月 か ら商 用 試 験 を 行 っ て い る こ とは 周 知 の と お り で あ る 。

こ れ に 刺 戟 され て 、 フ ラ ノ ス のT・21ete1と 、 西 ド イ ツのBildschirmtextが 実

験 放 送 を 準 備 中 で あ り、 ネ ザ ーーラ ン ド、 ス エ ー デ ン、 フ ィ ン ラ ン ドで もそ れ ぞ

れ 開 発 が 進 め られ て い るo

以 下 、 イ ギ リス 、 フ ラ ン ス、 西 ドイ ツの 画 像 サ ー ビ ス の 開 発 状 況 に つ い て 説

明 す る 。

1.イ ギ リ ス

イ ギ リスのTelelextは72年 に 国 営放 送(BBC)が"Ceefax"の 開 発

計 画 を発 表 し、次 いで 民放連(IBA)が"Oracle"を 発表 す る こ とに よ って

幕 を 開 けた。 この2つ の シ ステ ムの技 術 は類 似 していた た め、 仕 様 の統 一 が行

わ れ 、そ れ ぞ れ76年 か ら実 験 放送 を行 な って い る。 最 近 は 、 テ レ ビ受 像機 の

コ ス トを実用 レベル に まで下 げ る こ とが 最大 の眼 目に な
って い る。

Vi・ewdataも イ ギ リス の郵 電 公社(BPO)が 世 界 で始 め て 開発 に着 手 した。
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これ が い わ ゆ るPrestelで こ の シ ス テ ム は 第3.1図 に 示 す よ う に 、電 話 回 線 を

通 して 、Teletextと 同 じ方 式 で テ レ ビの ス ク リ ー ンか ら情 報 を 得 る こ とが で

き る。

BPOは こ のPrestelに よ って大量 のデ ー タベ ー スを 準備 しよ う と して お り、 シ

ステ ムが完 成 した曙 に は 、数 百 万 ペ ージに及 ぶ情 報 が 提供 で き る予定 で あ る。

第5.1図 Viewdataの 構 成

VIEWDATA

NATIONAL

DATABASE

CENTRE

REGIONAL

VIEWDATA

CENTRES 口
LOCAL

VIEWDATA

CENTRES

LOCAL

TELEPHONE

EXCHANGE

ノ〆

/⊥

▲

-

＼

HOMEORBUSINESS

TVWITHADDITIONAL

TELETEXT/VIEWDATA

DECODER

VIEWER/SPAGE

SELECTOR

UNIT

PERMANENT

LINKS

DIALLED

LINKS

－76一



最 近 、 家庭 用700、 オ フ ィ ス用300の 計1,000ユ ー ザ ー を収 容 し、7

0を 越 え る情 報 提 供 者 の 協 力 を 得 な が ら、 商用 試 験 が 行 われ てk"b・ デ ー タベ

ー スは こ の段 階 で 既 に25万 ペ ー ジに達 してい る。 この こ とは情 報 提供 者10

0団 体 以 上に期 待 した情 報量 に匹 敵 す る もので 、 当 初 の計 画 に 比 し、 約一 年 間

先 行 した ペー スに な っ てい る。

Prestelに 対 す る諸 外 国 の興 味 の寄 せ方 は相 当 な もの で 、既 に ドイ ツのDB

Pと オ ラン ダのPTTが そ の権 利 を購 入 してお り、 ア メ リカや そ の他 国 々で も

Viewdataの 提 供 を 目論 む 団 体 がBPOと 目下交 渉 中で あ る。

Prestelは 技 術 的 、 経 済 的 に 成 立 す る見込 みが た ち 次第 、 本 格的 な公 衆 サ

ー ビ スが 開始 され る。BPOは そ の 時期 を79年 の後 半 に予 定 して い る。 この

サ ー ビ スを実施 す るた めに 、既 に現 在 まで に23百 万 ポ ン ド(115億 円)を

投 資 してお り、 イ ギ リスで 全国 的 に サ ー ビ スを提 供 す る85年 まで に は、更 に

1億 ポ ン ド(500億 円)の 投 資 を計 画 して い る。

Teletextの た め にLSIを 開 発 し て い る 大 部 分 の 半 導 体 メ ー カー は、程 .

度 の差 こそ あれ 、Prestelの こ とを 頭に 入 れ なが らデ ザ イ:/を 考 えて い る。 現

在 の と ころ、大 半 の メー カ ー はTeletextの 方 を優 先 させ て は い るが 、BPO

は む しろPrestelの デ コー ダ用LSIの 開発 契 約 を先 に 結 び た い と考 え て い る。

この こ とはBPOがPrestelに 対 す る積 極 的 な 姿勢 を示 す もの と して 、極 め て

重 要 な意 味 を 持 って い るo

Prestelの 今後 の拡 張 計 画 な ら びに料 金 は第3.1表 の とお りで あ る。

な お 、 モ デ ムを テ レ ビの受 信 機 や電 話機 に 組 み こ まな いで 、BPOが 別 に 設

置 す る場 合に は 、Prestelの 加 入 者 は モ デ ム使 用 料 と して付加 料 金 を支 払 うよ

うに な る。 しか し、 最近 は端 末 の 中に 組め こ まれ た 自営 の モデ ムが正 式 に認 め

られ てい る。
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第3.1表Preste1の 拡 張 計 画 な ら び に 料 金

19791980

No.ofcomputer9220

AccessPorts844000

1nformationProviders154154

PagesofInfor'mation150,000+3500/week

to500,000

No.ofusers304+50/week

GeographicCoverageLondonBimingham

Edinburgh'

L,ondon

Manchester

UserCharges:

SetRenta1£24month

FrameCharge£0.30p/frame

Tim・b・ ・edT・1・ph・ne・h・ ・g・`ap2

Timebasedcomputerconnectioncharge(2pmin)

Informationrov±ders

BasicCharges£4Kperannum

Plus£4.Operframe

－78一

1984

1million

Birmingham,Edinburgh

London,Manchester

Cardiff,Glasgow

Leeds,Liverpool

Norwich,Nottingham

Typical

BusinessUser

£24month

£15month

£15month

…£50month



Prestelは カ ラ ー ・テ レ ビ セ ッ トの 制 約 に よ っ て 一 画 面40字24行 に 限 定

さ れ る。 こ の た め 、1ペ ー ジ で960の 文 字 しか デ ィ ス プ レ イ で き な いoA4

版 に は 最 大7,000以 上 の 文 字 を つ め 込 む こ と も で き るが 、 通 常 の 場 合 で も 、

2,500字 は 印刷 で き る。 テ レ ック ス は1行 に69字 し か プ リ ン トで き な い が 、

行 の 長 さは 無 制 限 で あ る。 こ の た め 、Prestelの デ ィ ス プ レ イ は 他 の もの に 比

べ て 、 大 き な 制 約 を 受 け て い る。 こ の 制 約 は 将 来Prestelが 変 身 す るは ず の 電

子 メイ ル と し て の機 能 を 大 巾 に 低 下 さ せ るお そ れ が あ る。 つ ま り 、 電 子 メ イ ル

は メ ッ セ ー ジの よ うな 短 か い 電 報 の 代 りに しか 使 え な い と 見 ら れ が ち で あ るo

こ の よ うな 制 約 に も か か わ らず 、BPOはPrestelを80年 に は テ レ ック ス網

と統 合 す る計 画 を 持 っ て い る。

Prestelが 持 っ て い る ひ とつ の メ リ ッ トは 、 グ ラ ヒ ック が 送 れ る と い う こ と

で あ るoし か し、 こ れ は ユ ー ザ ー が 容 易 に 、 か つ 迅 速 に グ ラ ヒ ック を イ ン プ ッ

トで き れ ば 、 と い う条 件 つ きで あ っ て 、 現 在 は こ の メ リ ッ トを 発 揮 す る に 至 っ

て い な い 。

Prestelは も と も と 、 デ 一 夕 ベ ・一ス へ の ア ク セ ス手 段 と し て 考 案 さ れ た も の

で あ る○ した が っ て 、主 た る ユ ・一ザ ー は 情 報 を 入 手 し よ う とす る人 で 、 メ ッ セ

一一ジ を 送 信 し よ う と す る人 で は な い
。 も しPrestelの 端 末 が 、 情 報 を 入 手 す る

と い う機 能 を 活 用 さ れ な い で メ ッ セ ー ジ を 送 る た め だ け に 、 秘 書 の 机 の 上 に 置

か れ て い る とす れ ば 、 他 の サ ー ビ ス と価 格 や 便 利 さ の 点 で 絶 対 太 刀 打 ち で き な

い で あ ろ う。Prestelの 端 末 は フ ァ ク シ ミ リや 低 価 格 のCWP(C(㎜nicated

wordprocesser)と 比 較 して 、 果 た し て 安 く て 便 利 な サ ー ビス か ど うか は 疑

わ しいo

最 近 のPrestelは ハ ー ド コ ピ ー を と った り 、 メ ッ セ ー ジ を 記 録 装 置 に 伝 送 す

る た め の 手 段 と し て み れ ば 、 決 して 安 い も の で は な い。 低 コ ス トで メ ソ セ ー ジ

を 記 録 す る 手 段 は い ま の と こ ろ 存 在 し な い 。 プ リ ン タ ー と し て も使 え る低 コ ス

トのPrestelの 端 末 が 、 近 く300ド ル ぐ ら い で 提 供 さ れ る。 そ して 、 これ に

適 した 記 録 装 置 も1年 以 内 に 開 発 され る予 定 で あ る。
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な お、 イギ リスの 画 像 サ ー ビスにつ い ては参 考資 料 の8に 詳 し く述 べ て あ る。

2.フ ラ ン ス

フ ラ ン ス で は 、TDF(フ ラ ン ス国 営 放 送)とPTTの 共 同 研 究 に よ り 、

"Antiope"と い うTeletextを 開 発 した が
、 そ の 後 伝 送 手 段 を テ レ ビ網 か ら

電 話 網 に 変 え て"Titan"と い う システ ム を開 発 した。 そ して こ の シ ス テ ム に よ り

ひ と つ の 端 末 でTeletextとViewdataの ふ た つ の 画 像 サ ー ビ ス に ア ク セ ス が で

き る よ う に な っ た 。 こ の 方 式 は テ レ ビの バ ン ド幅 で 伝 送 さ れ る点 は イ ギ リ ス の

Teletextに 似 て い る が 、 デ ー タ の 伝 送 速 度Pキ ャ ラ ク タ ・セ ッ トを 使 う点 で

は 異 な っ て い る 。 現 在 、50～60端 末 で 実 験 放 速 を 行 って い る。

一 方
、TDFとPTTはViewdataに 見 合 う も の と して 、"Tictac〃 と 呼

ば れ る もの も 開 発 し て い る。Tictacは カ ラ ー や グ ラ ピ ッ クが 送 れ な い 点 で

Antiopeよ り も劣 っ て い る。 ま た 、 こ の シ ス テ ム は テ レ ビの 受 像 機 と電 話 線 を

切 り離 す た め に 音 響 カ プ ラ を 使 用 して い る た め に 、.伝 送 速 度 は200bpsに 制

限 され て い るで

こ の よ う な 技 術 を ベ ー ス に して 、PTTは"Teletel"と い うViewdataを

開 発 して80年 の 末 ま で に サ ー ビ ス を 開 始 し よ う と し て い る。 この サ ー ビ ス に

よ っ て ユ ー ザ ー は さ ま ざ ま な デ ー タ バ ン ク とか 情 報 シ ス テ ム に 会 話 方 式 で ア ク

セ ス で き る し、 更 に は マ ル チ プ ル.ト ラ ン ザ ク シ ョ ンや 、 メ ソ セ ー ジ の 送 受 信

も で き る よ うに な る。

第1段 階 と して 、 パ リ郊 外 の ベ ル ジ ー 地 方 で 、 ユ ー ザ ー の:=一 ズ を正 確 に 把

握 し、 い か に して これ に 応 え る か を 調 査 す るた め の 試 行 サ ー ビ ス が 実 施 され る。

Teletelの 端 末 に は 次 の ふ た つ の 方 式 が 利 用 され る こ と に な っ て い る。

① ブ ラ ック ・ボ ック ス を 通 して 電 話 回 線 と接 続 さ れ た テ レ ビ セ ッ ト とア ル

フ ァ ニ:=メ リ ック の キ ー ボ ー ドo

② デ ィ ス プ レ イ ・ス ク リー ン と ア ノレフ ァ ニ ユ メ リ ック の キ ー ボ ー ドか ら な

る特 殊 な 端 末 。
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Teletelは テ レ ック ス網 、 高 速 テ レ ッ ク ス 網 、TRANSPAC網 を 活 用 す

る 方 向 で 開 発 さ れ て お り、Transpacの パ ケ ッ ト網 に 接 続 す る た め の ロ ー カ ル

・コ ン セ ン トレ ー タ ー に ダ イ ヤ ル す る こ とに よ り
、Telenetに も ア ク セ ス可 能

に な るo

ま た 、EuronetDIANEへ の 接 続 もPADヘ ダ イ ヤ ル す る こ と に よ り

可 能 と な る。

Teletelの テ スbと 併 用 してPTTは 、"電 子 電 話 帳"と い う新 サ ー ビ ス も

開 発 中 で あ る。 これ は 現 在 の 電 話 帳 に 代 る も の と して 低 コ ス ト(400フ ラ ン

以 下)のVidiotex端 末 に よ り、 現 用 の 電 話 番 号 が 探 せ る サ ー ビ ス で 、.遅 く と

も'81年 に は 開 始 す る予 定 に して い る 。 この サ ー ビ ス はTeletelサ ー ビ ス に も

ア ク セ ス で き る よ うに な る。 第 一 段 階 と して 、PTTは イ リ エ ビ レ イ地 方 の 加

入 者(25万)を 対 象 に し て 、 無 料 で 試 行 サ ー ビ ス を 始 め る 予 定 で あ り 、 将 来

は 全 国 的 に サ ー ビ ス を 拡 張 ず る 計 画 を 持 って い る。

5.西'ド イ ツ

西 ド イ ツで はARD(放 送 連 盟)とZDF(テ レ ビ協 会)が 協 同 してTeletext

に 類 似 した サ ー ビ ス を デ モ ン ス ト レ ー二.シ ヨ ン し て お り、 一 方 新 聞 協 会 も 同 様 な

シ ス テ ム を 開 発 中 で 、 現 在 送 信 権 を め ぐ っ て も め て い る。

一 方
、DBPは ・fギ リ ス のPrestelか ら ラ イ セ ン ス を 購 入 し て 、Biedschi-

rmtextの 名 称 で2年 前 か らViewdataの 実 験 放 送 を や っ て い る。'80年1月

に は ベ ル リ ン と デ ユ ツ セル ベ ル グで ユ ー ザ ー を 収 容 し て 商 用 試 験 に 入 り、'82

年 に は 全 国 サ ー ビ ス を 実 施 す る予 定 に し て い る。

Bildschirmtextは ソ フ トウ エ ア はPrestelの も の だ が 、 網 構 成 と か 端 末 に

つ い て は 西 ドイ ツ独 自 の も の を 開 発 中 で あ る。

な お 、 こ の サ ー ビ ス で 提 供 す る デ ー タ の 作 成 は 民 間 に 委 せ る べ き で あ る と い

う 意 見 と 、DBPが 直 接 や っ た 方 が 安 くつ く と い う意 見 の 両 説 が あ り 、 ま だ 結

論 に 達 し て い な いo
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1.メ ッ セ ー ジ ・ サ ー ビ ス

(1}イ ギ リス

① テ レ ック ス

BPOは 今 後5カ 年 計 画 で 、国 内 の テ レ ック ス網 に蓄積 プ ロ グ ラムで コン ト

ロー ル され た交 換 局 を 導 入 し よ うと して い る。 この よ うな交 換 局 は 国 際 テ レ ッ

ク スに は 既 に導 入 ず み で あ る。 この 交換 局 を 導 入 す るこ とに よ り
、 テ レ ック ス

の ユ ーザ ー は、 マル チ ・ア ドレ ッシ ン グ とか 、短 縮 ダイヤ ル とか 、蓄 積 交 換 と

い った数 多 くの ザ ー ビス を受 け られ る よ うに な る。

② フ ァク シ ミル

公 衆 フ ァク シ ミル ・サ ー ビスに 、最 近 ス イスで 採 用 して い るQV方 式 を 導 入

す る実験 を して いた が 、採 算 が 合 わ な い ので 断 念 した。 最 近BPOは 、 ドイ

ツで採 用 し よ う と して い る グル ー プ2マ シ ンを ベ ー スに した フ
ァク シ ミル ・サ_

ビ スを導 入 す るこ とを検 討 して い る。

② 西 ドイ ツ

① テ レテ ック ス

テ レテ ック スの概 念 は西 ドイ ツで生 ま.れた。 そ して、 この サ ー ビス は80年

代 の初 期 に 導入 され よ うと して い る。 テ レテ ック スは西 ドイ ソだ け で な く他 の

国 々で も、電 子 メイ ルを 開発 す る上で 、 重 要 な役 割 を果 た す もの と思 わ れ る。

テ レ テ ック スを 検 討 して い るCCITTの 研 究 グ ル ープは 、'80年 の本 委 員

会 に提 出す るた め に、 そ の勧 告 案 を'79年 中に 準備 しよ う と して い るが 、DB

Pは 国 際規 格 の 設 定 を待 たな い で 、 テ レテ ック スの実 験 を 、DATEX2,400

に よ って開 始 し よ う と して い る。 このt±一'ビスの本 実 施は82年 以 前 に 開始 さ

れ る こと はな いo

② テ レ フ ァク ス

BPOは78年 末 に テ レ フ ァク ス と呼 ばれ る フ ァク シ ミル ・サ ー ビ スを開 始

した。 当初 は 自営 端 末 の接 続 だ け を認 め て いた が 、79年 にDBPは 直 営 端 末
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の 提供 を開 始 した。 直営 端末 は ベ ー シ ックな もの に 限 定 し、 複雑 な もの は 自営

に 委 せ て い る。

テ レ フ ァクス の料金 は電 話 料 金 プ ラス伝送1枚 ご との 固定 料 金(0.5～3D

M)に な る予 定 で あ る。

(3}フ ラ ン ス

先 般 、SESAMEサ ー ビ ス とい う国 際 電 信 専 用線 の サ ー ビ スを開始 し、 ス

ペ イ ンや イ タ リア と接 続 を行 って い る。

PTTは 最 近 メ ッセー ジ交 換 で2つ の プ ロ ゼク トを進 め て い る。 ひ とつ は国

内 電信 の 回線 網 設 定 に 関す る もの で あ り、 も うひ とつ はSWIFT網 を 使 って

フ ラ ン スの銀 行 間 の 通信 が 行 え る よ うにす る もの で あ るが 、こ の2つ の プロ ゼ

ク トは 、 か な り長 期 間 にわ た り、 メ ッセ ー ジ交 換 サ ー ビスの開 発 を リー ドす る

もの と考 え られ て い る。

また 、PTTは コン シ ユ ・一マー ・フ ァク シ ミ リとい うサー ビス を開 発 して い

る。 これ はA4版 の原 稿 を2分 間 で電 話 網 を利 用 して伝 送 す るサ ー ビスで 、商

用 化 は'81年 、 価格 は2,000FF以 下 に す る予 定 で あ る。

2.衛 生 通 信

ヨー ロ ッパ に お け る 通 信 衛 星 計 画 の 第 一 の 夕 ー ゲ ッbはECS(European

CommunicationSatellite)シ ス テ ム を 完 成 させ る こ と で あ る。 こ の シ ス

テ ム は'80年 か ら始 め ら れSBS衛 星 と 同 じ11～14GHzの バ ン ドを 持6

て い る。 この 衛 星 は ヨ ー ロ ッパ の 公 衆 通 信 の 流 れ に 抜 本 的 な再 編 成 を う なが す

と と もに ヨ ー ロ ッパ の 放 送 連 合 間 に お け る テ レ ビ番 組 の 交 換 を も た らす で あ ろ

う。

軌 道 テ ス ト用 の 衛 星OTS(OrbitalTestSatellite)の 実 験 が 最

近 始 め ら れ た 。 そ して'81年 にECSの 大 規 模 シ ス テ ム が 開 始 され る ま で テ ス

ト用 と し て 利 用 され る。
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CEPT(EuropeanConferenceofPostelandTeleco㎜unic-

ationAdministrations)は こ のECSシ ス テ ム は 長 距 離 回 線 用 と して 利

用 さ れ る の で 、 これ の トラ ヒ ック 予測 の 調 整 に 取 り 組 ま な け れ ば な らな い と 考

え て い る。'81年 に はECSシ ス テ ム は電 話 約5,000回 線 分 の ト ラ ヒ ック を

さば き、'90年 に は20,000回 線 分 に 増加 す る と予 測 され て い る6

長期 的 にみ れ ば 、ECS衛 星 は主 と して次 の よ うな サー ビスに使 わ れ る。

① 国 内お よび 国 際 の高 速 デー タ伝 送

② 新 聞や 文書 の遠 隔 プ リンテ ィ ング

③ ビデ オ フォ ン

④ へ き地 に あ る島 とか オ イル基 地 との通 信

これ らの サ ー ビスに つ い て 、 この よ うな特 殊 な需 要 が 、専 用 の衛星 シ ステ ム

に よ って提 供 され る こ とが 得策 か ど うか 、 また 、ECSの 加 盟 国 の 中 で 同意 が

得 られ るか ど うか に つ い て 、現 在 詳 細 に検 討 が進 め られ て い る。

ヨー ロ ッパ 諸 国 は そ れ ぞ れ地 理 的条 件が 異 な るた め に 、ECSサ ー ビスを デ

ー タ伝 送 網 と して 利 用 す る こ との経 済 性 は必 ず しも一 致 しない
。 ドイ ソで は、

'75年 に少 な くと も衛 星 を デ ー タの た め に利 用 す る こ とは経 済 的 に 引 き合 わ な

い とい う研 究 を 発表 した。 スペ イ ンは イ ベ リア半 島 とい う他 の 国 とは離 れ た 所

に あ るので 、 衛 星 は経 済 的 に大 い に魅 力が あ る と して 、 その 利 用 を積 極 的 に 考

えて い る。 フラ ン スは 自国 で衛 星 を打 ち 上げ る こ とを 検討 して い る。

しか し、 ヨ ー ロ ッパ は比 較 的 時差 が な いの で 、長 期 的 にみ れ ば 、 ヨー ロ ッパ

内部 で の深 夜 伝送 とか 電 子 メ イル のた めにECSを 利 用す る こ とは合理 的 に 思

わ れ る。 また 、国 際郵 便 の輸 送 コ ス トは国 内郵 便 に 比 し割 り高 な ので 、 そ の コ

ス トを軽 減 す る意 味 と 、 ヨー ロ ッパ な ら ど こで も必 らず翌 日配達 が 保証 され る

とい う点 で 、ECSは 郵 政 当 局 に とっ て非 常に 魅 力的 な もの で あ る。

5.オ フ ィ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン

ヨ ー ロ ッパ で は 各 国 と も エ レ ク ト ロ ニ ク ス 、 コ ン ピ ュ ー タ
、 事 務 機 器 の 発 展
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に伴 な い これ を コミュニケー ション に接 続 す る ことに よ り、統 合 シス テ ム と して

オ フ 寸ス ・オ ー トメー シ ョンを 推 進 し よ うとす る気運 が 高 ま って い る。

そ こで は 、単純 な繰 返 し作 業 の機 械化 とい う ことで な く、 も っ と高 度 な経 営

者 の 意思 決 定 の ツー ル と して オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンを 開 発 しよ う と して

い るo

以 下 、調 査 内容 、特 に統 合 シ ステ ム と して の さま ざ まな 型 態 を紹 介 す る こと

とす るo

(1)オ フ ィ ス ・オ ー ト メー シ ョ ン の 発 展 過 程

オ フ ィスの機 械 化 と オ フ ィス ・.オー ト メー シ ョ ン とは は っ き り区別 す る必要

が あ る。

オ フ ィスの機 械化 とは 、繰 り返 して行 う仕事 を機械 にや らせ る こ とで ある。

この よ うな 機械 は"何 を"な す べ きか は 十 分理 解 して い るcそ して 一般 的 に単

純 労 働 は機 械化 す る こ とに よ って仕 事 の能 率 を.ヒげ 、生 産 性 の 向 上を はか る こ

とが で きる。

た とえば 、 ワー ド ・プ ロセ ッサーは も っ と効 率 的 に資 料 を作 成 して 、 タ イ

ピ ス トの代 役 を務 め る。 機械 は"何 を"な す べ きか 、 どの よ うな順 序 で なす

べ きか を十 分理 解 して い る。

オ フ ィ ス ・オ ー トメー シ ョンの段 階 では 、 そ の シ ステ ムは"何 を"な すべ き

か だ け で な く、"い つ"そ れ を どの よ うな条 件 の下 で なす べ きか を知 っ てい る。

た とえば 、 発注 と在 庫 の 自動 モ ニ ターの シ ステ ムは 、 在 庫 が 一 定 の レベ ル

以 下 に 落 ち込 ん だ場 合 、 自動 的 に 再発 注 す る仕 組 に な って い る。

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ ンは 以 下 に述 べ る4つ の段 階 を 踏 んで 発達 す る。

第1段 階 一初 期

機 械 化 され た事務 機 器 を利 用す るこ とに よって 、 オ フ ィ スの コス トが 削減 さ

れ 、生 産 性 が 向 上す る。 この 段階 で 、 ユ ーザ ーは 使 用 され る製 品や 技術 に親 し

み を持 つ よ うに な り、 オ フ ィ スの機 械 化 の可 能 性 を正 しく理 解 し、 オ フ ィ ス ・
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オ ー トメイ シ ヨンに よ って生 み 出 され る利 益 に魅 力 を持 つ よ うに な る。

第2段 階 一拡 張期

第1段 階 で 事務 機 器 の経 験 を得 た こ とに よ って 、 ユ ーザ ー は拡 張 段階 に 足 を

踏 み 入 れ る。 そ して 、組 織 の 中に 低 コス トの機 器 の 導入 を 徐 々に増 や して い く。

ワー ド ・プ ロセ ッサ ー は も っ と広 く活 用 され る ように な り、 通信 が 電 子 メ

イル を行 な うた め の手 段 と して取 り入 れ られ る。

第3段 階 一完 成期

ユ ーザ ーが 特別 な仕 事 を機械 化 す るた め に 、特 殊 な電子 製 品 を利 用す るこ と

に 習 熟 す るに つ れ て 、機 能 や製 品 の統 合 が始 め られ るoこ の プ ロ セ スは 情報 が

電子 の型 態 を と る よ うに な る と ス ピー ドア ップされ る。 そ して 、情 報 の 電子 化

に よ り、 デ シ ジ ョ ン ・メ イキ ン グ ・プ ロセ スの オー ト メ化 が シ ステ ムの 中に 導

入 され る。 この段 階 で は オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ ンは重役 室 に まで入 りこみ 、

比 較 的 定 型化 され て いな い情 報 を処 理 した り、デ シ ジ ョン ・メ イ キ ングの プ ・

セ スを援 助す る よ うに な るo

この段 階 で は、 情報 処理 シ ス テムの コ ン トロ 一一ル は:コン ピ ュー タに よって

管 理 され る よ うに な る。 そ して、 必 要 な ア ・クシ ヨンは 自動 的 に チ ェ ック され 、

フ ォ ロー され る よ うに な るo

マ ネ ー ジャ ー の意 思 決 定 は コ ン ピ ュー タか ら情報 を得 る こ とに よって 援 助 さ

れ る。 戦 略や 戦 術 を採 用 す る前 に コ ン ピュー タに よ って調 査す る こと もで き る

よ うに な るo

第4段 階 一成 熟期

この ような段 階 を経 て 、最 終 段 階 に入 るのは 、組 織 自体 が 変化 に 適 応 して 、

オ フ ィスの機 能 と設備 を統 合 す る ように な る時 で あ る。

② 製品開発の方向

オ フ ィスの 機能 を よ く観 察 す る と次 の3.つ の タ イプに分 類 す る こ とが で き る。

。 革 新 的 な業 務 非 常 に 創 造 的 で非 定 型 の業 務
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。 対 応 的 な業 務 組織 の 内外 か ら加 え られ る誘 因に 左 右 され る業務 定

型 的 な業 務 と非 定型 の業 務が 混 合

。 ル ー チ ン業 務 細 部 まで明 定 され た定 型 的 な業 務

ご くお お まか に い って 、経 営 組 織 の上部 に いけ ば い くほ ど仕 事 の性 格 は非 定

型 の業 務 が 多 くな る。

同様 に 、 定型 的 な業務 ほ ど機 械 化 し自動 化 す るこ とが 容 易で あ る。

こ う して オ フ ィスの 機 械化 は当 初 、 オ フ ィス業 務 の大 半 を 占め る定型 的 な業

務 に導 入 され る。 第2な い しは第3の 段 階に 至 り、 新 しい製 品 が オ フ ィスの 上

部段 階 に まで拡 げ られ て い く。

オ フ ィス ・オー ト メー シ ョンを容 易 にす るた め に次 の よ うな数 多 くの製 品 が

開 発 され て きたo

。タ イ プ ライ ター 。ワー ド ・プ ロセ ッサ ー 。ワー ド ・プ ロセ ッサ ー とデ ー

タ ・プ ロセ ッサ ーの結 合 。ハ イ ブ リ ッ ド端 末 。デ ー タ ・プ ロセ ッシ ング端

末 。テ レ ック ス(特 に ス ー パー テ レ ック ス)。 フ ァク シ ミ リ(特 に イ ン ク

ジ エク ト技 術)。EM端 末 。コ ピー技 術 。静 電子 処 理 。プ レイ ン ・ぺ

_パ ー ・イ ン テ リジ ェ ン ト ・コ ピー 。リモ ー トコ ピア101Pデ ィバ イ ス

・ ドキ ュ メン ト蓄 積 。自動 フ ァイ ル 。電 子 ア ク セ ス 。電 子 ドギユ メン ト

蓄積 。オ ン ラ イ ン ・ア ク セ ス 等

な お 、 これ らの製 品 の効 用 を 増 す た めに電 話網 、画像 サー ビス、 デ ー タベ ー ス

情 報 の普 及 が大 きな支 え とな って い る。

(3}将 来 の オ フ ィ ス像

①DP/WPの た め の ス タ ン ドア ロン ・プ ロセ ッサ ー

②DP/WPの た め に利 用 され る電子 蓄積 シ ス テ ム用 の1/O端 末

③ ドキュ メン ト蓄 積 と検 索 の た め の1/O端 末

④ 電子 メ イル用 端 末

⑤ グ ラフ ィ ッ ク端 末
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(4)新 技 術 の 課 題

① イ ンク ジ エ ト ・プ リ ン テ ィ ン グ 又 は そ の 他 の 非 イ ン パ ク ト ・プ リ ン テ ィ

ン グ

②OCR

③ 音 声 認 識

④ 目録 ア ドレ シ ッ グ

(5)統 合 シ ス テ ム の諸 型 態

今 後 指 向 す べ き オ フ ィ ス ・オ ー ト メ イ シ ヨ ン の 統 合 シ ス テ ムを 第4.1図 よ り

第4.13図 に 示 す 。

第4.1図 ワ ー ド ・プ ロセ ッサ と プ ロ ツ ク ・ダ イ ア グ ラ ム の 接 続
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第4.3図 テ レ ッ ク 端 末 の 統 合
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第4・4図 テ キ ス トとグ ラ ピ ッ ク端 末 の接 続
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第4・5図 ワ ー ク ・ス テ ィ シ ョン
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第4.6図 代 表 的 な オ フ ィ ス 網
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第4.7図 最 近 の 事 務 機 器
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第4・9図 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ コ ピ ア
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第4.12図 星 型 接 続 網
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1.フ ラ ン ス のTransmic

Transmicは 、 同 期 式 の デ ー タ伝 送 用 デ ィ ジ タ ル専 用 回 線 サ ー ビ ス網 で あ

る 。 こ の 専 用 回 線 網 は 、 複 数 の 電 報 電 話 局(ア クセス ・ポイン トとい う)に あ る マ

ル チ ・ プ レ ッ ク サ 一 間 を非 常 に 高 速(2 ,048Kbps)の デ ィジ タル回 線 で つ な

い だ も の で 、 下 記 の よ うに 非 常 に 広 範 囲 の 同 期 速 度 で デー タ を 伝 送 す る。

。 中 速 度:2
,400、4,800、9,600bps

48Kbps

。 高 速 度:128
、256、512、1,024、2,048Kbps

{1}利 用度 の高 い デ ー タ通 信網

ア ク セ ス ・ポ イ ン ト と ア ク セ ス ・ポ イ ン トを 結 ぶ 伝 送 路 は
、1日24時 間 利

用 で き る非 常 に 効 用 の 高 い 自動 平 衡 装 置 に よ り2ル ー ト化 され て い る。

(2)ア ク セ ス ・ポ イ ン ト

ア ク セ ス ・ポ イ ン トとの接 続 は 、

平 均 速 度 で は低 帯 減 、 高速 度 で は デ

ィ ジタル 回線 で しか お こな え ないo

この よ うな拘 束 が あ るた めに 、各 ア

ク セ ス ・ポ イ ン トを 中 心 と した接 続

区域 の範 囲 が 限 定 され 、そ の区 域 外

で は網 へ の ア ク セスが 不 可能 とな る

(dく30km)。 こ の種 の接 続 は 、

Transmicサ ー ビス で はk・ こ

な え ないo非 常 に 高 速 の 回線 は 、現

在 の と ころ 、限 られ た数 の幹 線 に し
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か 接 続 で き な い 。 した が っ て 、Transmicサ ー ビ ス は 、 フ ラ ン ス 国 土 内

の い か な る地 点 か ら も 利 用 で き る と い う も の で は な い 。1981年 末 に は 、1

5の ア ク セ ス ・ポ イ ン トが 設 置 され る予 定 で あ る。

(3}提 供 され る サ ー ビ ス 単 独 回 線

① 基 本 サ ー ビ ス

伝 送 路Transmicは
、 次 の

ETCD
3つ の 構 成 に は っ き り 分 け

る こ とが で き るo

② 単 独 回 線 アクセス点

異 な る 区 域 に 属 す る2人
ETCD;デ ータ回線終端装置

の加入者間のデータ伝送 に 回 線 束

必要 な サ ー ビ ス全体 を お こ

な う(デ ー タ回 線終 端装 置 マ、レチブレ。クサ 伝送路

も含 む)。 単 独 回線 で 可能

な伝 送速 度 は、1.024K

bpsま で の 上記 中速 度 と

加入者 アクセス点高 速
度 で あ る。

③ 回 線 束

多 終 端 回 線1本の非 常 に高 速 の伝送

路 上 に複 数 の多 重 回線 と、
伝送路

多 重 化 に 必要 な装置 を提 供

す るo

なお 、48Kbpsとft

速 度 全範 囲 の伝送 が 可能 で 加入者 アクセス点

あ る・(注)⊂=⊃ は接続区域

一104一



④ 多終 端 回線

一 つ の 回線 束 の終 端 の 一 つ が 低 速 度 の複数 の 回線(単 独 回線 また は 回線 束)

に 分 か れ て い る回線束 か ら な る。 アナ ロ グ接続 が 例外 と して受 け 入 れ ら れ るの

は 、 この場 合 に 限 られ るo

{4)サ ー ビ スの質

伝 送路 の2ル ー ト化 並 び に回 線監 視 と障 害点 遠 隔測 定 に よ り、Transmic

は従来 の ア ナ ログ回 線網 に比 べ て さ らに 良質 の サー ビスが 提 供 され る。

① 特殊 サ ー ビス

Transmic網 以 外 で も、 商業 面 、料 金 体 制面 でTransmic網 の

一 部 とな ってい れ ば 、次 に 示 す 場合 いか な る地 点 間 に もデ ィジ タル専 用 回線 を

設 置 す る こ とが で ぎ る。

。 高速 度 回 線(128～2048Kbps) 、単独 回線 、 回線 束 ま た は多

終 端 回線 で 、技 術 的 に 調 達 可能 の 回線o

。48Kbpsの 伝 送 速 度 を必 要 と し、L－ ザー の と ころに 多 重化 装 置 が

設置 され て い る場 合 の 局 部 回線 束 。

Transmic網 の一 部 とな らなけ れ ば 、 これ らの 回線 は2ル ー ト化 され な

いo

倒 料 金 決 定 に 関す る原 則

Transmicの 料 金 は 、 接続 料 金 と即 時 払 い の賃貸 、保 全 費 か ら構 成 され て

い るo

① 単 独 回 線

料金 は即 金 払 い で 、伝送 速 度等 級 と2終 端 間 の鳥 か ん距 離 に 応 じて算 定 され

るo

② 回線 束

伝送 に 関す る部 分 は、 回 線束 を 構 成 し、伝 送 速 度 全範 囲 を 支 え う る単 独 回線
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の 料金 に応 じて 算 定 され る。

装 置 に 関連 す る部 分 は、 単 一伝 送路 上 の複 数 回 線 の接 続 に 必要 な多 重化 設備

の賃 貸 、保 全費 か ら成 る。

③ 多終 端 回 線

伝 送速 度別 に 区 分 され 、 単 独 回線 また は回 線 束 の よ うな各 ケ ー スに応 じて料

金 の算 定 が 行 わ れ る。

④ 安 全性 補 完

ア ク セ ス ・ポ イ ン トへ の高 速 度 回線 の接 続 に関 し て、 基本 サ ー ビ スまた は特

殊 サー ビスに よ り提供 され な い安 全性 サ ー ビス料 金 は 、Transmic料 金 に

追加 され る(補 充 回 線 の長 さと必要 伝 送 速 度 に応 じて 算 定 され る。)

一106一



Transmicの 料 金 表

D6bit

dela

liaison

Frais

forfaitaire
'

dacc6s
auservice
(parextr6mit6)
enF

Tarifmensueldelalocationentretien

D・<10 10〈D<50 50<D<300 300<D

2400b/s 1600 570十66,2D 894+33,8D 1799+15,7D 6509

4800b/s 1600 570+66,2D 843+38,9D 2003+15,7D 6713

9600b/s 1600 570十66.2D 675+55,7D 2520十18,8D 8160

48Kb/s 1600 1965+198,5D 1423+252.7D 9543十90,3D 36633

128Kb/s 1800 1855+486,8D 2666+405,7D 17916十100,7D 48126

256Kb/s 2400 2107十553,2D 3031+460βD 17276十175,9D 70046

512Kb/s 3600 2177+571,5D 3129十476.3D 14374十251,4D 89794

1Mb/s 7200 2376+623,8D 3416+519,8D 13646十315,2D 108206

2Mb/s 9600 2419十635D 3477+529,2D 11037十378D 124437

Location-entretien

des6quipernents

demultiplexge

Multiplexage

dele「ordre .

360十197nl十205n2十221n3

nl-n㎝bredeliaisons2400b/s

n2～nombredeliaisons4800b/s

r㎏ －n㎝bredeliaisons9600b//s

Multiplexage

de2e「ordre

D<48kb/s 450十135n
'

n¶ ㎝bredintervallesdetemosn>4

D≧128kb/s 2610十135m m-nombredeliaisonsm>4

LocationderADI 480E/nois

]回 線 当 り相 対 コス ト

]

O.8

04

5

2

」

1

0

0

0

coutrelatifparliaisonF

510

Liaisonspecialisee

専 用 回 線

30 70 150

Transmic回 線 束 と

アナログ専用 回線全体

との比較
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2.西 ドイ ツ の 公 衆 デ ー タ 通 信 パ ケ ッ ト交 換 網

'この 資 料 ば ,,"AusschuβfifrFragenderDatenfernverabeitung

beimFermeldetechnischenZentralamt"(長 距 離 通信 技 術 セ ンタ ー で行

な うデ ー タ遠 隔処 理 に関 す る問 題 点 解 明委 員会)と 名付 け られ た委 員会 の ワー

ギ ン グ ・グル ー プ と協力 してDBP(西 ドイツ郵電 蓄)に ょ って作 成 され た も

の で あ る。 そ の 技術 的 ない しは,計 画的 な事 項 は,DBPに よ って発 行 され た

"デ ー タ通 信 の た めの計 画 促 進"を 前 提 と してい る 。

"公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の 導 入 に関 す るDBPの 予備 研 究"と い うタ

イ トルで,以 前 に発 行 され た冊 子 の 中 に含 まれ て い る内 容 が,こ の 資 料 の なか

で は,更 に広 範 囲 に,よ り現状 に即 した もの と な って い る。

ユ ー ザ ーや メー カー が公 衆 デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 を導 入 し ょ うとす るDB

Pの 計 画 を,原 則 的 に歓 迎 し ょ う とす る議 論 が延 々 と展 開 され てい る 。

この 資料 の 中 に 含 まれ て い る調 査 研 究 の意 図す る と ころ は,ま た,こ れ か ら

で て くる ユー ザ ー に対 しては,で きるだけ 早 い機 会 に この 網と接続 す る際 に発

生 す る問題 点 を知 らせ る と ともに,関 連 の メー カーに 対 して は,必 要 な準 備 を

す る た め に十 分 な余 裕 を与 え るこ とで ある。計 画 に 関す る デ ィス カ ッ シ ・ンは

今 後 の規 制 に影 響 を与 え る幅広 い 機 会 を 提供 す るで あ ろ う。

この資 料 の中 に含 ま れ る内 容 は,DBPを 法 律 的 に規 制 す る もの で は な い。

細 部 に 亘 り的 確 な フ レー ム ワー フを作 る場合 は,利 用 に 関 す る規 則 に 従 うこ

とに な るで あろ う。

囲 い つ れ に して も,パ ケ ッ ト交 換 デ ー タ ・サ ニ ビスの導 入 は既 に決定 済

み の こ とで あ る。
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(1)序 論

① メ ー カ ー と ユ ー ザ ー が 早 期 に協 力 す る一こ と に 対 す るDBPの 要 望

DBPは 公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の 導 入 時 期 を 考 え て い る 。DBP

は こ の 分 野 に お け る ユ ー ザ ー と メ ー カ ー が 早 い 段 階 で 協 力 す る こ と を

要 望 す る 。 そ し て,そ の た め に1980～1982年 に か け て,具 体 的 な ア プ リケ

イ シ ・ ン に興 味 を 持 つ あ ら ゆ る 団 体 は 下 記 の 事 務 所 に 連 絡 を い た だ く よ う希

望 す る。

FernmeldetechnisehesZentralamt

ReferatfurDateldienste

Postfack5000

D-6100Darmstadt

TelO615183-4050

42750r83-1

次 項 で は近 く提供 さ れ る予 定 の サ ー ビス料 金 の モデ ル,導 入 時 期 に関 す る

DBPの 考 え 方 を述 べ てい る。 利 用 に 関 す る法 律面 で の必 要 な規 制 は,197

9年 の初 め に完 成 す る予 定 に な ってい る。DBPに よって進 め られ て い る研

究 は,全 国 的 なサー ビス を導入 す る た め事 前 に 必要 とさ れ る あ らゆ る細 部事

項 を,早 期 には っ き り とさせ る こ とを意 図 した もので あ る。
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(2)総 論

① 提供 されるデ ータ通 信サービスの範囲の拡張

遠 隔 情 報処 理 の分 野 で満 た され るべ き需 要 の急 激 な変 化 と,ア プ リケイ シ

ョンの急 速 な増 加 に伴 っ て,DBPに よ って 提供 され てい る公 衆 デー タ通 信

サ ー ビスは,そ の範 囲 を拡 張 せ ざ るを得 な くな っ てい る。 このサ ー ビスに関

して発 生 した 需 要 だ け でな く,DBP自 身 の希 望 も,公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト

交 換 網 に よっ てお お むね 充 足 され るはず で あ る。 そ の うえ,こ の ネ ッ トワー

クに よ って メ ッセ ー ジ交 換 や デー タ蓄 積 のた め のサ ー ビスを,さ らに導 入 す

る こ とが 可能 と なる。

② デ ータ ・パ ケ ッ ト交換 の ベ ーシ ックな意 味

デ ー タ の 交 換 の た め に 提 供 さ れ て い る さ ま ざ まな 技 術 的 シ ス テ ム の うち,

(tパ ケ
ッ ト交 換"は デ ー タ 網 を オ ペ レイ トす るた め の 手 段 の ひ とつ と考 え ら

れ て い る。 い わ ゆ る"サ ー キ ッ ト交 換"網 と は 異 な り,こ の シ ス テ ム は 送 受

信 ス テ イ シ ・ ン 間 を 直 接 結 ぶ の で は な く,さ ま ざ ま な レベ ル で,デ ー タ の 交

換 を す るtt論 理 回 線"を 前 提 と し て い る。 こ れ らの 回 線 は,2っ の デ ータ ・ス

テ イ シ ョ ン間 を 固 定 し て 接 続 す るた め の ㌧ く一 マ ネ ン ト ・ ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・

サ ー キ ッ ト"(恒 久 的 な 仮 想 回 路)と し て 利 用 さ れ る か,あ る い は,任 意 の

時 に デ ー タ 交 換 が で き る"ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・コ ー ル"と し て 利 用 さ れ る か の

どち ら か で あ る。 後 者 の 場 合 は,パ ケ ッ 昏司と定 義 さ れ た フ ォ ー ム で 接 続 さ れ,

そ のパ ケ ッ トは行 先 ア ドレスや コン トロー ル情報 を含 み,網 を 通 して伝 送 さ

腔 〕 パ ケ ッ トは ひ と つ の デ ー タ ・フ ィ ー ル ド ・コ ン プ ラ イ ジ ン グ(た とえ ば,オ ー ガ ニ ゼ イ

シ ョナ ル ・デ ー タ ーの128オ ク テ ッ トや い くつ か の 追 加 オ ク テ ッ ト)か ら構 成 さ れ て い る。
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れ る。

デ ー タ の伝送 は プPト コル 階層 の 助 け をか りて 行 わ れ る。

ア ドレスのマ ル チ化 に よ り,複 数 回 線 に よる アクセ スが 可 能 とな る。 い く

本 か の論 理 回 線が 一 本 の加 入 回線 に設 定 され る。 い わ ゆ るデ ー タ グ ラム と呼

ばれ る手 段 に よる デー タ伝 送 も可 能 で あ る。 しか し,そ れ は このサ ー ビスが

開始 され る時 には まだ実 用 化 さ れ てい ない だ ろ う。

デ『 タ'パ ケ ッ ト交 換 網 は プ ・ トコル((3)の ③ 参照)の 助 け を借 りて ,

デー タ伝 送 を画一 的 に調整 す る イ ンタ フ ェイ スの設備 を持 っ てい る。

パ ケ ッ ト方 式 で オペ レー トされ ,デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換網 に接 続 され るデ

ー タ端 末 設備(DTE)はX .25イ ンタ フェイス((3)の ③ と(9)参 照)の 定 め

る条 件 に適 合 しなけ れ ばな らな い。 従 来 の プ ・セ デ ュア とイ ンタ フ ェ イ スを

利 用 して い る普 通 のDTEは,パ ケ ッ ト・ア ッセンブリ/デ ィス ア ッセ ン ブ リ

設備(PAD)を 経 由 して,標 準 の フ ォー ムで パ ケ ッ ト交 換網 に ア クセ スで

き る よ うにな る。CtPAD"と 略 称 さ れ てい るこの 設備 は 伝送 速 度 や 一 定 の

プ ロセ デ ュ ァに適 合 させ る機 能 を持 っ て お り,X.25イ ンタ フェイ ス に合 致 し

た パ ケ ッ ト方 式 のDTEと 通 信 が で きる。

種 々の特 殊 機 能 に つい ては 以下 の各 項 で詳 細 に述 べ る こ と とす る。

.図1は ヴ ァー チ ュァル ・コー ルand/orパ ー マ ネ ン ト・ヴァー チ ユアル ・

サ ー キ ッ トのた め のデ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の構成 の代 表 的 な例 を簡 単 に

図示 した もの で あ る。
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図1ヴ ァ ー チ ユ ア ル ・コ ー ルand/orパ ー マ ネ ン ト・ヴ ァー チ ユ ア ル ・

サ ー キ ッ トの た め の デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の 代 表 例 の 略 図

デー タ処理 システ ム
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③ デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 の可 能 性

パ ケ ッ ト方式 の ス テ イ シ ョン,又 は デ ー タ処 理 シス テ ム を持 つ加入 者 は,

デー タ ・パ ケ ソ ト交換 網 に よ って情 報 を交 換 す る こ とが 可能 と な る。 キ ャ ラ

ク タ方式 の デ ー タ ・ステ イ シ ・ン もPADを 介 して デー タ ・パ ケ ッ ト交 換網

に ア クセ スで き る。 伝送 方 式 は デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 網 の プ ・ トコル(プ ・

セ デ ュァ)に ょっ て決定 され る。

デー タ ・パ ケ ッ ト交換 サ ー ビスは次 の よ うな特 殊機 能 を持 ってい る。

一 デー タ伝 送 の分 野 で 標準 化 さ れ た プ ロ トコル に ょる加 入 者 ステ イ シ ・ ン

内の 相互 接 続 の拡 張

一 国 際 的 な規 格 に合 致 した 網 に よ りス ピー ド変 換 を行 う50bps～48 ,000

bpsの 伝送 速度

－PADを 介 して接続 さ れ る コー ル用 の追 加 の 伝送 速度 と プPセ デ ュ ァの

変 換

一 網 の 中 におい て機密 保護 機 能 を もつ伝 送 手 段

－X .25イ ンタ フェイスを使 ってマ ル チ回 線 ア クセ スす るた め の一 本 の加 入

回線 の マ ル チ利 用

一 デー タ処 理 シ ステ ム ・ポ ー ト(デ ー タ入 出力 口)の 節 約

一 イ ン プッ ト/ア ウ トプ ッ ト ・プ ロセ デ ュ アの互 換性 を もった コ ン ピ ュー

タ

ー 他 の公 衆 交 換網 との 接続 の可 能 性

一 網 の提 供 者 お よびユ ー ザー に よ り設備 を適 正 に利 用 す る こ とに ょっ て生

れ る経 済 的効 用

デ ー タ ・パ ケ ソ ト交 換 網 の パ ケ ッ ト方 式 ス テ ィ シ ・ンを 接続 す る可 能 性 と

い う もの が基 本 的 なサー ビス と考 え て さ しつか え な い。

他 の公 衆網 か ら(も し可能 な らば他 の公 衆 網 へ)ア クセ ス す る こ と,お よ

び 非 パ ケ ッ ト方 式 の端末 を含 む デー タ ・パ ケ ッ ト交 換網 の メ イ ン ・ス テ イ シ
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ヨ ン へ接 続 す る こ と に よ っ て,提 供 さ れ る サ ー ビ ス が"付 加"さ れ る 可 能 性

が 残 ざ れ て い る。

外 国 の デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網,例 え ばTranspac(仏),PSS(英),

Telenet(米),Tymnet(米),Datapac(加),あ る い はEuronetの ご と き

国 際 的 な デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 と接 続 す る こ とが 予 定 さ れ て い る。

図2は 公 衆 デ ー タ 通信 パ ケ ッ ト交 換 網 と そ の 他 公 衆 網 と の 相 互 接 続 を 示 し

た も の で あ る。

図2公 衆 データ ・パ ケット交 換網 とそ の他 の公 衆 網 との 相 互接 続
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④ 料金モデルの骨ぐみ

"事 前 の調 査 研究"に よ
っ て作 られた 料 金 モ デル で は次 の よ うな料 金 が ベ

ー スに され てい る
。

一 月額 基 本 料金(マ ル チ ・ア クセ ス等 の 付 加料金 も含 む)

一 トラ ピ ック料 金

一 時 分 料金(durationcharge)

一 ヴオ リュー ム料金

一 その他 の料 金

一 ア クセ ス料 金

－PAD料 金

一 臨 時 ユ ーザ 用設 備 の付 加 料金

トラ ピック料金 は距 離無 関係 であ る。 料 金 要 素や その他 の特 殊事 項 は6章

参 照 の こ と。

⑤ デ ー タ ・パ ケ ・ 卜交換 の分 野 でDBPが これ まで続 け て き た活 動

1977年 以 来,DBPは ドイ ソ の 加 入 者 と ア メ リカ のTymnetやTelenet

の 加 入 者 との 間 で デ ー タ 通 信 が で き る よ うに す るた め に,フ ラ ン ク フ ル トで

パ ケ ッ ト方 式 の デ ー タ 交 換 セ ン タ ー を 運 用 し続 け て き た
。

1975年 以 来,DBPは デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 で あ るEuronetを 建 設 す

るた め のECの メ ン バ ー で あ っ た 。 こ のEuronetは1980年 の3月 に サ ー ビ

ス を 開 始 し,EC諸 国 の 加 入 者 が デ ー タ ベ ー ス に ア ク セ ス で き る よ う計 画 さ

れ て い る。

技 術 的,科 学 的 な 研 究 に 参 加 し て い る ユ ー ザ ー ・グ ル 一一プ の た め に,DBP

は ベ ル リ ン に デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網(BERNET)を 用 意 してお り,1978年

の 終 り に サ ー ビ ス を 開 始 した 。
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(5)公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換網 を 通 して 行 な うエ ン ・ユー ザ ー の 通 信

① 相 互接続性(互 換性)

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 の も っ と も す ぐ れ た 特 徴 の ひ とつ は,網 の ノ ー ド

で パ ケ ッ トを バ ッ 八 一 す る こ と に よ っ て,メ ッ セ ー ジ が 通 り抜 け る前 に,そ

の メ ッ セ ー ジ の 準 備 が で き る とい う こ とで あ る。 メ ッ セ ー ジ の 準 備 は,少 く

と も コ ン ト ロー ル 情 報 に 関 す る限 り,リ ン ク ・ア ク セ ス ・プ ロ セ デ ュ ァ の 部

分 を 構成 す る。 それ 故 に,異 な るエ ン ド ・ユ ーザ ー(デ ー タ ・ス テ イ シ ョン,

デ ー タ処 理 シス テ ム)間 の相 互 接続 を増 加 させ るた め に,上 記 の特 徴 を 開発

し よ うとい うアイデ アが 自つ と生 れ て くる。 公 衆 デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 は

一 コー デ ィン グ(コ ン トロー ル とユー ザ ー の デー タ)

一 伝 送 速度

一 リンク ・ア クセ ス/プ ロセ デ ュ ァ

とい った機 能 に よ り,相 互 接続 の 問題 に対 して基本 的な 解 決 策 を提 供 す る。

種 々 の伝 送 速 度 を 採 用 して い る た め に,デ ータ ・パ ケ ッ ト交 換 の場合,

大 きな障 害 は ない ので,コ ー ドの適 用 は プ ロセ デ ュァを適 用 す る際 に,網 と

DTE間 の シ グナ ル に関 す る限 り,ま ず,問 題 は お こ らない 。 デー タ ・パ ケ

ッ ト交 換 のた め に,さ ま ざま な タ イ プのDTEを 適 用 す る こ とが,追 加 サ ー

ビスの枠 の 中で,DBPに ょ って計 画 され てい る。"プ ・ トコル"の 問題 は

パケ ッ ト交 換 の研 究 の中 で も重 要 な役 割 を果 たすので,以 下 で 更 に詳 細 に述 べ

る こ と とす る。

② プ ロ トコルに関 して守るべ き原則

一 番正確 に理解 してもらうた めに,デ ー タ通 信 サ ー キ ッ ト端末 設 備 で接 続 され

て い るふ た つ の エ ン ド ・ユ ー ザ ー間 の通信 は,数 多 くの合 意 が必 要 で あ る。

-116一



こ の よ うな 合 意 な い し はttプ ロ ト コル"は2つ の ク ラ ス に分 類 さ れ る。

A伝 送 プ ロ トコ ル

B伝 送 シ ス テ ム の 中 の ユ ー ザ ー の プPト コル

(ハ イ ・ レベ ル ・プ ロ トコ ル)

例 え ば,伝 送 プ ロ ト コル は 次 の よ うに 細 分 で き る。

iDTEと デ ー タ ・サ ー キ ッ ト端 末 設 備(x.21レ ベ ル)間 を 結 ぶ 加 入 回 線

に 関 す る シ グ ナ ル 交 換 の タ イ プ

jiイ ン タ フ ェ イ ス(HDLCレ ベ ル)を 介 し た デ ー タ 交 換 の フ ォ ー マ ッ トと

フ ロセ ア ユ ア

mイ ン タ フ ェ イ ス(バ ケ ッ ト'レ ベ ル)を 介 した 高 級 フ ォ ー マ ッ トと網 コ

ン トP－ ル

ivエ ン ド ・ソ ー ・エ ン ドの 伝 送 コ ン ト ロー ル

ハ イ レベ ル の プ ロ ト コ ル は 伝 送 プ ロ トコ ル を 前 提 と し て お り
,以 下 の コ

ン トロ ー ル を 行 う。

Vセ ッ シ ョ ン ・コ ン トP－ ル 、

V[プ レ ゼ ン テ イ シ ョ ン ・コ ン ト ロー ル/デ バ イ ス ・ア ダ プ シ ョ ン

viiプ ロ セ ス ・ コ ン ト ロー ル

上 記 の ご と き1～7の プ ・ ト コル ・ レベ ル の 区 分 は 絶 対 的 な も の で は な い。

原 則 と し て,1978年2月 にISOに ょ って 開 発 さ れ た ア ー キ テ ク チ ャ の モ デ ル

の 原 案((9)参 照)に 適 合 さ せ た も の で あ る 。 し か し な が ら,通 常,任 意 の

エ ン ドユ ー ザ ー 間 の 相 互 接 続 は プ ロ トル コ 階 層 を 正 確 に は っ き り と区 分 す

る こ と に よ っ て の み 可 能 で あ る とい わ れ て い る。

最 後 に,階 層 レベ ル は お 互 に(別 々 の ハ ー ドウ ェ アand/orソ フ トウ ェ ア

機 能 に つ い て)独 自 に 設 計 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。 デ ー タ ・ リ ン ク の 端

末 点 で 合 致 す る プPト コ ル ・レベ ル の イ ン タ フ ェ イ ス は 正 確 な 標 準 と一 致 し

て い な け れ ば な ら な い 。 ふ た つ の 連 続 し た プ ロ ト コ ル ・ レベ ル 間 の 機 能 上 の

プ ロセ ス は,こ の 標 準 に よ っ て カ バ ー さ れ て い て も,定 め られ た 規 制 に は
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従 うこ とにな る。

内部 構 成(ア ッセ ン ブ ラー/コ ボ ル/… …)と は無 関係 に,例 えば,ア プ

リケ イ シ ・ン ・プ ログ ラ ムはい か な る端 末 デバ イス(無 線 デ イ プ レイ装 置/

プ リンタ/… …)と も接続 が可 能 でな け れば な らない。

この必 要 条件 は,た とえさ まざ まなタ イ プの端末 デ・ミイ スが,異 な る リン

ク ・ア クセ ス ・プ ロセ デ ュ ア(キ ャ ラクー ・オ リエ ンテ ッ ドで も ビッ ト ・オ

リエ ンテ ッ ドで も)を 利 用 し よ うと も,充 足 され な け れば な らない 。

レベ ル/レ イヤ ー の階 層 に よっ て特 徴 づ け られ てい る この アー キ テ クチ ャ

の モ デル は,し ば しば"シ ェノレ(貝 が ら)モ デ ル"と 呼 ばれ てい る。 それ は

個 々の プPト コル ・レベ ルが お 互 に二重 に焼 きつけ られた 数 多 くの球形 の シ

ェル と考 え られ て い るか らで あ る。 次 の図 か ら同 じ よ うな シ ェルが お 互 に結

び つい てい る こ とを容 易 に理 解 で き る。'

図3デ ー タ 通 信 プ ロ トコ ル

7

6

5

T
X.25で 定め

られた範囲

⊥

← 一ー ーー プ ロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル ーー

ー プ レ ゼ ン テ イ シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー ル ー

ー ーー ー セ ッ シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー ル 一一一一ー一 →

4

3

2

1

エ ン ド ・ツ ー ・エ ン ド コ ン ト ロ ー ル
　 　　レ
トラ ンス ポ ー ト・コン トロー ル

パ ケット

六 万 〉 一一→

DLC －
レヘ ノレ

X.21　レベル
一

4

一

3

一

2

一

-

7

一

ρO

－

5

麟

ー
⊥

"オ ー プ ン ・ シ ス テ ム"と し てISOの ア ー キ テ ク チ ュ ア の

モ デ ル を 前 提 に し た デ ー タ ・プ ロ トコ ル の 階 層 の 概 略 図
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③DBPの デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に おCJる プ ロ トコル ・レ ベル

個 々 の レベ ル の 機 能 に つ い て 詳 細 に述 べ る こ とは,こ の 資 料 で は 困 難 で

あ る 。 し か し な が ら,現 在,国 内 お よび 国 際 の標 準 化 委 員 会("オ ー プ ン ・

シ ス テ ム")に よ っ て 議 論 さ れ て い る上 記 モ デ ル の3つ の よ り低 い レベ ル に

っ い て の み い え ば,現 在 のCCITT勧 告 のX.25に 適 合 し て い る
,と い う こ

と を 言 及 し て お く必 要 が あ る。 こ の こ とは,こ こ し ば ら くX.25イ ン タ フェ イ

ス を 持 った 網 の 機 能 は,伝 送 機 能 に 限 ら れ る とい う こ とを 意 味 し て い る
。 し

か し な が ら,DBPはCCITT勧 告X3,X .28,X.29と も 合 致 した 適 用 機

能 を 提 供 す る計 画 を 持 っ て い る。 こ の 問 題 は 次 の 項 で も簡 単 に ふ れ る こ と と

す る 。

こ う し て,X.25イ ン タ フ ェイ ス を 持 つ デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に ょ っ て
,

ユ ー ザ ー は レベ ル1か ら3ま で と相 互 接 続 が で き る
。 例 え ば,X.25イ ン タ フ

ェ イ ス を 持 っ たDTEは,X.25イ ン タ フ ェイ ス を 利 用 し て い る他 のDTEと

デ ー タ の 交 換 が で き る。 し か し,ユ ー ザ ー 自 身 は デ ー タ の エ ン ド・ツ

ー ・エ ン ドの コ ン ト ロー ル と デ バ イ ス や プ ロセ ス 機 能 の 適 用 に 対 す る 責 任 を

負 わ さ れ る。

④ プ ロ トコルの適用

ス タ ー ト/ス ト ッ プ も し くは 同 期 方 式 で オ ペ レー トし て い る 旧 式 のDTE

を,そ の 網 に ア ク セ ス で き る よ う に す る た め に,DBPは 適 用 の 機 能 を 導

入 し ょ う と意 図 し て い る。 こ の 目的 の た め に(ス タ ー ト/ス ト ッ プ 方 式 設

備 に と っ て)CCITT勧 告X.3,X29は 十 分 ふ さ わ しい も の で あ る 。 そ の

勧 告 に は,パ ケ ッ ト ・ア ッ セ ン ブ リ/デ ィ ス ア ッ セ ン ブ リ設 備(PAD)

に つ い て,ま た そ のPADと デ ー タ ・ス テ イ シ ョ ン の 相 互 間 やPADと プ ロ

セ ッサ 相 互 間 の 接 続 に つ い て 詳 細 に 記 述 して あ る。 こ こ に 書 か れ て い る標 準

で は ス タ ー ト/ス トソ プ設 備 をX.25イ ン タ フ ェイ ス を 利 用 し て い る ネ ッ トワ
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一 ク に接 続 す る こ とを 認 め てい る(図4も 参 照)。DBPは 同期 のDTEを

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に接続 す るた め の機 能 も提 供 し よ うと考 えてい る。

X・25の メ イ ン ・ス テ イ シ ョンを 介 す るパ ケ ッ ト方 式 のDTE用 の一 部 の 機 能

は,非 パ ケ ッ ト方 式 のDTEがPADを 介 して アク セ ス してい る時 に は導 入

す る こ とが で きな い。

図4イ ン タ フ ェ イ ス と プ ロ トコ ル 標 準 の ア ー キ テ ク チ ャ

ー'一 一 一 ～ 一 、_
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(4)提 供 さ れ るサ ー ビス の概 念

① 総 論

DBPが デー タ ・パ ケ ッ ト交換 サー ビス を導 入 す る こ とに よ って,デ ー タ

通 信 の ア プ リケ イ シ ョンに新 しい分 野 が開 け,異 な る タ イ プのDTE間 に今

日存 在 す る非 接 続 性 の い くつ かが 除去 され る。

これ らの 目的 を達 成 す るた め に,DBPは デー タ ・パ ケ ッ ト交 換網 を 介 し

て 提 供 さ れ る 基 本 的 な サ ー ビス と付 加 的 なサ ー ビスを 提供 す る予 定 で あ

る。 これ らの付 加 サ ー ビスはPADに よっ て導 入 され るで あろ う。

計 画 さ れ て い る基 本 的 な サ ー ビ ス は,CCITT勧 告X.25に 述 べられ

てい る最 初 の3つ の伝 送 プ ロ トコル ・レベ ルを含 む 予定 で あ る。 そ の プ ロ ト

コル ・レベ ル は ,こ のサ ー ビス を国 際 間 で接続 す るた め のベ ー スに な る。 前

述 の勧 告 は,パ ケ ッ ト方 式 のDTEの ため に出 され た もので あ る。

X・25イ ンタ フェイ スを 持 た ない 非 パ ケッ ト方 式 のDTEの 接続 のた め に,

CCITTはX.28とX.29の 勧 告 を 出 して い る。そ の勧 告 に よって,あ るタ イ

プの キ ャラ クタ方 式 のDTEは パ ケ ッ ト方 式 のDTEと 相 互 通信 が可 能 にな

る。 勧 告X.25に 詳細 に述 べ られ てい るサー ビスは,そ の網 が サ ー ビス開始 す

る時 に,ベ ー シ ックな サ ー ビス として提 供 さ れ る予 定 で あ る。 付 加 サ ー ビス

はCCITT勧 告 のX.28とX.29に 適合 した もの とな る こ とは間 違 い ない 。

勧 告X.3と 合 致 したPAD設 備 が,適 合 の た め に使用 され るで あ ろ う。 さ ら

に 進 ん だ 適 合 機 能 を い か に 導 入 す る か の 方 法 と,そ れ ら を い つ 導 入 す

る か の計 画 は,需 要 の い か ん に か か っ て い る 。DBPは 潜 在 的 な ユー ザ

ー と密 接 に連 絡 を と りた い と望 んで お り,こ れ らユ ー ザー の 将来 にお け る需

要 を十 分 理 解 し,適 切 な解 決 策 を提 供 で き る よ うに,こ れ らの サー ビス を処

理 す るた め の標 準委 員会 の 中で,活 発 に働 らきか け るつ も りで あ る。
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表1公 衆 デー タパ ケ ッ ト交換 網 の諸 設 備
.

「

設 備

DTE

伝 送 速 度

ビッ ト/⑳

同 期 化 方 式 プ ロ トコル デ ー タ 分 野

注

1 2 3 4 5 6

.

賦

.泣

|

ホ
'V

ミ
1

マ

X・25イ ン タ フ ェ イ ス を

持 つ メ イ ン ス テ イ シ ョ ン

2400 同 期 X.25

with

LAPB

(1ζ29)+

4800 同 期

9600 同 期

48000

同 期
初期には地域的に制限あり

プ

K
泣

ー
ト
ロ
只

尊

PADを 介 し て 他 の イ ン タ フ

ェ イ ス を 持 つ メ イ ン ス テ イ シ

ョ ン

110-300 非 同 期

X.28

(X.29>← ある異種 コー ドに転換 を

計 画 中

1200 非 同 期 ア ナ ロ グ

X.28

(X.29ド

公 衆 交 換 網 か らPADを

介 して の ア ク セ ス

50 非 同 期

詳細未定

1口ANo.2

テ レック ス網 を介 して の ア クセス

1ユ0-500 非 同 期

X.26

(叉.29)◆

DIN6603/

IAN〔15の

ヴ ァー ジョ ンを 修正

電話網とDATEX網 を介してのアクセス

.

公衆電話網を介しての アクセス

'

1200 非 同 期

ア ナ ログ

ぽ 戊)・

上 記 以 上 の 高 速 同 期 DIN66019

の検討終了

まで詳細未

定

ある異種 コー ドに転換を

計画中

公衆電話網とDATEX網 を介しての

アクセス

`

+PADを 介 して接続されパケッ ト方式のDTE専 用

++今 後ユーザとの合意の上で詳細を定める



② サ ービスの範囲

デ ータ ・パ ケ ッ ト交 換 網 内で発 生 す る コー ル,な い しは 交 換網 へ の コー ル

で 想 定 され る流 れ を以 下 に示 す。

＼ 発信DTE
着信DTE＼

DTEW DTEX .25 DTEPAD

DTEw /
/

○

DTEx .25 ● ● ●

DTEPAD
// ●

口 計 画 な し

● 網 の サ ー ビ ス 開 始 時 に イ ン プ リメ ン トの 予 定

○ 若 干 遅 れ て イ ン プ リメ ン トの予 定

DTEw:電 話 又 はdatex網 を 介 し て,ま たPADを 介 し て

ダ イ ヤ ル ・ア ク セ ス で き るDTE

DTEx.25:デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網(X.25)の メ イ ン ・ス テ イ

シ ョ ン に あ るDTE

DTEPAD:PADを 介 し て デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の メ イ ン

ス テ イ シ ョ ン に あ るDTE

デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 で 提供 さ れ るサ ー ビス につい て は ,次 の2つ の設

備 を は っ き りと区 別 しな けれ ば な らない。 即 ち,

一 ス テ イ シ ョンが 設 置さ れ る とき に
,そ れ と合 わ せ て作 られ る設備 と,

一 コー ル発 信 の 場合 に必 要 と され る設 備

iス テ イ シ ョ ン が 設 備 さ れ る と き に,そ れ と合 わ せ て 作 ら れ る設 備

① ヴ アー チ ュ ア ル ・コ ー ル'

ヴ ァー チ ュ ア ル ・ コー ル は 次 の3つ の 側 面 に特 徴 が あ る 。

一 コ ー ル 発 信 の 側 面
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"コ ー ル ・リクエ ス ト"の パ ケ ッ トの中 に含 まれ る発信DTEと 着信DT

Eの ア ドレスの助 け を か りて,論 理 的 な接 続 を行 な え る よ うにす る。

一 デ ータ 転 送 の側 面

DTEに よっ て送 られ るデー タ は,論 理 的 な接続 を 通 してパ ケ ッ トで

伝送 され る。

一 コー ル の接続 解 除 の側 面

DTEはttコ ー ル ・リクエ ス ト"パ ケ ッ トに ょっ て論 理 的 な接 続 を 解

除 す る こ とがで き る。

① パ ー マ ネ ン ト ・ヴァー チ ュ ァル ・サ ー キ ッ ト

パ ー マ ネ ン ト ・ヴァー チ ュ ァル ・サ ー キ ッ トは次 の よ うな特 徴 を持 っ て

い る。

一 そ れ は トラフ ィック との 関係 で 恒 久 的 に割 り当 て られ る。

一 コー ル発 信 とか コー ル終信 とい う側面 は全 然 ない 。

一 デー タ伝 送 の側面 は ヴァー チ ュァ ル ・コー ルの側 面 と一 致 す る。

⑪ マル チ ・ア クセ ス

論 理 的 には,勧 告X.25に ょって,ひ とつ の ステ イ シ ・ンに よって 形成 さ

れ る独 立 の論 理 回線 は4096本 まで 認 め られ てい る。こ の ス テ イ シ ョン とし

て選 べ る伝 送 速度 の範 囲 内で,ユ ー ザ ー は あ る制 限 まで は 回 線 の数 を 自由

に設 定 す る こ とが で きる。 こ の場 合,回 線 数 は 同 時 に発 生 す る トラ ピ ッ

ク との 関係 で必 要 とされ る数 に ょっ て定 め られ る と同時 に,ト ラ ピック の

量 と タ イ ム リー な 配 分 と に よ っ て も定 め られ る 。設定 され るべ き回 線

数 の トー タ ルが い わ ゆ る回線 の ナ ンバ ー リン グ計 画 で あ る。 それ は イ ン カ

ミン グ用 とア ウ トカ ミ ング用 に分 割 す る こ とが で きる。

な お,ど れ が パ ー マ ネ ン ト ・ヴァー チ ュ アル ・サ ー キ ッ トと して利 用 さ

れ,ど れ が ヴァー チ ュ アル ・コー ル用 として利 用 さ れ るか を 事 前 に定 め て

お く必 要 が あ る。

⑩ 着信 呼 に対 す る着 信 人 払 い の料金 の受領
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この機 能が ひ とつ の ス テ イ シ ョンに固定 して割 り当 て られ てい る とい う

こ とは,そ の機 能 を保 有 し てい る人 が 発信 者 の請 求 で着信 呼 に対 して トラ

ピッ ク料 金 を 徴 収 す る こ とを 意味 して い る。 この機 能が な け れ ば,着 信 人

払 い を要 求 す る コー ル は事 前 に通 話 先 へ の交 換 を 拒否 され る こ とにな る。

⑰ ユ ー ザ ー の 閉鎖 グル ー プ

ス テ イ シ ・ンはい くつ で も閉 鎖 的 な ユ ーザ ー ・グル ー プを形 づ くる よ う

に コ ンバ イ ンす る こ とが で きる。 同 じユ ーザ ー ・グルー プの ス テ イ シ ・ン

は,同 じ グル ー プに属 してい る ス テイ シ ョンに よ って のみ,直 接,結 ば れ

る。 それ ぞ れ の グル ー プ内 で,他 の グル ー プの ス テイ シ ョンに アクセ ス の

で きる ス テイ シ ョン と,で きない ステ イ シ ョン とを区 別 して お く必要 が あ

る。

iiコ ー ル の設 定 面 で 必 要 とされ る設 備

① 着 信 ス テ ィ シ ・ンに ょって着 信 人 払い 料金 を受 領 し よ う とす る請 求

着信 ステ ィ シ ・ ンが発 信 ス テ ィ シ ・ンの トラ ピック料金 を受 領 す る機 能

を備 えてい る時 に限 りこの機 能 を必 要 とす る コー ルは発 信 され る。 この機

能 が ない 時 はそ の コー ル の要 求 は拒 否 され る。

④ 呼 の流 れ の コ ン トロール

連続 番 号 を 送 るWコ ンセ クテ ィ ブ ・パ ケ ッ トの 注文 セ ッ トの ご と く,D

TEと 論 理 回 線 の デ ー タ ・サ ー キ ッ ト端末 設 備 相 互 間 の イ ンタ フェイスで,

そ れ ぞれ の伝 送方 向 の"通 路(window)"を は っ き りときめ る可能 性 が 考

え られ る。 これ らの連 続 番号 を送 られ るパ ケ ッ トは,イ ンダ フ ェイ スを ク

・スす る よ うにオ ー ソ ライズ され て い る。 ヴァ リューWは7(も しくは127)

を越 え る こ とは で きな い 。 この機 能 の導 入 予 定 期 日は未 定 で あ る。

⑪ スル ー プ ッ ト ・ク ラ ス

勧 告X.25の 中で述 べ られ て い る この機 能 は,デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の

中 に導 入 さ れ る よ う意 図 され てい る。 そ の機 能 は スルー プ ッ ト ・ク ラ スの
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2のn乗(nは1～16)の レベ ル に特 定す る よ う計 画 され て お り,ビ ッ ト

/秒 内の ひ とつ の ス ルー プ ッ トは今 後定 め ね ば な らな い こ とにな ってい る

一 定 の期間 を 越 え る統 計 的 な ミー ン ・バ リュー ご とにひ とつ の論 理 回線 を

割 り当 て る こ とが で き る。 スル ー プッ ト ・ク ラスは トラ ピ ック関係 のい ず

れ の方 向 に もお互 に独 立 して 固定 す る こ とが で き る。 保 証 され る ヴァ リュ

ー は 目下
,検 討 中で あ る。

この機 能 の導 入 時 期 は まだ固 まっ てい ない 。

③ 交換センターの数

交 換 セ ン タ ー の数 と そ の 他 の ネ ッ トワー ク の ノ ー ドの 数 は,予 想 さ れ る ト

ラ フ ィ ッ ク量 に ょ っ て 決 定 さ れ る。 シ ス テ ム の 構 成 要 素(モ ジ ュ ー ル)の 設

計 は,ト ラ ピ ッ ク の 増 加 に 適 応 で き る よ うに し て い る。 つ ま り,デ ー タ ・パ

ケ ッ ト交 換 網 へ の 接 続 の た め,あ るい は,そ の 他 の 公 衆 網 か ら そ の 網 へ(?ア

ク セ ス の た め の ア プ リケ イ シ ョ ン は,網 の サ ー ビ ス に 組 み こ ま れ た 後 に フ ァ

イ ル さ れ,簡 単 な 通 知 で 適 応 で き る よ う に な る。

i導 入 の時 期

この網 は1980年 にサ ー ビス開始 さ れ る よ う計 画 さ れ てい る。

ii位 置 の設定(Locations)

'公衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビスはDBPの 全 エ リアで 提 供 され る
。 更

に,Euronet勿 論,そ の他 の 欧州 諸国,ア メ リカ,カ ナ ダの公 衆 デー タ網

との相 互 接 続 を で き るだ け 早 期 に提 供す る よ う努 力す るつ も りで あ る。

④ 網 の特 徴

iサ ー ビ ス の 品 質

サ ー ビ ス 品 質 に 関 す る 数 多 くの パ ラ メ ー タ が,ネ ッ ト ワー クや 接 続 の さ ま
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ざ まな特 徴を 説 明 す るた め に提供 され るで あろ う。 これ らの パ ラメ ー タ は 目

下 研 究 中 であ る。

おお よそ の ア イデ アを 提供 す るた め に,い くつ か の ヴ ァ リュー を以 下 に示

す。

① デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の デ ィ レイ ・タ イム

高
端 末 デー タ

ステ イ ション

一 加入者線一 一 網の内部一→ ← 一加 入者線 一

口 口
交換機

口 囲
データ・プロセッシング

システ ム

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換網(発 信 元 の交 換 一着 信先 の交 換)の 内部 に お け

るパ ケ ッ トの デ ィ レイ ・タ イ ムは数 多 くの影 響 を受 け る し一 定 の範 囲 の 中

で変 化 す る。100ミ リセ カ ン ドか ら200ミ リセ カ ン ドの範 囲 の ヴァ リュー

に収 め る こ とが 期待 され て い る。

発 信 お よび 着信 ステ イ シ ・ ンの加 入 者線 に よっ て追加 の デ ィ レイが 発生

す る。 この場 合 は,加 入 者 線 の伝 送 速 度 に よ'って厳 し く影 響 を受 け る。 あ

る長 さ を持 つ パ ケ ソ トのデ ィ レイ ・タ イムは,定 め られた 伝 送 速 度 に よっ

て計 算す る こ とがで き る。

も し も,ひ とつ の リンク がPADを 介 して,ル ー トにな っ てい るな らば,

ア ィ レイ ・タ イ ムは リンク ・ア クセ ス ・プ ロセ デ ュ ァを 適用 す る もの と し

て 計算 の 中 に入 れ る必 要 が あ る。 別 の交 換網 か ら アク セ スが行 なわ れ る場

合 に は,追 加 の デ ィ レイが 認 め られ なけ れば な らない。 そ の追 加 の デ ィ レ

イ は時 に は数 百 ミ リセ カ ン ドの オー ダー で もよい し,接 続 され てい る加 入

者 線 の ヴァ リュー に 置 きか えて もさ しつ か えない 。

⑪ そ の他 の サ ー ビス品質 のパ ラ メー ター

次 の よ うな サ ー ビス品質 の パ ラメ ー ター を達 成 し よ うと意 図 して い る。

一 コー ル の要 求 に対 す る非 接続(rej
ection)1:1000
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一 レベ ル2の 最 終(resultant)ビ ッ ト ・エ ラー10-9

効 用,ス ル ー プ ッ ト,コ ー ル ・セ ッ トア ッ プ の タ イ ム,パ ケ ッ ト ・エ ラ

ー レ イ ト等 に 関 す る デ ー タ は ,近 い うち に 設 定 さ れ る予 定 で あ る。

iiイ ン タ フ ェ イ ス

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に接 続 さ れ るX.25の メ イ ン ・ス テ イ シ ・ン の た め

に,CCITT勧 告X.25の 明 細 書 が 適 用 さ れ る で あ ろ う。

m'番 号 計 画

近 く発 表 の予 定 で あ る。

⑤ 網 管 理 と保 守 のプ ロセ デ ュア

診 断 を含 む 網管 理 の主 要 な 問題 点 は,網 管 理 セ ンタ ー に ょ って処 理 され る。

ユ ー ザー の 閉 鎖 グル ー プの 中で は,カ ス トマー 独 自の網 デ ー タの調 査 を 要

求 す るた め に,特 定 の加 入 者 ステ イ シ ・ンか ら,網 管 理 セ ンター に アク セ ス

が行 な われ る。

欠 陥 を報 告 す るた め の適 切 な プ ・セ デ ュ ァが開 発 され,導 入 され る予 定 で

あ る。

個 々の デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 にあた り,網 の ユ ー ザー に対 して,テ ス ト用

の ス テ イ シ ョンを 準備 す る よ う計 画 され てお り,そ の ス テ イ シ ・ンは特 に新

しい機 能に よっ て発 生 す る問題 点 を,い とも簡単 に 解決 す るで あ ろ う。
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⑤ ア プ リケ イ シ ョン

① 提供 す るサ ービ スの 範 囲

デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 に よ って,DBPは デ ー タ通信 のた め の サ ー ビス範

囲 を3つ の方 法 で拡 張 す る。 第1に,デ ータ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に よっ て接続

が 固定 され てい る公 衆 デー タ網 は勿論 の こ と,現 在 電話 や テ レックスや

Datex網 で提 供 さ れ てい るの と同 じサー ビスを 提供 す る こ とが 可能 にな る。

しか も,と りわ け距 離 に無 関係 の新 しい料金 体 系 と,マ ル チ ・ア クセ スの よ

うな新 しい 興 味 あ る設 備 を使 って提 供 す る。 第2に,デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換

は,さ まざ まな イ ンタ フ ェ イス を持 つ キ ャ ラク タ方 式 のDTEか らの トラ フ

ィ ックに対 して適 応 で き るサ ー ビスを提 供 す る。 第3に,郵 政 当局(postal

administrations)は 公 衆 デー タ ・パ ケッ ト交 換網 の中 で,融 通 の きか ない

物 理 的 レベ ル で は及 び もつ か ない 広範 な イ ンタ フ ェイ スの 明細 書 を提 供 す る。

こ うして幅 広 い相 互 接 続 が で き るた め の前 提条 件 を 作 り出 す ので あ る。

i伝 送 サ ー ビ ス

プ ・ ト コル ・ レベ ル((3)参 照)で デ ー タ の 流 れ を体 系 化 す る こ と に よ っ

て,レ ベ ル1か ら4ま で の 伝 送 機 能 を 果 た す こ と が で き る。

レベ ル(シ ェ ル(shells),レ イ ヤ ー(・leyers))を う ま く組 み 合 わ せ る こ

と に よ っ て 機 能 的 な 相 互 動 作 が 行 な え る よ うに な る。1～3の レベ ル に 対 し

て は,既 に 標 準 が 設 定 さ れ て い る(8章 と 比 較)。 レベ ル4の 標 準 化 に つ い

て,DBPは 統 一 的 な 標 準 化 が 期 待 で き る と い う比 較 的 は っ き り と した 見 通

し を 持 っ て い る。 よ りハ イ レベ ル の プ ロ トコル に つ い て は,本 来DBPの 責
■

任 に 属 さ な い 。1～3の レベ ル の た め の デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の イ ンタ フ

ェ イ ス に 対 す るベ ー シ ッ ク な 明 細 書 は,CCITTの 勧 告X.25に 概 略 が 定 め

ら れ て い る。 そ の 明 細 書 が デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 のベ ー シ ッ ク な サ ー ビ ス
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た めの基 礎 とな って い る。

ii適 応 サ ー ビス

デー タ通信 の た め にDBPが 提供 す るサ ー ビス は,物 理 的 な イ ンタ フ ェ イ

ス(レ ベ ル1)の 明細 書 の規 定 に ょ って今 後 ず っ と制 約 を受 け る。 リンク ・

アクセ ス ・プ ロセ デ ュァ等 に っい て,今 後 更 にユー ザ ー の 同意 を得 る こ とが

必 要条 件 で あ る。 将 来 に亘 って利 用 され るキ ャ ラク タ方 式 ない しは ブロック・

オ リエ ンテ ッ ドのDTEは,実 に膨大 な数 の さ まざ まな シ ステ ムを形 成 す る

可 能性 を示 して い る。

パ ケ ッ トの ア ッセ ンブ リ/デ ィス ア ッセ ン ブ リ設備 の 中に は ,デ ー タ ・パ

ケ ッ ト交 換網 に アク セ スす るた め に行 なわ れ たCCITTの 勧 告X.25に 準 拠

した パ ケ ッ ト方 式 で オペ レー トしないDTEを 持 っ てい る もの もあ る。 この

設備 で は諸機 能 の適 用 や コンバ ー シ ョンは行 な えな い。 この よ うなDTEグ

ルー プのた めに,デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 網 とデ ー タの交 換 が で き る よ うな明

細 書 が作 られ る。 利 用 され て い る同 期 化 の タ イ プは 次 の2つ のDTEに 大別

で きる。

一 ス ター ト/ス トッ プの設 備(非 同期)

一 同期 の設 備

プ ロセ デ ュ ァの タ イ プの違 い に加 え て,利 用 す る伝 送 速 度,イ ンタ フ ェイ

スの 設 計,網 の 形 状 も分 類 の 目安 とな る。

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 網 に対 す る300bpsス タ ー ト/ス トップ ・ディバ イス

の アクセズ は,CCIT .Tの 勧 告X.28に ょって規 制 さ れ てい る。 これ と関

連 の あ る明細 書 が,そ の他 の グ ルー プの設備 に も適 用 され るべ きであ る。 こ

のた め には,DIN66019に 適 応 す るベ イ シ ックな方 式 の伝 送 シス テ ムを 検 討

しな け れば な らない 。一 番 最 近 の国 際標 準 化 に対 して払 わ れ た 努 力 の成 果 も

折 り込 まれ るべ きで あ る。 経 済 上 の 解決 策 が 見 つ か る な らばDTEの 優先 的

な(predominant)ヴ ァ ー ジ ョンが支持 され るであ ろ う。
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■

② イ ンタフェイスの明細書

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換網 に接 続 され るメイ ン ・ス テイ シ ・ンのた め に,D

BPは 国 際 的 な勧 告 と標 準 に合 致 した レベ ル1～3の イ ンタ フ ェ イ ス とプP

トコル の明 細 を きめ る予 定 で あ る。 よ りハ イ レベ ル の プ ロ トコル に適 合 させ

る責任 は加 入者 自身 に あ る。 この 目的 の た め に,標 準,も し くは,規 制 が正

式 に作 られ た場 合 には,直 ちにそ の標 準 や規 制 は ア プ リケ イ シ ョンの全 分野

で ベ ー ス と して採 用 され るべ き もの と なる。
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o

(6)新 しい 可 能 性 の あ る コンフィグ レイシ ョン(構 成)に 関 す るノー ト

デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビスの導 入 に ょっ て,コ ン フ ィグ レイ シ ・ンの新

しい可 能 性 が 開 け て くる。 新 しい イ ンタ フ ェイ ス とプ ロ トコル が検 討 され ね ば

な らない 。 これ らの イ ンタ フ ェ イ スや プPト コル は,網 に接 続 され るDTEに

ふ さわ しい ハ ー ドウ ェ アや ソ フ トウ ェアの モ ジ ュール を必 要 とす る。

第5図 は新 しい可 能 性 の あ る コン フ ィグ レイ シ ョンの 立面 図 を示 した もの で

あ る。 単 独 の加 入 回 線 を介 して,マ ルチ ・アク セ スの で き る可能 性 につい て,

特 に注 意 を払 う必要 が あ る。 ここで は,接 続 され る通信 設備 は勿 論,コ ン ピ ュ

ー タの イ ン プ ッ トも プ ログ ラムの モ ジ ュー ル に よっ て置 きか え る こ とが で きる。

そ のモ ジ ュー ル はい くつ か の論 理 的 な デー タ の 流れ を,ひ とつ の物 理 的 な 流 れ

に組 み立 てた り,ひ とつ の物 理 的 な デ ータ の 流 れ をい くつ か の論 理 的な 流 れ に

分 解 した りす る。

距 離 と無 関 係 な トラ ヒ ック料 金 の適 用 は,低 コ ス トの コ ンフ ィグ レイ シ ・ン

に関 す る限 り,デ ー タ の 流 れ を合 理 的 に組 み 立 て るた め に重要 な 意 味を 持 つ よ

うにな るで あ ろ う。

外 国 の公 衆 ネ ッ ト網(そ の 国 に デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 が存 在 す る時 には い

つ で も),デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 を介 して,相 互 接 続 が 可能 にな る こ とは い

うまで もない 。 これ ら の網 を す で に設 置 し てい る国,な い しは80年 代 初 期 に導

入 しよ うと してい る国 は多数 あ る。1979年 の 中頃 か ら,EC加 盟 国 は一 定 の条

件 の下 でEuronetを 介 して,国 際 デ ータ ・パ ケ ッ トの トラ ピ ックを交 流 さ

せ る可能 性 を持 つ よ うにな る。
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図5さ ま ざ ま な.公 衆 交 換 網 を 介 し て デ ー タ 通 信 を 行 な う

の に適 した コ ン フ ィ グ レ イ シ ョ ンの 立 面 図
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(7)公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換サ ー ビス の料 金 モ デ ル

(2)④ 項 で 料金 の要 素 を例 挙 して おい た が,こ の要 素 は"DBPの 事 前 の調 査

研 究"で 検 討 され た 料金 モ デ ルの ベ ー ス とな る もので あ る。 推 定 さ れ る料金 構

成 と料金 額 は,ま だ 拘 束 力 を持 つ もの で はな い。 個 々の料金 の相互 関係 と金 額

は 第6図 に示 して あ る。

そ の図 に示 さ れ てい る料金 要 素 に関 して は,次 の事 項 を 注 意す る必要 が ある。

B1欄:公 衆 デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に接 続 す る メ イ ン ・ス テイ シ ・ン に対 す

る月額 基 本 料金 の 中 に は,加 入者 に関係 した 交 換 設備,そ れ ぞれ の伝 送 速度

に合 わせ た イ ンタ フ ェ イス まで の デー タ 伝送 用 の加 入 回線 と,付 加 設備 の 設

置 と保 守 に要 す る費用 が含 まれ る。 一本 の加 入 回線 の 中に あ る数 本 の パー マ

ネ ン ト ・ヴァー チ ュアル 回線 の提供 に対 す る付 加 料 金 には,交 換 に要 す る経

費が 含 まれ る。 同 じ こ とが,メ イ ン ・ス テ イ シ ョンに対 す るそ の他 の付 加 料

金 に も適 用 さ れ る。

Z1.1欄:そ の他 の公 衆 交 換 網 の ス テ イ シ ョンか らそ れ らが デー タ通 信 のた め

に設計 され てお り,一 定 の必 要条 件 を備 え てい るな らば,公 衆 デ ー タ ・パ ケ

ッ ト交 換 網 に含 まれ るPAD(パ ケ ッ ト ・アセ ン ブ リ/デ ィ ス アセ ンブ リ設

備)に ア クセ スが で き る。 基 本料 金 や トラ ピック料金 は,通 常,こ の よ うな

ネ ッ トワ ー クの た め に必 要 な料 金 で あ る。 電 話網 の 中 で これ らの料 金 は・奨

来1980～1982年 には,原 則 として近 距 離(short-haul)通 話 料金 となるで

あ ろ う。

発 信 加 入 者 はPADま で の通 話 料金 を 負担 しな け れ ば な らない 。 原 則 と し

て発 信 ス テ イ シ ョンを確 認 す る こ とは 不可 能 な のでき トラ ヒ ック料金 は"受

信 加 入者 に よる受信 人払 料 金 の受 取 を 請 求 す る"機 能 に ょっ て計算 され,受

信 加 入 者 の勘 定 に入 れ られ る。 この こ とは,受 信 加 入 者 が"受 信 コー ル に対
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す る受 信 人 払 料 金受 け 取 る"機 能 につ いて,DBPと 合 意 した もの とみ なさ

れ る。

Z1.2欄:も うひ とつ の公 衆 交 換 網 の加 入 者 が,公 衆 パ ケ ッ ト交 換 網 に アク セ

スす る こ とを望 む な らば,ふ た つ の網 相 互 間 の接 続 が行 なわ れ る。 徴 収 され

る料金 は 網 の イ ンタ フ ェイ スで,デ ー タ伝 送 の ため に必 要 とされ る付加 設 備

の費 用 を 含 む ダイ ヤル ・アク セ スの費 用 を カバ ーす る。

※ 料金 徴 収 のた め に発 信 加 入 者 を確 認 す るた め の可 能性 は,目 下 研 究 中 で

あ る。

Z1.3欄:キ ャ ラ クタ方式 のDTEは デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 網 に適 合 させ ね ば

な らない 。 も しそ の適 合 に あた り,PADを 必 要 とす るな らば,こ の欄 で示

され てい る料金 が必 要 とな る。 各 ス テ イ シ ・ンご とに月 間支 払 う最大 料金 額

は,3,000分(=180DM)に 見合 うも ので あ る。

PADの 料金 は,次 の項 目のた め に支 払 もの で あ る。

-X .25の イ ンタ フェイ スが な く付加 サ ー ビスを 提供 す るた め に,PAD

を必 要 とす るデ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換網 に接 続 され て い るメ イ ン ・ステ イ

シ ヨ ン

ー 適 合 のた め にPADを 必要 とす るそ の他 の交 換網 か らの コー ル

さ まざ まな プ ロセ デ ュァの適 合 性 を 提供 す るため に,ユ ーザ ー との合

意 が必 要 で あ る こ とはい うまで もない。

2.1と2.2欄:時 分 料 金 は 伝送 速 度 別 に ラ ン クされ てい る。

2.1欄:ヴ ァー チ ュアル ・コール の 場合 には,時 分料金 は毎 分 ,数 ペ ニ ッ ヒ

(1DMの ㍍)で 勘定 され る・夜 間料金1と 皿はそれぞ樋 常 丁と9ma額

さ れ る。

2.2欄:パ ー マ ネ ン ト ・ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・コ ー ル の 場 合 に は,時 分料 金(*LDM/A

で 表 わ さ れ て い る。

囲 他 の 交 換 網 か ら ア ク セ ス が 行 な わ れ る場 合 に は,パ ー マ ネ ン ト ・ヴ ァ ー

一135一



チ ュァル ・サ ー キ ッ トは原 則 と して設 定 され ない。

3欄:ヴ ォ リュー ム料金 は セ グメ ン ト当 り数 ペ ニ ッ ヒで勘 定 され る。 周 辺 の デ

ー タ ・ステ イ シ ョ ンか らデ ー タ処 理 シス テ ムの方 向 ,な らび にそ の 逆 の方 向

.で 発 生 す るひ とつ の ま とまった(coherent)キ ャラクタ は,別 々の セ グメ ン

トと して カ ウ ン トされ る。 不 完 全 な セ グメ ン トも完 全 に ひ とつ の セ グメ ン ト

と して勘 定 さ れ る。

そ れ ぞれ の ヴァー チ ュァル ・コー ルは,ま だ 決 定 してい ない 最 少 の数 の セ

グメ ン トを 構成 す る もの とみ な され る。

この料 金 を 計 算 す るた め に,夜 間 料金1と 夜 間 料金 皿に対 す る昼 間 料金 の

量 の配 分 は,ひ とつ の ス テ イ シ ・ンに ょ って一 月 間 の ヴ ァー チ ュ アル ・コー

ル とパ ー マ ネ ン ト ・ヴァーチ ュアル ・サ ー キ ッ トとして取 り扱 わ れ る セ グメ

ン トで 示 され た トー タ ル の トラ ピッ ク量 に対 して定 め られ る。最 初 の30万 セ

グ メ ン ト,次 の30万 セ グメ ン ト,3番 目の30万 セ グ メ ン トに対 す る料 金 は,

そ の セ グメ ン トに対 す る と同様 に料金 額 の前 述 の タ イ プ(昼 間 料金,夜 間 料

金1,夜 間 料 金 皿)相 互 間 と同 じ料 率 で配分 さ れ る。 夜 間 料金 の1と 皿は,

そ れぞパ と証 割 引きされ る.

4欄:受 信 人 払 料金 の受 取 に対 す る要 求 とか,は っきウ ときめ られた スルー プット・

クラスのごとく,選 択 可 能 な ユーザー の設 備 は,ま だ正 式 に定 型 化 されていない。

アクセス とPADと 継続 料金 のた め の完 全 な(rounding)規 制 は,い ずれ も

は っ き り定 め られ てい ない 。 お お まか な見 通 し として は,測 定 は分 単 位 で行

な わ れ る こ と,ま た,1分 間 毎 に単 位 料金 を払 わ ね ば な らない こ と,な どが

推 定 され る。

ヴァーチュァル ・コール ご との セ グメン ト最 低 単位 の数 は,ま だ 固 め られてい な

い 。 お お まか な計 算 として は,こ の 数 は50を 越 え ない と推定 さ れ る。もし,も

っ と少 ない 数 をベ ース に して計 算 し ょ うとす れ ば,(1)の ① で述 べ た 事 務 所 と

打 ち合 わ せ を しな け れ ばな らない だ ろ う。 しか しな が ら,こ の場合 ケース よっ

て は,そ れ ぞ れ の トラ ンザ ク シ ョンに対 して,ヴ ァー チ ュアル ・コー ル を設 定

しな い で,数 個 の トランザ ク シ ョンを持 続 した ほ うが経 済 的 にな る こ とが あ

る こ とを 注意 す る必 要 が ある。;
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図6デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 に対 す る料 金例
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(8)料 金 の 適 用 例

(7)に 示 さ れ た 料 金 要 素 は,利 用 さ れ る構 成(configration)と 取 扱 わ れ る

トラ ピ ッ ク 量 に ょ っ て 一 定 の トー タ ル 料 金 まで 付 加 さ れ る。

① 料金 システム

まず第1に,い くつか の構 成 を 主 要 な 料金 要 素 とと もに示 す。

データ ・パ ケッ ト交換網 に接続

ア 一 夕

パ ケ ッ トB

メ イ ン ・ス テ イ シ ョン 交 換 網 メ イ ン ・ス テ イ シ ョン

ア 一 夕

パ ケ ッ トB

メ イ ン ・ス テ イ シ ョン 交 換 網 メ イ ン ・ス テ イ シ ョン

メ イ ン ・ス テ イ シ ョ'

メ イ ン ・ス テ イ シ ョン

C

メ イ ン ・ス テ イ シ ョン

マ ル チ

ァ ク セ ス

ラ イ ン

ア ー タ

パ ケ・ッ ト

交 換 網 メ イ ン ・ス テ イ シ ョン
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され てい る2つ の メ イ ン ・ス テ

イ ション

基本料金A

基本料金B

時分料金

ヴォ リューム料金

PADに ょる2つ のメイ ン ・ス

テ イ シ ョンの適用

基本料金A

基本料金B

PAD料 金

時分料金

ヴォ リュー ム料金

データ ・パケ ッ ト交換網 に接続

されてい る数個のメ イン ・ステ

イ シ ョ ン

基本料金A,B,C

基本料金Dプ ラス

マルチ ・アクセスのための

付加料金

時分料金

ヴォ リューム料金



その他公衆交換網を介 しての

1

その他の交換網

PAD

ス テ イ シ ョン メ イ ン ・ス テ イ シ ョン

アクセス

その他 の交換網 で発

生 する料金

アクセス料金

PAD料 金

基本料金A

時分料金

ヴォ リュー ム料金

囲 マルチ ・アクセスの付加料金 は,数 本 の論理回線が,X.25イ ンタ フェイスのメ イン

ステイシ ョンで提供 され る時 には ,つ ね に支払わねばな らない。 もしも論理回線が一

本 だけの場合は,こ の付加料金 を支払 う必要はない。

② 計 算 例

i公 衆 電 話 網 を 介 し て ア ク セ ス す る キ ャ ラ ク タ 方 式 の300bpsデ ー タ ・

ス テ イ シ ョ ン

推 定 トラ ピ ッ ク の 量

1月 平 均 の オ ペ レー ト20時 間,1時 間 平 均60ト ラ ンザ ク シ ョ ン と推 定 さ れ

る 。 ひ とつ の トラ ン ザ ク シ ョ ンは,'デ ー タ ・ス テ イ シ ・ ン か ら デ ー タ 処 理 シ

ス テ ム に対 し て,50キ ャ ラ ク タ の 照 会(1セ グ メ ン ト)と デ ー タ 処 理 シ ス テ ム

に よ る100キ ャ ラ ク タ の 応 答(2セ グ メ ン ト)か ら 構 成 さ れ る
。 こ れ よ り長 い コ

ー ル で は
・ セ グ メ ン トの 最 少 端 位 の 数 は さ して 重 要 と考 え ら れ て い な い 。

月 額 料 金

一 公 衆 電 話 網 に お け る 料 金

・基 本 料 金 と そ の 他 の 料 金

例:モ デ ムD200Sの つ い た 電 話 ス テ イ シ ョ ン

(DM32.00十DM140.00が1979年1月1日か らDM27
.00十DM100.00に な る)
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・ ア ク セ ス ・ポ イ ン トま で の トラ ピ ッ ク料 金

例:23ペ ニ ッヒ/8分 で20時 間 運 用 の 場 合DM34.50

一 ア ク セ ス料 金

20時 間 ×60ト ラ ンザ ク ション×3.33ペ ニ ッヒ/分=DM40.00

-PAD料 金

20時 間 ×60ト ラ ンザ 〃 ・ン ×6.00ペ ニ ・ヒ/分 －DM72.00

一 ト ラ ピ ッ ク 料 金(原 則 と し て 受 信 人 払 の 前 提 で,着 信 ス テ イ シ ・ ン に 請

求 さ れ る)

・ ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・ コー ル に 対 す る時 分 料 金

20時 間 ×60ト ラ ンザ ク ション ×O.50ペ ニ ッヒ/分=DM6.00

夜間料金1と 皿はそれぞれ}と ξ減額

・ ヴ ォ リ ュ ー ム 料 金

伝 送 さ れ 受 信 さ れ た セ グ メ ン トの 数:ト ラ ンザ ク シ ・ ン ご と に20時 間

×60ト ラ ンザ ク シ ョン ×3セ グメ ン ト=3,600セ グ メ ン ト

3,600×0.33ペ ニ ッヒ/セ グメ ン トDM11.88

夜間料金1と 皿はそれぞれれ …噸

合 計 昼 間料金DM336.38

夜 間 料 金IDM328.38

夜 間料 金 皿DM324.38

‖ 公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の メ イ ン ・ス テ イ シ ・ ン に 接 続 さ れ てい

る2,400bpsの パ ケ ッ ト方 式 デ ー タ ・ス テ ィ シ ・ ン

推 定 トラ ヒ ッ ク量

一 月 平 均 の オ ペ レー ト80時 間,1時 間 当 り60ト ラ ン ザ ク シ ョ ン と推 定 され

る。 ひ と つ の ト ラ ン ザ ク シ ・ ン は 伝 送 さ れ る デ ー タ の100キ ャ ラ ク タ(2セ

グ メ ン ト)と 受 信 さ れ る デ ー タ の900キ ャ ラ ク タ(15セ グ メ ン ト)の ふ た つの

ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ る。 これ よ り長 い ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・コ ー ル は,さ し て 重
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要 と考 え られ て い な い 。

月 額 料 金

一 基 本 料 金DM200 .00

一 ト ラ ピ ッ ク 料 金

・ひ と つ の ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・コー ル に対 す る時 分料 金

80時 間 ×60ト ラ ンザ ク ション ×1.00ペ ニ ッヒ/分=DM48.00

夜間料金1と 皿はそれぞ鳩 と9減 額

(ひ とつ の パー マ ネ ン ト・ヴァーチ ュァル ・サー キ ッ トに対 しDM90.00)

・ ヴ ォ リ ュー ム 料 金

セ グ メ ン トの 数

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ご と に80時 間 ×60ト ラ ンザ ク シ ョン×17セ グ メ ン ト

=81 ,600セ グ メ ン ト

81,600×0.33メ ニ ッヒ/セ グメ ン トニDM269、28

合 計 昼 間 料 金 ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・コ ー ルDM517.28

夜 間 料 金1ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・コ ー ルDM367.20

夜 間 料 金llヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・コー ルDM305.60

囲 本 項 の ② の1とiiで 示された計算例は ・料金要素の相関関係 を例示す ることを

意図 した ものであ り,ア プリケイシ ョ/の いちばん広 い範囲を カバー した もので は

ない。また,着 信 ステイ シ・ンに対 する基本料金,な い しは,基 本料金要 素(仮 に

集 中化が行 なわれ てい る として)を 含 んでいない 。
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(9)標 準 化 の 現 状

(3)で 述 べ た よ う な オ ー プ ン ・シス テ ムで は,コ ン トロー ル ・プ ロセ デ ュ ァ

や 隣接 レベ ル との イ ンタ フ ェイ ス の標 準化 は勿 論,フ ァン ク シ ・ナル ・レイヤ

ー(プ ロ トコル ・レベ ル)の 標 準 化 が 必 要 とされ る。 基 本 的 に は,次 の2つ の

国 際機 構 が こ の分野 で 活 動 してい る。

一 標 準 化 のた め の国 際機 構(ISO)

一 国 際 電 信 電話 諮 問 委 員会(CCITT)

(国 際 通信 ユ ニ オ ンの技 術 委 員会(ITV))

ISOとCCITTは 双 方 の合 意 の下 に,必 要 とされ る標 準 を 設 定 す る こ とを

決 定 した。 通 信 設備 の機 能 は,先 づCCITTに ょ って審査 さ れ る。 インタ フェ

イ ス の標 準化 で は,ふ た つ の機 構 が共 働 で作 業 す る。 ハ イ ・レベ ルの プ ロ トコ

ル は最 初 にISOが 担 当す る。

オ ー プ ン ・シ ステ ムの標 準 化 は,ま だ始 め られ た ぽか りで あ る。 これ らの 問

題 を処 理 す るISOの 小 委 員 会(TC97/SC)は,1977年 の初 め に設 置 され た。

標 準化 のた め の ドイ ツ研 究所(DIN)の 通信 委 員会(N1/AA16)も,こ の分 野

で 活動 してい る。 一般 的 に認 め られ て い る コ ン ト・一 ル ・プ ロセ デ ュ ァや イ ン

タ フ ェイ ス の明 細書 は,現 在 で は オー プ ン ・シス テム のた め の複雑 な ア ー キテ

クチ ュ アの モ デル の うち,一 番 低 い レベ ル の もの に しか適 用 され てい ない 。 こ

の よ うな現 状 で は,DTE/DCEイ ンタ フ ェイ ス に関す るVシ リー ズ とXシ リ

ー ズ のCCITT勧 告 と,基 本 方式 とHDICリ ンクの アク セ ス ・プ ・セ デ ュア

に関 す るISOの 標 準 につ い て,特 に注 意 を払 う必要 が あ る。

デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 のDTE/DCEイ ンタ フェイ ス関 係 の伝 送 機 能 に関

して,オ ー プ ン ・システ ム のた め の一 般 的 な アー キ テ クチ ュ アの モ デル1～3

の ファ ンク シ ョナ ル ・レイ ヤ ー(レ ベ ル)に 対 し,明 細 書 はCCITT勧 告X.

25と い う形 で適 用 さ れ てい る。
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な か ん ず く,つ ぎ の よ うな 問 題 が 勧 告X.25で 処 理 さ れ る。

一 レベ ル1はDTE/DCEイ ン タ フェ イ ス を 介 し て
,通 信 網 と つ な が るD

TEの 物 理 的 な 接 続 を 規 制 す る。X.25の 中 に 含 ま れ る 関 連 の 明 細 書 は,新

しい デ ー タ 網 の た め にCCITT勧 告X.21と 同 じ も の で あ る。DBPの 網

で は,X.21の イ ン タ フ ェイ ス は 一 般 的 に,1981年 か ら採 用 さ れ る 予 定 で あ

る。 そ れ ま で は,x.21bisが 利 用 さ れ る か も し れ な い 。

一 レベ ル2は デ ー タ ・サ ー キ ッ トの 端 末 設 備 とDTE間 の デ ー タ交 換 の た

め のHDICリ ン ク ・ア ク セ ス ・プ ロ セ デ ュ ァ を 定 め て い る。 この プ ロセ デ ュ

ァはISOに よ っ て 定 め られ た 。X.25が1976年 に 採 択 さ れ た 時 に,最 終 の

HDLC標 準 がISOに よ っ て 定 め られ てい な か っ た の で,レ ベ ル2に 対 す

るX.25の 明 細 書 は,当 初,ISO .に ょ っ て 行 な わ れ た 作 業 の 事 前 の成 果 を

ベ ー ス に し て作 ら れ た 。X・25の 中 で 最 初 に行 な わ れ た こ の 合 意 は,LAP

A(リ ン ク ・ア ク セ ス ・プ ロセ デ ュ アAヴ ァ ー ジ ョ ン,も し くは た だ 単

にLAP)と 名 付 け ら れ て い る 。1977年 の 中 頃 にLAPAはLAPBに

書 き替 え られ た 。LAPBは 関 連 の標 準 と互 換 性 が あ り,ISOの 同 意 も と

りつ け たHDCLヴ ァ ー ジ ・ ン で あ る。CCITTは 現 存 の も の と建 設 中 の

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 は,先 づLAPAヴ ア ー ジ ・ン で オ ペ レー トし,

最 終 的 に 特 に新 しい 企 画 が 関 係 して い る と こ ろ で はLAPBヴ ァー ジ ・ン

で 専 ら利 用 す る こ と を 決 定 し た 。

DBPの 公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 はLAPBヴ ァ ー ジ ョンで オ ペ レー

トす る こ と に な る で あ ろ う。 同 じDTEを 使 っ て ポ イ ン ト ・ツ ー ・ポ イ ン

ト間 の 接 続 に 採 用 さ れ て い るHDLCリ ン ク の プ ロセ デ ュ ァは,世 界 的 に適

用 され る もの で あ るが,こ の プ ロセ デ ュ ァ は1979年 の 初 め にDINに よ っ て

標 準 化 が 行 な わ れ る予 定 で あ る。

-X .25の 中 の レベ ル3は パ ケ ッ ト ・レベ ル の オ ペ レイ シ ・ ン を 規 制 す る。

そ の 限 りで,こ の 勧 告 は ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・コ ー ル とパ ー マ ネ ン ト ・ヴ ァ ー

チ ュ ア ル ・サ ー キ ッ トの み を 処 理 す る も の で あ る 。 デ ー タ グ ラ ム ・サ ー ビ
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ス は ま だ 検 討 中 で あ る 。

X.25の い くつ か の 項 目 は,網 の キ ャ リア と ユ ー ザ ー 間 の合 意 に つ い て ふ

れ て い る。 必 要 な 情 報 が,ユ ー ザ ー の ニ ー ズ に 合 わ せ て,DBPに よ っ て そ

の うち 提 供 さ れ る で あ ろ う。

X・25の 勧 告 に合 致 し な いDTEは,PADsを 介 す る こ と に よって デー タ ・パ

ケ ッ ト交 換 網 と ア ク セ ス で き る。 デ ー タ 伝 送 で は 発 信 のDTEと 着 信 のX.25の

メ イ ン ・ス テ イ シ ョ ンは 一 定 の 規 制 を 守 らな け れ ば な らな い 。

PAD設 備 はX.3勧 告 の 中 に 記 述 さ れ て い る。X.28は110～300bPsで オ ペ

レー トさ れ る非 同 期 の デ ー タ ・ス テ イ シ ョン用 と し て,PADsに 対 す る デ ー タ

伝 送 を 規 制 す る。PADと 着 信 のX・25メ イ ン ・ス テ イ シ ・ン 間 で 利 用 さ れ る コ

ン ト ロー ル ・プ ロセ デ ュ ァ は,勧 告X.29の 中 に 詳 細 が 記 述 さ れ て い る。
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(10)述 語 の 定 義

デ ー タ ・パ ケ ッ ト

ひ とつ の ユ ニ ッ トと し て 取 り扱 わ れ,ま た,コ ン トロー ル 用 の イ ン ス トラ ク

シ ョ ンを 含 む デ ー タ 網 に よ っ て 規 定 さ れ て い る ビ ッ トの 最 大 数

デ ー タ 網(DlN44302)

DTE相 互 間 の デ ー タ ・ リ ン ク を 作 るた め に,専 用 さ れ て い る す べ て の設 備

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換(DIN44302)

デ ー タ 網 の 中 で デ ー タ ・パ ケ ッ トを 受 信 し た りバ ッフ ァ(時 間,速 度 な ど の

調 整)し た り,再 伝 送 した りす る プPセ ス

ス ル ープ ッ ト ・ク ラ ス

ス ル ー プ ッ ト ・ク ラ ス は 加 入 者 の要 求 に し た が っ て網 に よ っ て 伝 送 さ れ る ス

ル ー プ ッ トを オ ク テ ッ ト/秒 で 区 分 す る 。

フ ロ ー ●コ ン トロ ー ノし

フP-・ コ ン ト ロー ル は デ ー タ 網 の 中 で,特 定 の2地 点 間(例 え ば
,DTE

と 網 の ノ ー ド)の 伝 送 速 度 を コ ン ト ・一 ル す る た め の プPセ デ ュ ア で あ る。

ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ ー

提 供 す べ きサ ー ビ ス の た め の デ ー タ ・プ ロセ ッサ ー(サ ー ビ ス ・コ ン ピ ュ ー

タ ー)

サ ー キ ッ ト交 換(DIN44302)

2以 上 のDTE間 の デ ー タ 接 続(ス ル ー ・コ ネ ク シ ・ン)を す る た め の プ ・

セ ア ユ ア

マ ル チ ・ア ク セ ス,マ ル チ プ ル ・ユ ーズ ,マ ル チ ・ア ドレ ス

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 で は,数 本 の 論 理 回 線(ヴ ァー チ ュ ア ル ・コー ル 又

は パ ー マ ネ ン ト ・ ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・コ ー ル)を 物 理 的 な 回 線 を 越 え て 設 定 す る

こ とが で き る。 ひ と つ の ス テ イ シ ・ ン に割 り当 て ら れ た こ の 設 備 は ,加 入 回 線
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で ア ク セ ス の マ ル チ 化 が で き る。 デ ー タ ・パ ケ ッ トは ア ド レ ス情 報(マ ル チ ・

ア ド レ ス)に ょ っ て 論 理 回 線 に 割 り当 て ら れ る。

オ ク テ ッ ト

8ビ ッ トが ひ とつ に つ な が っ た も の 。

PAD(パ ケ ッ ト ・ア セ ン ブ リ/デ ィア セ ン ブ リ ・フ ァ シ リテ ィ)

ネ ッ ト ワー ク の 周 辺 に あ っ て,入 っ て く る一 連 の 文 字,コ ー ド,プ ・ セ デ ュ

ァ の 変 換 を パ ケ ッ ト化 す る とい っ た 適 用 機 能 を 果 た す 機 能 体 で あ る。

パ イ ロ ッ ト網

実 験 的 な 目 的 に 役 立 て た り,例 え ば,網 の オ ペ レー シ ・ ン と か,ユ ー ザ ー の

ビヘ イ バ ー に つ い て 経 験 を 積 む た め に 利 用 さ れ る網

パ ー マ ネ ン ト ・ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・サ ー キ ッ ト

ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・サ ー キ ッ トが,ト ラ ピ ッ ク の 一 定 の 関 係 に基 づ い て,恒 久

的 に 割 り当 て られ る。 そ こ に は コー ル を 発 生 さ せ た り消 滅 さ せ る とい う側 面 は

な に も な い 。 デ ー タ 伝 送 の 側 面 で は,ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・コ ー ル の そ れ と全 く同

じ で あ る。

ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・コ ー ル

ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・コ ー ル はDTEの2つ の ユ ニ ッ ト間 の 論 理 的 な 接 続 で あ る。

そ れ は デ ー タ 伝 送 の 側 面 と同 様 に コー ル の 発 生 と消 滅 の 側 面 を 持 っ て い る。 サ

ー キ ッ ト交 換 網 と は 対 照 的 に,ヴ ァー チ ュ ァ ル ・コ ー ル は 必 要 に 応 じ て 伝 送 容

量 を 割 り当 て る だ け で あ る。 こ うす る こ と に ょ っ て 物 理 的 回 線 の マ ル チ 化 を 可

能 に す る。

X.3

PADの 機 能 を 規 定 したCCITTの 勧 告 で あ る。

X.25

パ ケ ッ ト方 式 のDTEと 公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 間 の イ ン タ フ ェ イ ス を

規 定 したCCITTの 勧 告 で あ る。

X.28
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キ ャ ラクタ 方式 のテ レプ リンタ の よ うなDTEとPAD間 の機 能 を 規定 した

CCITTの 勧 告 で あ る。

X.29

・くケ ッ ト方 式DTEとPAD間 の機 能 を規 定 したCCITTの 勧 告 で あ る。

X.75

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の 中 に あ る網 の ノー ド間 の機能 を規 定 した もの で あ

る。
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3.イ ギ リ ス の デ ー タ 伝 送 サ ー ビ ス

デ ー タ伝送 サ ー ビスに 対 す るBPOの 政 策 を 要 約 す れば 、新 しいデ ー タ網 と、

そ の網 が 提供 す るサ ー ビス の導 入 とペ ースを合 わ せ なが ら、Datelサ ー ビス

を改 善 し、拡 張 す る ことで あ る。 この資料 で は、 回 線交 換 サ ー ビス とパ ケ ッ ト

交 換 サ ー ビスを 実現 す るまで の進 捗 状 況 を検 討 し、 究極 的 に は デ ィ ジタル総 合

サー ビス網 に な るそ の他 のデ ー タ施 設 の計画 につ い て も若 干 述 べ る こと とす る。

しか しなが ら、 再検 討 の出 発点 に な るの はDatelサ ー ビスで あ り、 この サー

ビス は イ ギ リス国 内 の デ ー タ の大 半 を伝送 してお り、今後 とも この サ ー ビスが

相 当長 期 間 に亘 って大 半 の デ ー タを伝 送 し続 け るで あ ろ う。 そ の故 に、 後述 す

る新 しい デ ー タ網 に 関す るま えお き と して、 このDatelサ ー ビスの形 態 と範 囲

を要 約す る こと は有意 義 な こと と考 え る。

(1)Datelサ ー ビ ス(図1参 照)

イ ギ リス国 内で 、Datelサ ー ビスは公 衆 電 話網(PSTN)と 専 用線 を通 し

て デ ー タ伝 送 の サー ビスを提 供 してい るoこ の サー ビスに は加 入者 のデ ー タ端

末 とBPOの 回線 とを イ ン タ フ ェイ スす るた め に 必 要 な モ デ ム とデ ー タ ・コ ン

トロー ル設備 を提 供 し、維 持 す る こ とも含 まれ て い る。

Date1の 国 際 サ ー ビ スは、PSTNを 通 して デ ー タを伝 送 す る サー ビスに だ

け限 られ てい るo規 格 に あ った モ デ ムに よ って 、国 際 専 用線 を 通 して提 供 され

るデ ー タ伝 送 サ ー ビ スは、 一 般 の"デ ーー夕 ・サ ー ビ ス"と い う名 称 に含 まれ る。

加 入 者 は 、Datelサ ー ビス のほ か に も、 専 用 線 に 自営 のモデ ム ・アタッチメ ン

トと して認 め られ た も のを 付加 して使 用 す る こ とが で き る。 しか し、 モ デ ムが

BPOの 提 供 し て い る型 と大 巾に 違 う場 合 は 、BPOは 、 これ をPSTNに 直

接 接続 す る こ とは認 め な い。

Datalサ … ビスに対 す る需要 の予 測 は難 か しいが 、 現在 まで の と ころ、経 済

変動 に よ る深 刻 な影 響 は受 け て い な い。Datelサ ー ビスは加 入 者 の デ ー タ ・ブ
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ロセ ッシ ング ・シ ス テ ム全体 の中 で 重要 で は あ るが 、小 さな役 割 しか 果 た して

い ない。 した が っ て、 そ の需 要 はBPOの コ ン トロ ールの 及 ば な い もので あ る。

Datelサ ー ビスは 専 用線 に 関 して 、他 のデ ータ伝 送 装 置の 提供 者 と直 接競 争 し

て い るた めに 、問 題 は更 に 複雑 に な ってい る。

1979年3月 現 在 で 、 利 用 され てい るモ デ ム の数 はお よそ57.000で 、

この うち の54%がPSTNに 接 続 され て い るoPSTNに 接 続 され てし・るモ

デ ムの80%がBPOに よ って提 供 された もの で 、 残 り20%の 殆 ん どは 自営

の 音響 カ プ ラ装 置 を使 った もの で あ る。 専 用 線 に 接 続 され て い るモデ ムの うち 、

42%程 度 はBPOが 提 供 した もの で あ る。Datelサ ー ビス は今 後10年 間 、

年 率 約15%で 成 長 を 続 け る もの と予測 され て い る。

技 術 の進 歩 に ペ ー スを 合 わせ るた めに 、 また 設備 をで き るだ け魅 力的 で コン

パ ク トな もの にす るた め に 、Datelサ ー ビスに は 不断 の改 良が 加 え られ てい る。

た とえば 、700型 電話 機 の下 に 組 み合 せ られ る300bpsの 小 型 で特 定 の

モ デ ムが導 入 され て い る。200/300bpsと600/1 ,200bpsの

す べ て の設 備 に使 え る最 新 版 のモ デ ムが 現在 開 発 され てお り、PSTNに も専

用 線 に も使 え る高 速 用 モ デ ムも開発 中で あ る。

(注)"Datel"と いうのはBPO独 自の トレードマークで、BPOが 提供するモデム

(Date1100は モデムを必要 としない)を 介 して提供するすぺてのサービスを

総称するものである。

(2)回 線 交換 サー ビス(図2、 図3参 照)

最 近 、BPOは 回線 交 換 デ ジタ ル ・デ ータ ・サ ー ビスの 計 画を 進 め てい る。

これ ら の サ ー ビス は2,400bps～48kbpsの 範 囲 の 同期式 の もの で あ

る。 そ の 意 図す る と ころ は、主 と して電 話 の基 幹 回 線 お よび 中断 回 線 と して計

画 され て い るデ ィ ジタル 設備 を共 用す る こ とで あ る。 この方 法 に よ って 、開 発

費 と網 の構 築 費 をか な りの レベル まで ダ ウン させ る こ とが で きる と考 え られ て

い る。80年 代 の半 ば まで に は、 デ ー タの ユー ザ ー 団体が 集 中す る大 半 の セ ン
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夕 一で 、 このデ ィ ジタル ・サー ビス を提供 で き るこ とが 調 査 の結果 明 らか とな

ったo

DSU(DataSwitchingUnit)の 開 発 は将来 に おけ る多 種 多様 な通信

交 換 ア プ リケー シ ョンを行 お う とす るSystem-X計 画 の一 環 で あ る。System

-Xは ハ ー ドウエ ア と ソ フ トウエ ア双 方 の さま ざ まな サ ブ シ ス テムに よ って構

成 され て い る。 い くつ か の サ ブ シス テ ムは さ ま ざ まな ア プ リケ ・一シ ヨソに 共通

な もので あ り、 残 りの サ ブ シ ステ ム は特 に交 換 ア プ リケ ー シ ョン用 と して設計

され てい る。DSUは メイ ンの網 交 換 ア プ リケ ー シ ョ ンの た め のデ ィ ジタ ル電

話 交 換 の設 計に 類 似 した数 多 くの サ ブ シ ステ ム を持 って い る。 この ように サ ブ

ンス テ ムを 共用 させ 、 デ ィ ジタ ル ・デ ー タ交 換 と電話 交 換 に サ ブ シス テ ムを 共

用 させ るの で 、 これ は総 合 サ ー ビス交 換 方式 に 向か って の第1歩 とな るで あ ろ

う。

総 合 サ ー ビス網 を 音 声 、非 音 声 の両 方 に 使 え る よ うに す るた め に、 国 内 の信

号 方 式 や 伝送 手 段 を オ ー ガナ イ スーす る ことが必 要 で あ る。 この も っと も具 体

的 な例 は、 電話 とデ ー タの 両 方 に使 え る ようにす るた め に 、 網 の 中に 、2,048

kbpsの デ ィジ タル回 線 を 作 る こ とで あ る。30回 線 のPCM・7ル チ ブレ ク

サ ー とデ ー タ用 の2,048kbpsの デ ィジ タル 回線 の端 末 部 分の マ ル チ プ レ

ク ナー との 間に は 、設 計 面 で か な り共通 す る部 分 が あ る。 ま た、 個 々の電 話 回

線 の エ ン コー ダ ー/デ コー ダ ーを 利 用 して行 う、30回 線 のPCMマ ル チ プv

ク サー の今 後 の設 計 は 、 デ ー タの マ ル チ ブ レク ス の必要 条 件 を満 た せ る ものに

な るとい う見通 し もあ るo

System-X用 設備 に対 す る大 き な需要 が あ るので 、DSUの 開 発 の優 先 度

は80年 代 の後 半 とされ て い る。 も っ と優先 度 を 上げ る とす れ ば 、回 線 交換 サ

ー ビスに 対す る し っか り した 市 場 の需 要 が あ る場 合に 限 られ る。 サー ビ スを実

演 して みせ な け れば 、 確 か な需 要が どの くらい あ るかを 予 測 す る こ とは極 め て

困難 で あ り、 可能 性 の あ る ひ とつ の アク シ ョン と して 、市 場 を 刺 戟 す るため に 、

一 定 の条 件 を つ け て 、 パ イ ロ ッ ト計 画 を実 施 す る こ とが 考 え られ る。
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交換 サ ー ビス の提供 が 進 むに つ れ て 、特 に 開発 され たデ ジ タ ル伝 送 装 置 に よ

り、 デ ー タの専 用 回 線 を提 供 で き る可能 性 が あ る。DSUの 導 入 が 進 む に つ れ

て 、 専 用線 は一 般 の 回線(hard-wiredfraine)を 通 る よ りむ しろ、 この交

換 を介 して接続 され る よ うに な るで あ ろ う。

(3}実.験 用 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス(EPSS)(図4参 照)

EPSSは ロ ン ドン 、 マ ン チ ェ ス タ ー 、 グ ラ ス ゴ ー に置 か れ た 完 全 に 相 互 接

続 され る パ ケ ッ ト交 換 機(PSE)に よ っ て 構 成 さ れ て い る。 そ れ ぞ れ のPS

Eは 個 々 の パ ケ ッ ト交 換 ユ ニ ッ ト(PSU)に よ っ て 作 られ て い る。 完 全 な シ

ス テ ム は ロ ン ドン に あ る3つ の デ
ュ ア ル ・ プ ロセ ッ サ ーPSUと マ ン チ ェ ス タ

ー に あ る2つ の シ ン グ ル ・プ ロ セ
ッ サ ー と グ ラス ゴ ・一に あ る1つ の シ ン グ ル ・

プ ロセ ッサ ー に よ っ て 構 成 さ れ るoそ れ ぞ れ のPSEに は モ ニ タt-・ コ ン ト ロ

ー ル ・ポ イ ン ト(MCP)が 網 の コ:/ト ロ ー ル と 診 断 の た め に 用 意 さ れ て い る
o

MCPの 機 能 はPSUと し て は つ け な い で 、デ ュア ル ・プ ロセ ッサ ー に つ け ら れ

て い る。 そ して 、PSEは 一 応 自分 のMCPに よ っ て コ ン トロ ー ル さ'れ る こ と

に な っ て い るが 、 どのMCPで も 網 のMCPと し て 他 のPSEを コ ン ト ロ ー ル

す る こ と が で き る。

PSE相 互 間 は48kbpsで 結 ば れ て お り 、 加 入 者 に 対 し て は2,400、

4,800bps、48kppsの サ ー ビ ス を 提 供 す る。 直 接 ア ク セ ス な い し は

PSTNを 介 し て ア ク セ ス す る:t"ヤ ラ ク タ 式 端 末 は110又 は300bpsで

オ ペ レ ー ト され る。 こ の 網 は 加 入 者 に サ ー ビ スす る た め に57の パ ケ ッ ト ・ボ

ーート(PSE内 部 の 接 続 に 必 要 な パ ケ
ッ ト ・ボ ー5は 別)とPSTNを 経 由

し て ア ク セ ス され る89の キ ャ ラ ク タ 端 末 ポ ー トが 設 備 さ れ て い るcそ の 他 に

PSEに 直 接 接 続 す る こ と を 要 求 す る キ ヤ ク タ 端 末 用 の ポ ー ト も準 備 さ れ て い

る。 テ レ ッ ク ス 網 か ら の ア ク セ ス はBPOの テ ス ト用 に しか 利 用 で き な い 。

EP・SSの 利 用 者 は 、EPSSの 後 継 者 で あ り 、80年 に サ ー ビ ス 開 始 す る

こ と に な っ て い る ナ シ ョ ナ ル ・パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス に 加 入 者 が 設 備 を 切 り換
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え るに つ れ て 減 少 しつ つ あ る。 最 近 は 、23の ユ ー ザ ー ・グ ル ー プの た め に30

の パ ケ ッ ト ・ボ ー トが 設 置 され て い る。 また 、EPSSに ア ク セ スを 認 め られ

て い る キ ャ ラ ク タ端 末 の 数 は115で あ り、 そ の 他 に 多 数 の ス ペ ア の ポ ー トが

イ ン ハ ウ ス の テ ス トや 実 験 の た め に 設 置 され て き た 。

(4)パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス(PSS)(図5参 照)

EPSSは コ ン ピ ュー タ ・メーーカーや ユー ザ ・一やBPOが パ ケ ッ ト交 換 の技

術 的 、経 済 的 効 用 の 評価 を可 能 に す るた め の テ ス ト用 と して 設計 され た もの で

あ る。 これ らの 目的 は達 成 され つ つ あ るが 、EPSSは パ ケ ッ ト交 換 に 関す る

最 近 の国 際規 格 に適 合 し て い な い。 そ して 、 コン ピ ュー タ ・メー カー とコ ン ピ

ュー タ網 に 関 す る ナ シ ョナ ル委 員 会 の両 方 か ら、 これ らの新 しい規 格 で 将来 の

サ ー ビ スを提 供す べ きで あ る とい う、 か な り強 い プ レ ッシャ ーがBPOに かけ

ら れた 。 これ に 加 えて 、そ の他 の国 々 もパ ケ ッ ト交 換 を持 つ よ うに な って い る

とい うイ ンパ ク トを認 識 し、公 衆 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ スを提 供 で きな いで い る

こ とが 、専 用 網 の激 増 を招 い て い る こ とを理 解 した結 果 、 パ ー マ ネ ン ト・パ ケ

ッ ト交 換 デ ー タ網(PSS)に 関す るBPOの 管 理 委 員 会 はPSSの サー ビス

開 始 を80年 の3月 に行 う と決 定 したo

この網 は公 衆 バ ケ ッ ト交 換 サー ビスの た め の国 際 規 格 と して提 案 され採 択 さ

れ たCCITTの 勧 告 を ベ ー ス と してお り、 ユー ザ ーは 同 じ規 格 で 設 計 され た

そ の 他 の網 や 国 際 デ ー タ網 に ア クセ スが で き る よ うに な るで あ ろ う。 特 に 、 そ

れ は 最 近 オ ー プ ン した 米 菓 間 の 国 際 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス(IPSS)に 接 続

され る し、 また 、'80年 に オ ー ブンす る こ とに な っ て い るEECの デ ー タベ ー

ス ・ア ク セ ス網Euronetに も接 続 され る予 定 で あ る↓

サ ー ビス開始 時 にPSSは ロン ドン、 バ ー ミン ガ ム、 ブ リス トル、 ケ ンブ リ

ッジ、 エ ジ ンバ ラ、 グ ラ ス ゴー 、 リー ズ、 マンチェスタ・リーデ ングの 各都 市 に 設

定 され る9の パ ケ ッ ト交 換 機(PSE)を 網 の中 に 編 入す る。 この網 は将 来 の

需 要 の伸 びに 合 わ せ て拡 張 され る ことに な って い る。
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競 走入 札 の結 果 、 ブ レ ッシ ー ・コン トロール社 と交 換 設備 の供 給 と設 置 に 関

す る契 約が 結 ば れ た。

(5}Euronet(図6参 照)

BPOはEC加 盟9カ 国 のPTTに よっ て提供 され 、運 用 され る こ とに な っ

て い る この国 際 専 用 網 の導 入 に 主 要 な役 割 を果 た しつ つ あ る。 通 信 網 はEEC

のた め に 提供 され る もの で あ り、 デ ータ端 末 はEEC内 の科 学 技 術 デ ー タベ ー

スに ア クセ スで き る よ うに な る。 これ らのデ ー タベ ー スは 全体 とし て、DIA

NE(DirectInformationAccessNetwarkforEurope)と 呼 ばれ

てお り、Euronetと い う名 前は 通 信網 に対 し ての み適 用 され る。Euronetは 専

用 網 と して導 入 され つ つ あ るが 、 将来 は ヨー ロ ッパ の 公衆 デ ー タ網 の 骨格 を な

す 媒 体 と考 え られ て い た。Euronetを 設 計 し計 画す る場 合、 次 の ような原 則 を

適 用 す る こ とがEECで 合 意 に 達 して い る。

① 網 は可 能 な 限 り一 定 の 国 際 規格 に適 合 させ て建 設 す る こ と。

② 網 は公 衆 デ ー タ網 と して必 要 な高 度 の信 頼性 を確 保 す る こ と。

③Euronet以 外 の トラ ヒ ック も伝送 可 能 な こ と。

④Euronetへ の ア ク セ スは 直 接 の接 続 もで き る し、PSTNand/orテ レ

ックス網 を 介 して、 な い しは 各 国が 現 に 持 って い るか計 画 中 の公 衆 デ ー タ

網 を介 して も可 能 で あ る こ と。 た だ し、 イ ギ リスでは テ レ ック スの ア クセ

スを認 め る よ うに は提 案 して いな い。

Euronetは ロン ドンに設 置 され る網管 理 セ ン ターに よ って コ ン トロー ル さ

れ るこ とに な って お り、'80年 始 に サー ビスを 開始 す るこ とに な って い る。 デ

ー タ ベ ー スはCCITT勧 告X-25に 適 合 した設 備 を持 つ ホ ス トを経 由 して

提 供 され る予 定 で あ る。

ユ ー ザー は次 の よ うな い ろ い ろ な端末 か ら ア クセ スす る こ とが で き る。

①PSTNを 介 して の ア ク セ ス110～300bps又 は 、CCITT勧

告X-28に 適 合 した1,200/75bpsで 稼 動 す る非 同期 端 末
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② 専 用 線 を介 して の ア クセ ス

(i)CCITT勧 告X-28に 適 合 した1,200bpsま で の 非 同期 端 末

(ii)CCITT勧 告X-25に 適合 した2,400～9,600bpsで 稼動

す る同期 端 末

ヨー ロ ッパ の行 政 当 局 の 多 くはEuronetの 進 捗 に 高 い 関心 を寄 せ て い る。

非EEC諸 国 の うち 、 ス イ スはEuronetに 接 続 した い と発表 し、 交渉 は既 に

相 当 進 展 してい る。 ス エーデ ンや ノル ウ ェー の行 政 当 局 はNordic網 とEuro-

netを 接 続 す る こ とに 興 味 を示 して い る。 スペ イ ン も設 備 の相互 接 続 を要 求 し

て い るo

ヨー ロ ッパ の 公 衆 デ ー タ網 を い かに 開 発す べ きか 、 そ の中 でEuronetは ど の

よ うな役 割 を果 た すべ きか の研究 がCEPTの 内部 で始 め られ て い る。

㈲ 国 際 パ ケ ッ ト交 換 デ ー タ ・サ ー ビ ス

イ ギ リス と ア メ リカ の 間 で 国 際 パ ケ ヅ ト交 換 サ ー ビ ス(IPSS)が78年

の12月8日 か ら 始 め ら れ 、 従 来 の デ ー タ ベ ー ス ・ア ク セ ス ・サ ー ビス は 姿 を

消 した 。IPSSはTelenetやTymnetを 経 由 し て 、 ア メ リカ で 利 用 さ れ て

い る ア メ リカ(一 部 は ヨ ー ロ ッパ)の 尤 大 な デ ー タ ベ ー ス に ア ク セ スが で き る。

80年 以 降 は ヨ ー ロ ッパ 内 外 の 国 々 に 対 し て もIPSSが 拡 張 され る こ とが

期 待 され て い る。

ユ ー ザ ー は 前 項 でEuronetに 適 した も の と し て 例 示 し た 端 末 を 含 め 、 さ ま ざ

ま な 端 末 か ら 、 こ の サ ー ビ ス に ア ク セ ス が で き るo

(7)SPCテ レ ック ス交 換 用 の低 速 デ ー タ

SPC国 際 テ レ ック ス 関 門交換 局 が ロ ン ドンの ボ トロフに 設置 され た。 プレ

ッシー4660/70の 設備 を使 った この 新 しい ユ ニ ッ トは 、最 初50ボ ー の

テ レ ック ス端 末5,000個 に 見合 う容量 で 、78年 に サ ー ビスを 開始 した。S

PC交 換 は80年 代 初期 の 国 際 テ レ ック ス需 要 の伸 び に 見合 わせ て計 画 され て
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●

い るo

同 じ くプ レ ッシーの設 備 に よ る第2のSPCテ レ ックス ・関 門交換 局 が ロ ン

ドンの キー プ リ ッジに 設置 され る よ うに 計 画 され て い るoこ の 局 は当 初 、50

ボー の端 末10,500の 容 量 を 持 ち 、82年 早 々に サ ー ビス開 始す る よ う計 画

され て い る0

110、200、300bpsの 国際 デ ー タ ・サー ビスを 提供 す る ことを 前

提 に して、 両 交 換 局 は 上記 速 度 の非 同期 の トラヒ ックに適 した関 門局 として の

機 能 を持 つ ことに な って い るo

国 内 網 の た めにSPCテ レ ック ス交 換 局 設置 の計 画 が検討 され て い る。 最 初

の 交 換局 は81年 に サ ー ビス開始 され る よ う計画 され て い る。110、200、

300bpsの 低 速 用 デ ー タ加入 者 のた め の サー ビスが提供 され る予 定 で あ る。

低 速 用 デ ー タの 接続 は交 換 機 容 量 の うち で そ ん なに低 い パ ー セ ンテ イ ジに は

な らな い で あ ろ うo

(8)将 来 の動 向 一 デ ジ タル総 合 サー ビス網

総 合 デ ジ タル基 幹 網 と総 合 デ ジ タル 中継 網 の 導入 と、 これ につ づ い て 、64

kbpsの ロー カル 網 の 実 用 化 を 行 う こ とに よって 、デ ィ ジ タル総 合 サ ー ビ

ス網(ISDN)がBPOに とって実 現 可 能 な 目的 に なって来 て い る。

ISDNは デ ジタ ル技 術 を利 用 した通 信 網 で あ り、 ユー ザー はISDNに よ

って 、単独 の 網 ター ミナ ル ・ユ ニ ッ トや 複数 の ロー カル回 線 を経 由 して、 サ ー

ビスの 選択 が 自由に 行 え る ように な り、指 定 の セ ン ターに ユ ーザ ーを 切 り換 え

る ことの で き るデ ジ タル ・ロー カル交 換 局 に ア クセ スがで き る よ うに な る。

こ の 目的 を 達 成 す るた め に は 、電 話 サ ー ビスを提 供 す るデ ジ タル総 合 伝送 交

換 網 が 、64kbps伝 送 容 量 を ベ ー スに した そ の他 の サー ビス も サ ポ ー トで

き る よ うに 、拡 張 す る必 要 が あ る。 最 終 的 な 目標 を達 成す るため の ス ピー ドと

手 法 は 、多 くの フ ァク タ ーに影 響 を 受 け る。 い ろ い ろ と可能 な中 間 段 階 が 考 え

られ て お り、 引 き続 き検 討 の対 象 に な って い るo
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o

BPOの デ ー タ伝送 サ ー ビスを 計 画 し提 供す る うえで は 、電 気 通信 サー ビス

全体 の フレ ー ム ワ ーク の 中で検 討す る必要 が あ る。 最 近 、提 供 され つ つ ある サ

ー ビ スと機 能 の範 囲 は 、ISDNの 長 期 目的 と合致 す る方 向 で拡 張 され つつ あ

るo

(付 属 資 料)Date1サ ー ビス の要 約

① 現 在 の サ ー ビ ス

"Datel]00"

テ レ ッ ク ス 回 線 を 介 し て50bpsで 、 又 は 電 話 回 線 を 介 し て110bpsで 提

供 さ れ て い る サ ー ビ ス

"Datel200"

PSTNか2線 式 の 専 用 線 の い つ れ か に よ っ て 提 供 され る サ ー ビ ス:300

bpsま で の レ ー トで 半 二 重 又 は 全 二 重 に よ り運 用 さ れ る 非 同 期 式(現 在 、P

STNを 経 由 す る場 合 は200bpsま で の 伝 送 し か 保 証 さ れ な い)

"Datel600"

PSTN、 か2線 式 又 は4線 式 の 専 用 線 の い ず れ か に よ って 提 供 され る サ ー

ビ スo

PSTNは1,200bps(600bpsま で の伝送 が 保 証 され る)ま で の

速 度 で 半 二 重 に よ り運 用 され る非 同期 式

二 線 式 専 用 線 の場合 は1,200bpsま で の速 度で 半二 重 に よ り運 用 され る

非 同 期 式

4線 式 専 用 線 の場 合 は1,200bpsま での速 度 で 全二 重 に よ り運 用 され る

非 同期 式

"Datel2
,400"

この サー ビス は4線 式 専 用線 に ょっ て提 供 され る。2,400bpsで 全二 重

に よ り運 用 され る非 同 期式
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"Datel2
,400Dial-up"

こ の サ ー ビス はPSTNに よ っ て提 供 さ れ る02,400bps又 は1,200

bpsで 半 二 重 に よ り運 用 され る 同 期 式

"Datel2
,412"

こ の サ ー ビ スは 国 際 規 格 に よ るPSTN又 は4線 式 専 用 線 の い つ れ か に よ っ

て 提 供 され る。

PSTNの 場 合 は2,400bpsで 半 二 重 に よ り運 用 され る 同 期 式

4線 式 専 用 線 の 場 合 は2,400bpsで 全 二 重 に よ り運 用 され る 同 期 式

"Datel4
,832"

こ の サ ー ビ ス は4線 式 専 用 線 に よ っ て 提 供 さ れ る。4,800bps又 は3,2

00bpsで 全 二 重 に よ り運 用 され て い る 同 期 式

"Datel48k"

こ の サ ー ビ ス は4線 式 基 礎 群 搬 送 回 線(48KHz)に ょ っ て 提 供 さ れ る。

40、8kbps、48kbps、 又 は50kbpsで 全 二 重 に よ る 同 期 式

② 廃 止 され たDatelサ ー ビ ス

"Datel300"

低 コ ス トの チ ー タ 収 集 サ ー ビ ス 、 端 末 設 備 の メ ー カ ーが 製 造 を 中 止 した 。

"Datel400"

テ レ メ ト リー の モ デ ム:需 要 が 非 常 に 少 な く、 サ ー ビス の 提 供 を 中 止

医 療 業 の た め に3チ ャ ン ネル の ア ナ ロ グ 用 モ デ ムを 提 供 し よ う と い う同 じ プ

ロ ジ ェ ク トも メ ー カ ー の供 給 が な い た め に 断 念 され た 。

③ 計 画 中 のDatelサ ー ビ ス

"Datel1
,200Duplex"

2線 式 の 専 用 線 又 は 一 本 のPSTN線 を 介 し て 、 全 二 重 の サ ー ビ スが 提 供 さ

れ るo伝 送 は1,200bps又 は600bpsで 同 期 叉 は ス タ ー ト ・ス ト ッ プ

方 式 と な る 予 定 。
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"Datel4
,800"

こ の サ ー ビ ス はPSTN又 は4線 式 の 専 用 線 の い つ れ か に よ っ て 提 供 され る 。

PSTNは4,800bpsで 半 二 重 に よ る 同 期 式 、4線 式 専 用 線 は4,800

bpsで 全 二 重 に よ り運 用 され る 同期 式 。

"Datel9
,600"

全 二 重 サ ー ビ スが4線 式 の 専 用 線 又 は2本 の 電 話 回 線 を 経 由 し て 提 供 さ れ る 。

伝 送 は9,600bpsで 同 期 式

④ そ の 他 の サ ー ビ ス

Datelサ ー ビス に よ っ て 、 提 供 され る デ ー タ 伝 送 サ ー ビ ス以 外 に 、 概 略 下

記 の よ う な 数 多 くの サ ー ビ スが 、 特 殊 な ニ ー ズ に 合 わ せ て 提 供 さ れ る。

"Dataplex"

こ の サ ー ビ ス は 一 人 の 加 入 者 とそ の お 客 さ ん との 間 だ げ の 専 用 と し て 提 供 さ

れ る。 こ れ に よ り デ ー タ 伝 送 の ユ ー ザ ー に 対 し て 、 一 つ の コ ン ピ ュー タ ・セ ン

タ と 同 時 通 信 を 希 望 す る 多 く の リ モ ー ト端 末 間 で 、 一 本 の 専 用 線 を 共 同 に 使 用

す る こ と に よ り料 金 を 安 くす ま せ る こ とが で き る。

Dataplexシ ス テ ム は マ ル チ ブ レ ク サ ー と交 換 回 線and/or専 用 線 と

モ デ ム に よ っ て構 成 さ れ る。 代 表 的 な ア プ リケ ー シ ョ ン と し て は 、 コ ン ピ ュ ー

タ ・サー ビス ・セ ン ター(computerbureau)が 遠 隔 地 に あ る加 入 者 の グ ル ー

プに 対 し て 、 市 内通 話 料 金 で 、 中 央 の コ ン ピ ュ ー タ に ア ク セ スで き る よ う な サ

ー ビ スを 提 供 で き る こ と で あ る
。 最 近 サ ー ビ ス を 開 始 し たDataplex2で は

2,400bps又 は4,800bpsで 運 用 さ れ る一 本 の 搬 送 回 線 を 通 し て 、6

4の 低 速 同 期 式 イ ン プ ッ トを 運 ぶ こ とが で き る。

Dataplex3と い う 新 サ ー ビ ス も導 入 され るで あ ろ う 、 代 表 例 と し て は 一 本

の4,800bpsの 搬 送 回 線 を 通 し て128ま で の 低 速 回 路 を 作 る こ とが で き

るo

"深 夜 回 線"

固 定 し た 年 間 レ ン タ ル に 対 し て は 、 午 前0時 か ら 午 前6時 ま で の 間 加 入 者 は
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無 制 限 た 直 接 ダ イ ヤ ル ・コ ー ル を す る こ と が で き る。

"自 動 応 答"

こ の サ ー ビ ス に よ っ て 、 加 入 者 の デ ー一夕 端 末 設 備 は 、PSTNま た は テvッ

ク ス網 を 通 し て 自動 的 に デ ー タ ・コ ー ル を 送 った り受 け た りす る こ とが で き る。

コ ン ピ ュー タ に よ っ て テ レ ッ ク ス 網 で 自動 的 に 発 信 又 は着 信 を行 お う とす れ ば

BPOの 提 供 す る デ ー タ ・コ ン トロ ー ル 設 備 を 必 らず つ け る必 要 が あ る。

⑤ 国 際Datelサ ー ビ ス

国 際Datelサ ー ビ ス は 下 表 の 国 々 との 間 に 提 供 され て い る。

テレ ックス網 を

経 由 した50bpDate1200Datel600Date12,400

sの デ 一 夕

ベ ル ギ ー

デ ン マ ー ク

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

・西 ド
イ ツ

ハ ン ガ リ ・一

イ タ リ ー

ネ ザ ー ラ ン ド

ノ ー ル ウ エ

ス ウ ェ ー デ ン

ス イ ス

ユ ー ゴ ス ラ ビ ア

ハ ー レ ン

バ ル バ ドス

ベ ル ギ ー

ノミミユ ー ダ ー

デ ン マ ー ク

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

西 ド イ ツ

イ タ リー

ネ ザ ー ラ ン ド

ノ ー ル ウエ ー

シ ン ガ ポ ー ル

南 ア フ リカ

スベ イン

スエーフ^ン

ス イス

ア ラフ連 合

ア メ リカ/ITT

RCA

WUI

オ ・・一ス ト リヤ

ノ、一 レ ン

バ ル バ ド ス

ベ ル ギ ー

ノミミコーー タ'一

カ ナ ダ

デ ン マ ー ク

フ ィ ン ラ ン ド

フ フ ン ス

西 ドイ ツ

香 港

イ タ リー

ネ ザ ー ラ ン ド

ニ ユ ー ジ ラ ン ド

ノ ー ル ウ エ イ

ン ン ガ ポ ーール

南 ア フ リカ

ス ペ イ ン

ス ェ ー プ ン

ス イ ス

ア ラ ブ連 合

ア メ リカ/ITT

RCA

WUI

ノ、一レン

ベルギー

デンマーク

フィンラン ド

フランス

西 ドイツ

香 港

イタ リー

ネザー ラン ド

ノール ウェー

シンガボール

南 アフリカ
プ マ

ス ユーフーン

スイス

ア ラブ連 合

ア メリ・カ/生TT

RCA

WUI
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4.フ ラ ン ス の デ ー タ ベ ー ス 育 成 の 具 体 策

(1)政 府 の方針 とし ては 、 国 も出来 るだ け金 の面倒 を 見 るか ら、産 業 界、 企

業 か ら も金 を 出 させ て推 進 して行 く。 従 って デ ー タベ ー スが 出来 てか らの利 用

成 長率 等 に よって 、企 業 側 も リス クを 冒す こ とに な るの で 、 次 に述 べ る ような

4通 りの 財政 援 助 の方 法 を ケ ー ス ・バ イ ・ケ ー スで適 用 し よう とい う考 えで あ,

るo

② 私 企業 側 へ の財 政 援 助 の4方 法

① 政 府援 助金 を低 利 で融 資 す る。'

② 政 府 が50%の 助 成金 を 出資 し、 企業 側 は成 功 利益 が上 った ら政府 に

返 済 す るが 、失 敗 した ら返 さ な くて よい。

③ 政 府 が50%出 資 し、 成功 して も返 さ な くて よい が 、失 敗 した ら返 す 。

④ 政 府 が50%出 資 し、成 功 して も失 敗 して も返 さ な くて よい 。

(3)適 用 方法 例

簡 単 な デ ー タベ ー ス、 す なわ ち 会社 便 覧 的 な もの を作 る ような場 合 は 、

余 り利 用 度が 見込 まれ な い ので③ の方法 を と るの が よい。

IHS(力 夕'aグ 関係)の よう な もの は 、規 模 が大 き く、複 雑 な もの と

な り、金 もかか るの で 、 この場 合 は④ が よい。

最 初 の2年 間 は 例 えば② とし て お き、 う ま く行 った ら契 約方 法 を 都合 の

良 い 方法 に 変 え て行 く方 法 もあ る。

(4)ど の契 約 方法 を選 択 す るか の ク ラ イテ リヤ と して は

金 額 が大 きいか ど うか?

そ の デ ータ ベ ー スの 分野 に 既 存 の 競合 相 手 が い るか ど うか?

を検 討 す れば よい。 現 存 す る競 合 相 手 が い る ときは 、 た とえば ③ を と る こ とに

より競争 力を 与 え る こ とが 出来 る。 選 択 に当 って の イ ニ シ アテ ィ ブは ケー ス ・

バ イ ・ケー ス とな る。
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(5)契 約 は毎 年 更新 す る こ と とな ってお り、 更 新 の条件 と しては 、契 約 時 の

目標 の達 成状 況 を 見 直 した 結果 に よる。 目標 と しては1年 毎 の運 用 経 費 と収 入

額 を 設 定 して お く方 法 等 が あ る。

(6)実 際 の適 用方 法 は諸 条 件 をMIDISTが 調整 、判 定 して政 府 に 参 考意

見を答 申 して、政 府 は そ れ を私 企 業 に 提示 し、私 企業 は これ を検 討 して 、政 府

に 対 して諾 否 の返 事 をす る とい う手順 が 一 般 で あ る。

(7)パ ・:ロ ッ ト ・プ ロジ ェク トの 例 と して1979年 に実 施 した もの を説 明

す る。

政 府 のデ ータ ベ ー スを拡 充 させ る とい う方 針 に 基 い て、大 学 、私 企業 に対 し

各 種 デ ー タ ・ベ ー ス構 築 の公 開 提案 を行 わせ た 結果 、75件 の 提 案 が 出 され 、

そ の うち 、可 能 性 の 高 い と考 え られ る20の 提 案が パ イ ロ ッ ト ・プ ロ ジ ェク ト

と して 選択 され た。(大 学 関係10件 、企 業10件)

(8)こ れ らに 対 し、第1年 目は、 そ れ ぞれ 自分達 で最 高5万 ドル の範 囲 内 で

パ イ ロ ッ ト ・シ ステ ムを 作 成す る。 政 府 は契 約 方法(4}を 適 用 して 、そ れ ぞれ の

パ'イ ロ ッ ト ・シ ステ ムに対 し助 成 金 を 出す。1年 目の終 りに成果 を 評価 す る。

評価 の結 果 合格 す れ ば 、再 び契 約 方法(4)で 更新 す る。 た だ し、 そ の と きの 金

額 は 、そ のデ ー タベ ー スの最 終 完 成 規模 の1/2ま で とす る。

3年 目以 降 は 、他 の 契 約方 法 も含 め て契 約 の更新 が 行 わ れ る予 定 で あ る。

以 上 の話 は 旧BNISTの 時代 の例 で 、1年 目の評 価 の終 るの は 、'80年9

月 頃 と な ろ う。 評価 の結 果20の パイ ・ッ トは10ぐ らいに しぼ ら れ る ことに な

ろ う。 従 って 、 まだ始 ま った ばか りで 、以 上 の話 の ように うま くい くか ど うか

は今 後 のや り方 の問題 で あ る。

(9)パ イ ロッ トの例 としてはv種 々広範 囲 に わ た ってい るが 、今 の と ころ通 信

関 係 の もの は なし(。

通 信 関係 の もの とし てはCNETのTELEDOC(Documeut10万 件 、

毎 年1万 件 更 新)と か 電子 部 品 の信 頼性 に 関す る もの等が あ る。

(10}デ ー タ ・ベ ー ス構 築 に 関す る所要経 費等
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第1ス テ ツ ブ の 創 成 期 は 、 情 報 を 収 集 、 分 折 す る知 的 作 業 の コ ス トが 全

体 の80%を 占 め る。 残 りの20%が 必 要 な ハ ー ドウ ェ ア 、 ソ フ トウ ェ ア

な ら び に 情 報 管 理 に 関 す る コ ス トで あ る。 こ の 段 階 で は 必 ず し も 自 分 で コ

ン ピ ュ ー タ を 持 つ 必 要 は な く、 他 の コ ン ピ ュ ー タ に 入 力 さ え 出 来 れ ば よい 。

第2ス テ ッ プで 実 際 に 運 用 す る場 合 は2通 り の 方 法 が あ り、

① 簡 単 な会 話 方 式(lntarogati・ntype)の も の は 、 大 型 コ ン ピ ュ

ー タを ひ とつ と
、周 辺 コ ン ピ ュ ー タ を 多 く も ち ・ グ ル ー プ化 し た い 。

② 複 雑 な も の はCAD(ComputerAidedDesign)に よ る こ と と す

る。 これ は 現 在 準 備 が 進 め ら れ て お り、 オ ン ラ イ ン よ り も、 バ ッチ 処 理

が 主 体 と な る(例 と し て は グル ノ ー ブル 大 学 の デ ー タ ベ ー ス の ご と く 、

4%が 会 話 方 式 で 、96%がCADの も の も あ る)。

5.西 ド イ ツ の オ ン ラ イ ン ・ デ ー タ ベ ー ス

田 提 供 す る サ ー ビ ス

Fach情 報 セ ン ター は既 に 提供 中の サ ー ビスに加 えて 、 エ ネ ル ギー、 物理 、

数学 関係 の デ ー タベ ースに 直 接 ア クセ スで き るサ ー ビスを提 供 し てい る。

長 距離 回線 で 効 率 的 な デ ー タ処理 シ ステ ム と結 ば れ た デ ー タ ベ ー スや 情 報検

索 を ユ ーザ ー ・オ リエ ンテ ツ ドに 設計 す るこ とに よっ て、 広範 な デ ー タバ ン ク

に 直 接 オ ン ラ イ ンで ア クセ スす る こ とが 可能 に な る。 デnス プレ イ端末 と公 衆

電 話 網 を通 して、 次 の よ うな 分野 に お け る個 々の科 学 技 術 上の 問題 を 解決 す る

た め に 文献 情報 や 数 値 デ ー タ等 を検 索す る こ とが で き る。

。 エ ネル ギ ー 。 宇 宙 学

・ 核 研究 と核技 術 。 物理 学

。 航 空 学 。 数 学
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。 天 文 学

"1NKA"(Fach情 報 セ ン タ ー の オ ン ラ イ ン検 索 サ ー ビ ス)は 次 の よ う

な サ ー ビ スを 提 供 し て い る。

① 情 報 検 索 シ ス テ ム や そ れ の 利 用 方 法 を 含 め 、 ア ブ ・ツ ・デ ー トで ユ ー ザ

ー ・オ リ エ ン テ ソ ドな デ ー タ ベ ー ス を 用 意 す る こ と
。

② オ ン ラ イ ン な ら び に バ ッ チ 処 理 の た め に 十 分 な コ ン ピュ ー タ の 容 量 を 確

保 す る こ と。

③ 情 報 の ス ペ シ ャ リス トに 対 す る 訓 練 と助 言 を 与 え る こ と。

② デ ー タ ベ ー ス

Fach情 報 セ ン タ ー に よ っ て 提 供 さ れ て い る マ シ ン ・ リー ダ ル ブ ル な文 献 デ

ー タ ベ ー ス は
、 セ ン タ 自 身 が 作 った も の 、 そ の 他 の 機 関 と協 同 し て 作 っ た もの 、

第3者 が 保 持 し て い る も の の3種 類 が あ る。

Fach情 報 セ ン タ ー の エ ネ ル ギ ー 、 数 学 、 物 理 関 係 の デ ー タ ベ ー ス は フ ラ ン

ク フ ル トに あ る。2つ の ホ スFに 収 め ら れ て い る デ ー タ ベ ー ス は1つ の デ ー タ

処 理 シ ス テ ム と し て統 合 さ れ て お り、2つ の セ ン タ ー の ユ ー ザ ー は オ ン ラ イ ン

で 相 互 に 利 用 で き る。

現 在 、 次 の よ う な デ ー タ ベ ー ス が 月 曜 か ら 金 曜 ま で の8:30～17:30

の 間 利 用 で き る。

① 核 デ ー タ ベ ー ス(INKA-NUCLEAR)(INIS)

(KKK)(NSA)

② エ ネ ル ギ ー情 報 デ ー タ ベ ー ス(EDB)

③ 国 際 パ テ ン ト記 録 デ ー タ ベ ー ス(INPADOC)

④ 物 理 と エ ネ ル ギ 団 体 の た め の 国 際 情 報 サ ー ビ ス(INSPEC)

⑤ コ ン ピ ュ ー タ ラ イ ズ さ れ た 、 エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・イ ン デ ック ス

(COMPENDEX)

⑥ エ レ ク トニ ク スに 関 す る文 献 デ ー タ ベ ー ス(ZDEとPRE)
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⑦ メカ ニカ ル'エ ンジ ニア リ ングに 関す る文 献 デ ー タベ ー ス(DOMA)

⑧ 光 エ ン ジニ ア リン グに 関す る文献 デ ー タベ ー ス(DZF)

⑨ 物理 とエ ネ ル ギ ー分 野 での デ ー タ編集(INKADATACOMP)

⑩ ケ ン ブ リ ッジ結 晶 学 の デ ー タ フ ァイル(CCDF)

次 の デ ー タベ ー スが 近 々利 用 され る よ うに な る。

①

②

③

④

⑤

⑥

ナ シ ョナ ル 技 術 情報 サ ー ビス(NTIS)

物 理 デ ー タベ ー ス(INKA-PHYS)

数 学 デ ー タベ ー ス(INKA-MATH)

数 学 の教授 法 デー タ ベー ス(INKA-MATHDI)

エ ネル ギ ー、物 理 、数 学 分 野の 協力 と協 同 に 関す る ファ イル

(INKA-CORP)

評価 され た核 構 成 の デ ー タ フ ァイル(ENSDF)

更 に次 の よ うな 文献 な らび に数 値 デ ー タ ベ ー スを計 画 中で あ る。

① 宇 宙 学(INKA-ASTRO)

② 航 空 、宇 宙 関 係 の研 究 会 議 レ ポ ー ト(INKA-SPACE)

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

高 エ ネル ギー 物理(INKA-HEP)

プラ ズマ物 理(INKA-PLASMA)

表 面 と真 空 の 物 理(INKA-SURVAC)

エ ネ ル ギー 、物理 、数 学 関係 の 会 議 スケ ジL－ ル(INKA-CONF)

自動車 エ ン ジン(DKF)

産 業 界 の安 全対 策 と事 故調 査

(3)設 備

。 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ

Type

MainStoroge

Bperatingsystein

Siemens7.755

2.Omegabytes

BS2000,verior4.0
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Directaccessstorage24diskdrivesat144

megebytes

〃diskdrivesat420

megabytes

Magnetictapeunits60fwhich4×6250bpi

2×800/1660bpi

High-speedprinter3'

DatatransmissionprocessorDUET9687

0peratiorofterminalsprocedureMSVl

Dialoginformattedmode

。 端 末

別 表1に 示 す 端 末 が 使 用 さ れ る 。

。 デ ー タ 伝 送

中 央 処 理 装 置 は す べ て の 伝 送 速 度 に 対 応 で き る が 、 デ ィ ス プ レ イ 端 末 を

使 用 す る 場 合 、 次 に 示 す よ う な 設 備 が 必 要 条 件 と な る 。
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別 表1.

modgl

cha簡dehstic⑨

Siemens

Transda匂

8150

Siemens

Transdata

8151

Siemens

Transda匂

8152

Siemens

Transda匂

8160-21/81臼

Haze"ing

Mod吋arく 》ne

Sp㏄i81v●r8ioofor
SIEMεNS・

Cor叩utg口

Character⑨represen匂ble

onthoscreen
・

1080 1296 1296/1536/192C 1920

Characte口1Line 54

-

81

.

54/64/80 80

Line3/screen 20 16 24 24

Numb●rofcharacter⑨
64 64/95 64/95

.

uppe卜andlowe「<品gse
一 一

yes yes yes

displaypanel
20x15cm 20x15cm 22x16cm 19x26cm 18x24cm

indicatingelementfor

operatingstateooscreen

一 一 一
yes

－

hardcopydevice,

standby・P「inte「
8100 8122

independent

ofproducer

・ ・
datatransmlsslon

asynchronous synchronous asynchronous

pemittedtr飢smission

speed
dial-upline:

1200bd

dia1-upline:24∞bd

leasedline:2400bd

4800bd

9600bd

upto9600bd

Remark3 obsolescentmodels



■

。 公 衆 回 線1 ,200bpsモ デ ムD1,200S

2,400bpsモ デ ムD2,400S

2,400bpsモ デ ムPAG2,400M

4,800bpsモ デ ム8333

}(Si・m・ ・)

9,500bpsモ デム8334

会話 方式 の運 用を 効 率 的 にす るた め に は、2,400bpsの 伝 送速 度が 最適

で あ る。

(4}情 報検 索

Fach情 報 セ ンタ ーの エネルギー ・物 理、数 学の デー タベ ー ス ・セ ンタ ーはD

IMDIに よ って 開 発 され た 会話 方式 の情 報検 索 シ ス テムを採 用 して い る。 単

純 な検 索 コ マ ン ドで、 さま ざ まな デ ー タベ ー スの 中か ら希 望す る情 報 に ア クセ

スが で き る。 この 検 索 シ ステ ムの 主 な特 徴 と して 次の よ うな もの が 挙 げ られ る。

① 迅 速 な処 理 ス ピー ド

② 複 数 加入 者 に 対 す る同時 サ ー ビ ス

③ コマ ン ド数 を 少 な くす る こ とに よ って習 得 し易 くした ユ ー ザ ー ・ラング

ウ ェ ッヂ

④Booleanalgebraを ベ ー スに して 多様 な質 問の 定型 化

⑤ 自由 な文 献 検索

⑥ 検 索の プ ロセ スを サ ポ ー トした り、 促進 した りす るため の い ろい ろ な援

助

⑦ 総 括 表 の 中で 定型 化 した 質 問 に対 す る不 断 の蓄 積 とア ウ トプ ッ ト

⑧ ワー ド ・ス テ ムの 利 用

⑨ 情 報の 現行 維 持 と 多種 類 の ア ウ トプ ッ ト

⑩ 総 括 表 の 蓄積

◎ 操 作 上の 高信 頼性

検 索の 結 果 は高 速 プ リ ンタ ーで プ リン ト・ア ウ トされ るし、 直 接 ユ ー ザ ーに
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郵 送 も され る。 また 、 あ ま り多 量 の もの でな け れば ミ端 末 で ハー ド ・コ ピー も

で き る。

デ ー タバ ン クに直 接 ア ク セ ス して検 索 で きない よ うな 昔の 質 問 事項 には 、 バ

ッチ処 理 に よ って 検 索 す る こ とが で き る。

{5)ユ ー ザーの 利 用状 件 と料 金

Fach情 報 セ ン ター は提 供 した サ ー ビス、 即 ち 、 デ ー タ ベ ー スへ の ア ク セ ス

と 中央 の ハ ー ドウェア と ソ フ トウ ェアの 利 用(端 末 との 接 続 時 間)に 対 して の

み ユ ー ザ ーか ら料 金 を 徴 収 す る。 端 末 と回 線 の料 金 は ル ー ルに したが って、 加

入者 が メー カ ーとPTTに それ ぞれ 直接 に支 払 うこ とに な る。

検 索 サ ー ビスの 利 用 料金 は次 の と お りで あ る。

① オ ン ライン処 理(端 末 接 続 時 間 に よ る)

公 衆 網… … … 接続1時 間 ご とに107DM

専用 線 … … … 〃97DM

② バ ッチ処理(cpuの 処理 時 間に よ る)

処 理1秒 ご と に0.93DM

③ 中央 の ハ イス ピー ド・プ リンタに ょる プ リン トア ウ ト

(プ リン テ ィ ング と紙 価 に よる)

1項 目ご とに0.15DM

1日5時 間以 上利 用 す るユ ー ザー は10～20%の 割 引率 が 適 用 され る。 ま

た、 利 用 時 間に 関係 な く均 一料 金 を適 用 す る ケー ス もあ る。

別 表2は ユ ー ザ ーが 、 トー タ ル ・コ ス トを 計 算 す る た め の 料 金 表 で あ る。
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別 表2.

ー

ー
べ
O
l

modeI

pnce(DM)

Siemens

Transda匂

8150

Siemens

Transda恒

8151

Siemens

Transdata

8152

Siemens

Transda飴

8160-21

Siemens

Transda匂

8161

Siemens

Standbypnnters

Hazeltine

ModolarOne

Sp㏄i81∀orsionfor

SIEMENS・

Comput● 鴨8121-01 8122-20

PurchaseCO舗

Maintenancecostper

monthafterpurchase

Rentperπ10ntb・incl.

maintenance

+)13
,256,-

81,-

414,一

+)14
,474,-

88,-

451,一

30.5∞,-

201,-

971戸

15,264,-

63,-

420,一

16,779,-

70,-

470,一.

15,275,-

107,-

447,一

7,790,-

82,-

260,一

9,786,-

from85,-

to130,一

－

Deliverype市d
Deliveryonrypossible

whenmodelsa工ereturned
atpresent12monヒhs atpresent

2-3mont二hs

+)
Thisisthevalidpricefornewmodels .Secondhandt二erminals

++)
Therentqivenhereappliestoone-yearaqreements;itwill

SeVeralyearS.

maybeavailableatalowerprice

belessforrenヒalagreementscoverinq



(6)助 言 と訓 練

Fach情 報 セ ンタ ーは オ ン ラ イ ン検 索 サ ー ビス とそ れ の ベ ー スとな って い る

情報 技 術 と手法 、 それ に 利 用 可 能 な デ ー タベ ー スに つ い て ユ ー ザ ーに 助言 を 与

え るこ とを大 事な 仕 事 の ひ とつ と考 えて い る。

この シ ステ ムに対 す る技 術 的 な資 格 な り詳 細 な 知 識 を 持つ こ とに よ り時 間 と

金を 上手 に使 って 、 サ ー ビスを 効 率 よ く利 用 し 、欲 しい科 学 技 術 情 報を 手 に 入

れ る ことが で きる。 それ 故 にFach情 報 セ ンタ ーは ユ ー ザ ーに対 して 、初 歩 的

技術 的 な訓練 や 特 別 な オン ・ザ ・ ジ ョブ訓 練 を行 って い る。

毎 日操作 す る た めに 詳 細 に して ア ップ ・ソ ・デ イ トな マ ニ ュア ルが 提供 され

る で あ ろ う。

6.Euronetの 詳 細

(1)概 要

訪 問 前 の調 査 ではvEURONETは 稼 働 を 開始 して い るは ず であ り、 稼働

直後 の運 営 状 況等 を調 査 項 目と して リス トして い た。

と こ ろが 、調 査 の 結果 で は

① まだ本 稼 働 されて いな くて 、1980年 春 頃 稼働 予 定 で あ る。

②EURONETは 将 来 は 発 展解 消 す る。

の 情 報 が得 られ た。

本 資 料 は 収集 され た 情 報 を も とにEURONETとDIANEの 概 要 を ま とめ

た もの で あ る。

(2)EURONET

① 開発 経緯

75年3月ECの 閣 僚 理 事 会 は、 欧 州委 員 会 に対 してEC各 国 の コ ン ピュー

タが 持 って い る広範 な科 学 ・技 術 ・社 会経 済 情報 に ア ク セ スで き るよ うな通 信
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情 報 ネ ッ トワークを 建 設す るよ うに 指 示 した。

EC委 員会 と各 国PTT(通 信 主 管庁)と の 間の 協 議の 結果 、 この連 合 ネ ッ

トワ ー クの 開 発 及び 運 用 は 各 国PTTが 実 施す るこ とに な った。

この ネ ッ トワークはEURONETと して知 られ て お り、80年3月 には 商

用 サ ー ビス に供 され る こ とに な って い る。

この 通信 ネ ッ トワー クに は 重要 事 項 が 含 まれ てい る ために 、 この ネ ッ トワー

ク 自身 に対 してEURONETの 名 前を 冠 す る よ うに な り、 デー タ ベt－ス関連

に 対 して は 、DIANE(DirectInformationAccessNetworkfor

Europe)の 名前 が採 用 され る よ うに な った。

80年 半 ばに はEURONETは 初 め て の非EC国 であ る ス イ スに まで拡 大

し、 チ ュ ー リヒ、 フ ラ ンク フル ト、 パ リ間 を48Kbpsの パ ケ ッ ト交 換 でつ な

ぐこ とに な って い るo

② 主 た る 目的

。 料 学 、技 術 そ して 社 会 経 済 に 関す る情報 を保 有 してい る デ ー タ ベ ー スに

ア ク セ ス した い とい うニ ー ズ と ア クセ スデ ー タ量 の伸び に 対 処 し よ う とす

る もの で あ る。-DIANE

。 第 三 国(thethivdparty)に 対 し、商 用 デ ー タの ため の 公衆 網 の 性

格 を もたせ た通 信 ネ ッ トワー クを提 供 す る。

この 目的 に 則 して 次 の よ うな 原 則 が あ る。

。 幅 広 い サ ー ビス と効 用 の 高 い 機能 に よ り、CCITTの 勧 告 と標 準 に 適

合 させ る こと。

。 ネ ットワー クの均 等 性 を 確保 しEC内 の 全て の ユ ーザ と ホ ス ト ・コン ピ

ュー タは 原則 的 に 同一 の 権 利 を 有す る こ と。

。 各 国 の ネ ッ トワ ークを 経 由 して アク セ スで き るよ うな国 際 ネ ッ トワーク

をつ くる ことで 、現 在及 び 将 来 のPTTの デ ー タ通信 サー ビス に統 合 させ

る こ と。

。 多 様 な メー カに よ る デ ー タ処理 装 置 が 接続 で きる こと。
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③DIANE通 信 ・

。 ユー ザは公 衆 電話網 あ るいは 専 用 線 でEURONETに ア ク セスで きる。

。 ユ ー ザ はEURONETを 通 して ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タに 交換 接 続 され 、

デ ー タが 得 られ る。

。EURONETの ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タか らは科 学 、技 術 及 び社 会経 済

の 最 新 の情 報 サ ー ビスが 受 け られ る。

。2年 前 には 極 め て少 な か った ホ ス ト ・コン ピュー タの数 も、今 で は20

以 上 の ホ ス ト・コ ン ピ ュー タ を接続 す る こ とに な ってい る。

④ 第 三 国 との通 信

。EURONETは 原 則 的 に は 、EC内 に あ る子 会社 あ るい は 関連 会社 との

間 と い った、 企 業 間通 信 の た め の もの で あ る。

。EURONETは 更 に、ECの 中 で会 社 や公共 機 関 の通信 を行 え る よ う

に な った 。地 理 的 な1拡 大 と し て は 、80年 に ス イ ス の 参 加 が 検 討

され て い る。 あ る条 件の も とでEURONET関 係 国で ない 国 々(CEI)

T)と の通 信 も可能 に な りつ つ あ る。

第 三 国 の通 信 に対 す る制 限 は ネ ッ トワー クの 容 量 上の 問題 か らつ け られ

て い る。 また 、通信 の形 態 に つ い て も合 意 が 必要 で あ る。

⑤ 採 用技 術

最新 の デ ー タ通信 サ ・一 ビスで は、 多様 性 と高 度 化要 求 を追 求 す る必 要 があ る。

た とえ ば 、 速 度の 向 上、 伝 送路 の高 度 利 用 、 そ して 伝 送 され る デ ー タの保 護 な

ど。

この ネ ッ トワークは 、 パ ケ ッ ト交 換 を 基 本 と して い る。 この技術 はBPOの

EPSSの よ うに い くつ か の 実 験 で確 立 され て お り、 ま た、 ア メ リカのTEL

ENETや フランスのTRANSPACの よ うな 実在 の 交衆 網 で も確 立 され た も

の で あ る。 パ ケ ッ ト交 換技 術 は 、1つ の ネ ッFワ ー クに適 合 させ に くい 、い く

つ かの 端 末 を 適合 させ るた め、 あ るい は ネ ッ トワー クに つ なが るデ ー タベ ース

を会 話 方式 で安 くア クセ ス させ る ため に採 用 さ れ た技 術 で ある。

一178一



この ネ ッ トワークはCCITTの パ ケ ッ ト交 換 を ベ ー ス と した 、公 衆 デー タ

網 用 の勧 告 に適 合 させ て い る。

⑥ パ ケ ッ ト交 換 の 利 点

。 回線 を 分 割割 当 て す る ことに よ り
、 コ ス トを 下 げ 、 デ ー タ伝 送 全体 の 経

済 化 が はか られ る。

。 速 度 及 び手 順 変換 装 置 に よ り、種 類 や 、符 号 の 異 な る端 末 間 での 通信 や

ネ ッ トワ ーク との通 信 が 可 能 で あ る。

。 自動 エ ラー訂正 や デ ー タを紛 失 させ る ことな くネ ッ トワー クの 再編 成 を

行 うな ど高 品 質 の サ ー ビスが得 られ る 。

PrincipleofPacketSwitching

Packettemlina1A

sendingPackettoterminalW

②

匡茎][司[亘

◎

、
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⑦ プ ロ トコ ル

パ ケ ッ ト交 換 で 重要 な の は 、端 末 と ホ ス ト ・コ ン ピュー タ との間 で 、 呼 び 出

しを 可 能 に し 、 リ ンク確 立後 情 報 伝 達 を可 能 に す るた めの 適切 な プ ・ トコル又

は 接 続 手順 を 確 立 す る こ とに あ る。

パ ケ ッ ト端末 や キ ャ ラク タ端末 に対 応 して 各 々異 な った プ ロ トコルが 使 われ

るo

EURONET-CCITTProtocolsX.3,X,25,X.28,andX.29

switchednetwork

Packet-

mode

termina1

PSEl

lvirtualcallandl

lpermanentPAD
lvirtualcircuitlX ,3

1handling

character-

mode

terminal

X.29.
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⑧ ネ ッ ト ワ ー ク 構 成

(i)基 本 構 成

初 期 は 次 の 通 り

。PSE(PacketSwitchingExchange):時 分 割 多 重 装 置

4カ 所 一 フ ラ ン ク フル ト、 ロ ン ドン 、 パ リ、 ロ ー マ

。RAP(RemoteAccessPoint):時 分 割 多 重 装 置

5ヵ 所 一 ア ム ス テ ル ダ ム、 コペ ン ハ ー ゲ ン、 ブ ル ツ セ ル 、

ル ク セ ン ブ ル グ 、 ダ グ リ ン

。NMC(NetworkManagementCenter):ロ ン ドン

機 能 一 。PSE能 力 の 監 視

。ネ ッ ト ワー ク 全 体 の 制 御

odeliveryofinternationalaccounting

andcharginginformation

。 各 ノ ・一 ド間(PSEとRAP間)及 びNMCと の 間 の リ ン ク は 当 初
、

PSE間 は48Kbps、PSE-RAPは9.6/48Kbps・

。 ホ ス トと の 接 続 は
、1～2回 線 で モ デ ム を 使 って 結 ば れ る。

(ii)PSE

PSEは"ス イ ッチ ・モ ジ ュ ー ル"と"コ マ ン ド ・ユ ニ ッ ト"か ら 成 っ

て い る。 ス イ ッ チ ・モ ジ ュ ー ル は 同 期 、 非 同 期 の 各240端 末 が 接 続 出来

る 。 コ マ ン ド ・ユ ニ ッ トは も う1方 のPSEと 結 ば れ 、 交 換 能 力 は 最 大 数

Mbpsで あ る。

㈹RAP

同 期 用 と 非 同 期 用 の 時 分 割 多 重 装 置 を も ち(PSEに は な い)ネ ッ トワ

ー ク を 介 し て 他 国 ヘ ア ク セ ス で き る よ うに し て い る
。

⑨ サ ー ビ ス の 特 長 と 提 供 され る 端 末 に つ い て

EURONETで 準 備 さ れ て い る 基 本 サ ー ビ ス は ヴア ー チ ュ ア ル ・コ ー ル で

あ る。

一181一



ω ヴ ァチ ユ アル ・コー ルの特 長

ヴ ァチ ユ ア ル ・コー ルは 同 時 に発 信 者 と受 信 者 側 で デ ー タ交 換 が行われ、

次の よ うな特長 がある。

。 パ ケ ッ トの 順序 は保 証 される。

。 フ ロー 制御 を相 手 に要 求 で き る。

(ii)端 末 の形 態

2種 類 のDTE形 態 が あ る。

。 パ ケ ッ ト端 末(DTE-P)

同 期

X二25

速 度:2400/4800/9600bps

(48kbpsは 技 術 的 に可 能 と思 われ るが 現在 は ない)

。 キ ャ ラクタ端 末(DTE-C)

非 同期

X-28

速 度:110-300/600/1200/1200/75bps

こ こで パ ケ ッ ト端 末 は 専 用線 で使 用 さ れ る。 キ ャ ラク タ端末 は専 用線 で も

公衆 電話 網 で もよい。 ま た、 国 内 の デ ー タ交 換網 経 由 用 の端末 も計 画 中 であ

る。
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⑩ コール で きる形 態

。 パ ケ ッ ト端 末 相 互 間

。 公 衆電 話 網を 経 由す る キ ャ ラク タ端 末 とパ ケ ッ ト端 末 の間

。 パ ケ ッ ト端末 か ら専 用 線 で 結 ばれ た キ ャ ラク タ端 末 に対 して

なお、 キ ャ ラク タ端末 相 互 の 通信 は 現 在 検 討 中 で あ る。

Typesofcallschematlc:

DTE-P DTE-C
via

DTE-C

via
leasedline PSTN

DTE-C 7
● /

Vla /

PSTN
/
/
/
/
/

/
/

DTE-C
●

フ
/

Vla /

leasedline
/
/
/
/

∠二/

DTE-P ＼/
〉

initially

notpossible

onEURONET
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⑩EURONETの 機 能 向 上

(Dマ ル チ ・チ ャ ン ネル ・ア ク セ ス

パ ケ ッ ト端末 は 、一 度に い くつか の相 手 と結 べ る。 ネ ッ トワー ク と結

ば れ て い る間 、い くつ か の ヴァ ー チ ユア ル ・コール を確 立 して お くこと

に よ り可能 で あ る。

この利 用法 を マル チ ・チ ャ ンネル とい う。

(ii)パ ーマ ネ ン ト ・バ ー チャ ル ・コール(PVC)

バーチャル ・コー ル は ユ ー ザ 自身で セ ッ トし
、準備 す る もの で あ る。

交 換 機 能 を 希 望 せず 、つ な ぎ っ放 しに して お きたい ユ ー ザは 、PVC

の 申 し込 み が で きる。

マルチ ・チャ ンネルの 各 々に ヴァー チ ユア ル とsPVCの 設 定が で きる。

PVCで は 次 の条 件 が 必 要 で あ る。

・PVCの 両 端 は1つ の法 人 に しか許 され な い。 共 同使 用 で きな い。

。9600bps以 下 で あ る こ と。

。EURONET加 盟 国 での み 適用 。

な お 、 このPVCは 当初 い くつ か の主管庁はサービス しな い 見 込 み であ る。

帥 マル チ ・ライ ン

能 力 と信 頼 性 の理 由か ら、 多数 回線 用 装置 を ネ ッ トワー クの接 続 装置

部 分 に使 う。

信 頼 性 の あ る.回線 を 使 って よ り速 くす る こ と と同 じ効 果 が あ り、 マル

チ ・ライ ン と呼 ん で い る。

す べ てのPTTが 準 備 す る もの では ない。

㈹ ク ロー ズ ド ・グ ル ー プ

閉 域 接続 が可 能 で あ る。

こ の場 合 、 加 入 者Aは 別 の グ ル ー プに 属す こと もで き る。

この 機 能 も当 初す べ て のPTTが 準 備 して い る もの で は な い。

(V)セ レク テ ィブ ・コ ン トロー ル
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バ ー チャ ル ・サ ー キ ッ トを もつ パ ケ ッ ト端 末 は サー キ ッ トの受 信 容 量

に規 制 され る。 この 容量 は受 信 端 末 の装 置 の 容量 に デ ィペ ン ドして し ま

うo

マルチ ・チャ ンネル の場 合 、 バ ー チャ ル ・サ ー キ ッ ト毎 に 制御 され 、

この機 能 を セ レ クテ ィ プ ・コン トロー ル とい う。

M)伝 送 品 質

ネ ッ トワーク には 、 エ ラー チ ェ ック装 置 をつ け る こ とが で き る。 これ

はPSEの トラ ンク聞 及 びPSEと 端 末 間の エ ラーを 防 ぐ もの で あ る。

EURONETの フ レー ムは オー プニ ン グ ・フ ラ ッグ、 イン フ ォー メ

ー ション ・ブ・ッ久 フレー ム ・チェック番号 、 フ ァ イナル ・フ ラ ップか ら

成 り立 って い る。

Ml運 用 時 間 帯

24時 間 運転 で あ るが 、 当初 は 月 ～ 金 の10時 間(7:00～17:

00)を サ ー ビス時 間 帯 と し、 この 時 間以 外 は 料 金 を安 くして あ る。 サ

ー ビス時 間帯 の拡 大 を検 討 中 であ る。

㈹ 信 頼性

十 分な 信 頼性 を持 たせ る よ うに 設 計 され て い る。 交 換 処 理 に お け るす

べ て の サ ブ シス テ ムが2重 化 され てい る。PSEで は コマ ン ド ・ユ=ッ

トと交 換 モ ジュ ール の保 全部 品 が ホ ッ ト ・ス タ ン ド ・バ イ ・モ ー ドで運

用 され る こ とに な って お り、運 用 装置 の どの 部 分 が障 害 とな ろ う とも対

処 で き る よ うに な って い るo

l刈 予定 能 力

・90%以 上 の デ ・一夕は 、 ピー ク時0.2秒 以 内 で網 内を 通 過 し、平 均

時0.15秒 程 度 で あ る。

。 コール の レ スポ ンスは 、0.4秒 以 下 で あ り、平 均O.25秒 で あ る。

。 ピー ク時 呼 損 率1/1000を 越 え な いo
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。 パ ケ ッ トの 順 序 乱れ

送 達 ミス

一5
10

-6

10

ア ン デ ィ テ ク テ ィ ツ ド__2×10-6

コ ラ プ シ ヨ ン10-7

◎ 料 金

EURONET使 用料 金 は 通信 形 態 に よ りい くつ かの要 素 で 構 成 され る。

どの 場 合 に もPTTが 課 金 す る。

。 ノ ー ドヘ ア ク セ スす るため の通 信 料

専用 線=モ デ ム設 置 を 含 め た設 備料

基本 月額 料

公 衆網:使 用料

モ デ ム設置 料

第3国 の 通信 では 、 両端 で の通 信料 が 考 慮 されなけ れ ば な らない 。

DIANEユ ー ザは ・ 端末 と ノー ド間に つい ての 部分 に課 金 され る。

。NUI(NetworkUserIdentity)と して 一定期 間の 料 金
。

。 一 定期 間 の モデ ム料 。 全てのPTTが 公 衆 電 話網接 続 用 の モデ ムを提 供

す るわけ で は ない。 技 術 的 ア ドバ イ スを 行 うだ けの こ と もあ る。

。EURONETの 部 分。9カ 国1)TTは 次 の よ うな 料 金 を ベ ー ス と して

この 部 分 に課 金 す る。 呼 の保 留時 間、 速 度 、 送 るセ グ メ ン ト数。

この料 金 は距 離 に は依 存 し て い ない。 閑散 時(19:00～07=00)

と土 ・ 日は時 分 料金 につ い ては20%減 、 ヴオ リュー ム 料 金 は33%減 と

な る。PVCは 定 額 の基 本 料金(120H/月)と ア クセ ス量 で 課

金 され る。 セグ メン ト・サ イズは512ビ ッ ト(約 パ ケ ッ トの半 分)で

あ る。

。 特 別 料金 と して 、 マル チ ・チ ャ ンネル と閉域 接続 。

DIANE通 信 の場 合 、 上記料 金 に各 ホ ス ト・コ ン ピュー タ使 用 料 が追加 さ

れ る。
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⑫EURONETの 将 来

U)国 内網 経 由の ア クセ ス装 置

パ ケ ッ ト端 末 はRAP経 由 でPSEに 直接 つ なが り、 キ ャ ラク タ端 末

は 直接 で も又国 内交 換 網 を通 して で も ア クセ スで き る。

公 衆 電 話 網を 経 由 して ア ク セ スで き るが 、各 国 の 網 を通 じて も ア クセ

スす る ことが で き る。

。 ドイ ツIutegratedDataNetwork(1DN)300bps

。デンマークNordicPublicDataNetwork(NPDN)600bps

。ス・fスDATEX300Network(EDWA300)300bps

1200b
psがkい が 、 希 望 す れ ばこれ らの 国 々は(600)・1・200i75

公 衆 電 話 網 経 由 で ア ク セ スで き る。

(in拡 大

EURONETは 当初 計 画 で は 、EC加 盟 国用 とい う こ とで あ ったが、

'80年 に はPSEが ス イ スに置 か れ るよ うに な る
。

各 国 の パ ケ ッ ト網 とEURONETを 結 ぶ 場 合 、EURONETと 各

国 パ ケ ッ ト網 の 両 者 にX-75が のれば その 日か ら半 年以 内に 接 続 で き る。

X-75を 使 ってEURONETと 結 ぶ 計 画を もつ 国 は 次の 通 りで あ る。

1980年 81 82
旬

ベ ル ギ ー ○

ア イル ランド ○

フ ラ ン ス ○ TRANSPAIC

西 独 ○

ネーデルランド ○ DNI

イ タ リー ○

デンマーク ○
一 ◎

ス エ ー フーン ○ SWENET

ノール ウエ ○ NORPAK

英 国 ○ PSS

スペ イン ○ RETD

ス イ ス ○ EDWP
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TRANSPACとEURONETの 暫 定的 な接 続 がEURONET開 始4カ

月 後 か ら行 わ れ る こ とに な つ てい る。

ア イル ラ ン ドで は 、 ア メ リカの デ ー タベ ー スへ の ア クセ スを'79年 末 に行

うこ とに な って い る。 特 別 な パ ケ ッ ト網 は ア イル ラン ドと イギ リスの間 の 一 般

デー タ・ネッ トワー クに拡 大 さ れ るし、 他の 国 々に も拡 大 され る こ とが 考 え られ 、

こ うし た 関係はEURONET全 体 に 及 ぶだ ろ う。

ア イル ラン ドで はEURONET通 信 の ためにゲイ ト・ウェイの役 割 りをす る

一 般 公 衆網 が で きつ つ あ り、80年 初 頭 に は完 成す る予 定 で あ る。

各 国 パ ケ ッ ト網がEURONETと 接 続 され るこ とにな り、 ユー ザは 各 国 パ

ケ ッ ト網 の方 へ 接続 替 えす る こ と とな り、 各 国網 経 由 で計 画 中 のX-121イ ン

タ フ ェイ スで接 続 す る こと に な ろ う。

各 国 パ ケ ッ ト網 の 確 立 に伴 い 、EURONETユ ーザの 代 替 ル ー トと して は

X-75で 各 国 パケ ット網 と直 接接 続 す るのが 適 当で あ る。

長期 的 に はEURONETは 各CEPT国 に あ らわ れつ つ あ る パ ケ ッ ト網 に

統 合 され る もの と考え られ る。

この こ とは 、 各 国PTTの 理 事 会 、委 員 会 にお いてEURONET設 立 の決

定 当時 か らいわ れ て い た こ とで あ る。

⑬ 端 末 の コンパ チ ブル につ い て

現 在 ネッ トワー クの技 術 と適 合 して い るパ ケ ッ ト、 キャ ラク タ端末 の 種 類 に

関 し将 来 に つ いて み て み る と、 ます ます 多 様 化 され る よ うに な り、 これ らの 端

末 す べて を 包 含 させ よ う とす るのは 困難 な こ とで あ るが 、PTTとECは 最 新

の技 術 を準 備 す る こ とが で きる。

(3)DIANE

DIANE(DirectInformationAccessNetworkforEurope)

はEURONETを 利 用 し 、 科 学 技 術 情 報 を オ ン ラ ・fン で 当 面 ヨ ー ロ ッパ9カ

国 に サ ー ビ スす る 情 報 提 供 シ ス テ ム で あ る。
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科 学 技術 情 報 の デー ダペース ・システムは、EC諸 国 に あ る独 立 した多数 の シ

ステ ムか らな り、 これ らをDIANEと い う一 つ の 統 合 シス テ ムにす るもの で 、

その ため に特 別 な 配慮 を しよ う として い る。

① 共通 コマン ド・セ ット

個 々 の 情 報 検 索 シ ス テ ムは 、 そ れ ぞ れ 異 な っ た ア ク セス ・コマ ン ド・セ ッ トを 持

つ こ とが 多 く、 利 用者 は シ ステ ム毎 に コマ ン ドを使 い 分 け る必 要 があ る。

この た め 、DIANEで は 共 通 コマン ド.・セ ットを 用意 し利 用 者 の便宜 を計 ろ

う として い る。

コマ ン ド・セ ッ トは 下 記 の 通 り。

Command

BASE

STOP

FIND

DISPLAY

SAVE

SHOW

PRINT

DEFINE

DELETE

MORE

BACX

HELP

NEWS

INFO

OWN

Function

¢o`de頑 かtんedatabase¢obεsε αrc九ed

toendasessionorpartofit

toenterαsearchstatement

todごsplayαlisto∫seα7℃ ん ¢eηπs

toSαUθseαrc九statemen¢forla¢erI43θ

todisρlayorりperecortison一 挺πε

toprin¢recortlSremotely

toOUθ η掘edefauttparameters

句deletes¢ α¢θ7πθπ¢sorreque8ts

¢odisplaymo陀da¢ α

εod輌splaypreviousinformation

¢oobtain8uidanceOη ・b'ne

t・ ・btaintates¢ 旬bア 励tiononsys¢em

t・ 扉 りegeneralinformationonaspect80fservice

rω`¢ゐ8ρecゴ ノi'Csubrcommand⑨ ノ

¢0αllOωuseo了0西88◆ 耐 ■omn副8

② 言語翻訳

国 際 シ ステ ムの ため 、言 語 の 違 い に よ る問題 が あ るが 、 自動 翻 訳 の た めに

SYSTRANが 研 究 され て い る。
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対 象 語 一 ロシ ア語 、英 語 、 フ ラン ス語 、 スペ イ ン語 、 イタ リア語 、 中 国語 、

日本 語

③ オ ペ レ ー シ ョン手順

EURONETは 国 際 回線 で あ り、 利 用者 端末 との接続 は国 内の公 衆 電 話 網

また は 専用 線 で お こな わ れ る。

この ため 、DIANEホ ス ト・コン ピュータとの接 続 オペ レー シ ョン手 順 は 下

記 の よ うに な る。

開 始

EURONET

への接続

ホ ス トコ ン ピュ ー タ

へ の 接 続

情報検索

ホ ス トコン ピュー タ

の 切 り離 し

更 に他 の

ホス トコン ピュータへ

接 続 す るか

EURONET

の切 り離 し
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④ 付 録

(i)ホ ス1・ 一 覧

DIANEを 構 成 す る ホ ス5と デ ー タベ ー ス との対 応を 下記 に示 す。

Hosts Au加 如b伍 εy DatabasestobeO〃 ≧redonline

BLAtSE,Londbn Noω 0ソ～e旭吾onαLCANCERIＬNE(CANCERL「r,

CANCERPROJ.CLINPRon;CHEMLINE;

LCMARCCCurrent1Retrosp6ctive,;

UKMARC{CurrentiRetrospective);MEDLINE

(endBACKFILES,;MeSH;RTECS;SD`LINE;

TOXLINE8TOXBACK.

Planned:BEt;CONFERENCEPROCEEDINGS

lNDEX;ISDS:RBUPC.

CATED,Panis

CCI,Rome

CED、Rome

CERVED,Padua

ハ～bω

Tobeannounced

∧loω

ハfoω

0匹 旭 吾o頑:ARIANE

PIanned:tVIARCITALY:SPIN

ρ1～erα政況αゐL●galdatabases.ALBO;81D;CEE;

CIVILE;CONSTkCORTEC;COSTIT;DOITR;

LEXR;LEXS;MERITO.PENALE;REBI;REBIS;

RIV;TITLEX;TIT1;TIT2TRIBUT

9㎏m'㊤ 皿 」こ181S;ITIS;SANt;SANP;

SAOE;SDOI;SIBB;SIBV;SICC

Planned:SANC;SANS;SDON

CIDA,Paris

CILEA.Milan

CIS⑪.Paris

Noω

Tobeannounced

Noω

ρ巨mヵbπ α」=SYSTEMEDARCPLURIDATA

P㎞ πed:GεODIM;MARCITALY

ρP望π1¢めπαゐC`SI'AFO;CIS‖ ・81氏CIS`・ELECNUC;

CISI・MEDIkCISI-PI;CISI-TRANSINOVE

Planned'CISI-SCE

C「rl,」Bru88el8

Detac●ntrel● 九

Coρenhagen

DIMDS,ColOgne

ECHOS●r∨ice。

Luxembourg

∧row

Tobeannounced

∧roω

Tobeannounced

ρρ宣旭 ¢iOnal'εPIC;INIS

ρオ～θ旭 £如πα」「⑤DIonlyl:CACON;COMPENDEX

=ビCASEARCH;CHEMNAME:
COMPεND臥{onl栖 ●紘 訓DOC;ENE》kENREP,

ENV旧OUN邑POLLUTI㎝.

0匹 τα鋤nα む800SISPREVIεWS;CANCERLtT;

CANCERPROJ;MEDLARS(incl.MEDUNε,

SDIL川E,8ACKFIU…S,FILε64'65);MeSH

{incl.G●rmantr加8btionl;PkSCISEARCH.

Plαnned:ARZ-D8;CA8ABSTRACTSIANIMALS;

CHEMLIN丘CLINPROT:EXCERPTAMEDICAIEM

8ASε;FSTA;IDISFILESISOCIALMEDtC⑪N丘

INDεXVETERINARIUS:lPへLIT・KRAN;NAR

SOCIALSCISεARCH;SUSIS;TOXL川 ε8

TOX8ACK.

Planne(1:AGRE「 ちEABS;εNDOC;ENREP;

EURODtCAUTOM;R●ferralandEnquiryServices .
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εurOP●anP8tont8

㎝lco,TheHague

FIZ-T●chnik,

Frunhrurt

GID,Franhfurt

lnfo・Line,London

tNKA,Karlsruhe

lnst輌tutT8xtilO

d8France.」Paris

IRS,Frascati

JRC,Ispra

SPI.Paris

Tobeannounced

Now

ハrow

1979

ハJoω

八仙ω

∧Joω

Plannedfor
October1979

Oρerationat

T6tesvstbm●8,ParisP毎 期ed/br

J顕 θ1979

Th●mod8匂 」Grenobleハlo1〃

9ρ 老尼 ¢`onα'in・itOuse:

DOCUMENTATION

PATENTSEARCH

Planned:PATENTSREGiSTER

ρρ塑 戚 匡o肥LOOMA;ZDε

Planned:DKF;DKI;DZF

QpLe1■f!llgl!α1,t;onal:BIBUO-DATk8ULLDKI;FSTA;
PSYCHOLOGICALABSTRACTS;SDIM

Planned;NAR

Planned:BIOSIS;CACONtCASIAm●rg●d;

CHEMICALBUSINESSDATABASE;

CASCOMPOUNDREGISTRY;COMPENDEX;

INSPEC;RINGDOC:WORLDPATENTSLATEST;

WPI.

ρ㎏rω 如πα」:CCDF;ED8;INKA・CONF:tNKA-

DATACOMP;⑪NKA・NUC1」EAR;INPADOC－ ⑪FD

81PG;INSPEC

Plαnned:COMPENDEX;ENSDF;INKA・

ASTRO;tNKA-CORP;INt(A・HEP;INKA-MATH;

INKA'MATHDI;tNKA-PHYS:tNKA・PLASMA;

tNKA・SPACE;INKA'SURVAC;NT`S.

QPLgCtgtlgRα(,ational:TITUS

ρρerα¢輌oπαムALUMINUM;810S6S;CHEMA8S;

COMPENDEX;ε しεCOMPS;ENERGY1」Nε;

ENVIROUNE;EUROFILE;INSPEC;ISMεC;

LEDA;METADεX;NASA;NTIS;OCEANtC

A8STRACTS;PASCAL;POLLUTIONABSTRACTS;

SPACECOMPS

Planned:CA8;FRANCEACTUAUTE;FSTA.

Planneま ・ECDIN;EUROCOPI.

0陛rα`oπ α」:CETtM.

Plαnned:CIS;εDF.

Planned:AFNO民BIPA;CANCERNET;

CASEARCH;CBAC;CDIUPA; .EDF;FRANCIS;
PASCALRESEDA.

QPL9!■811{Z!!g11tional:THERMODATA
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(ii)デ ー タ ベ ー ス 一 覧

DIANEで 提供 を予 定 し てい るデ ー タベ ース を下 記 に示 す。

AFNOR

AGREP

ALBO

ALUMINUM

ARtANE

ARZ・DB

8日

BIBLIO・DATA

BID

BIOSISPREVtEWS

BIPA

BUL・L

CACON

CAB

CA8ABSTRACTSl

ANIMALS

CANCERLINE

CANCERUT

CANCERNET

CANCERPROJ

CASCOMPOUND

REGISTRY

CASEARCH

CAS`A

CBAC

CCDF

CDtUPA

C匪

CETIM

CHEMABS

CHEMtCALBUStNESS

DATABASE

CHEMLtNE

CHEMNAMε

1)oeω 〃;entat永)non3¢ αn{晒

PennanentInventoryo∫ ノlgriCulturulRe8earc九Ptoゾ ㏄ ¢8

輌n¢ んθCommuni¢y

Reg輌8¢ θr・fltalian6畝3¢ersand戚 ¢・mεy5

w()rldAl1iminium/1b3¢ruct8

Buildingand鋤3¢ …rt迦engu'πee廟gdα ¢α ㎞ ★

Dアugsα πdactiveingひedt'entsd㎏ta㎞ 』じ

β パ¢ごs九Ed1ばatibn∬ndex－ β ㎡e飴Aεd四:atiOnaljournals

'β00克Sandserialspublisハ 悟d`nt九 θF栖e㎝ 【RepublicO∫Gε"鴎 απy

β 訪'わgr叩 九yondα 如pmce83`n8α πdlaω ・

A〃 αSρed80∫b㊤ ・SC:eπCε8

β απqμed'∬nfoア 励tiOnPolitiq」 昭etd'Ac¢1`alite:Fアenc九

politicαlchronicle

Documentat輌0πon伽8払 ご8¢岳8rGε"nanl

ChemicalAbst・uc¢8(b蛇n8α'es:chemicalsciencesgeneraUy

Commonweαlt九AgniculturalBure《Ulx∫agricUtturZtlsciences

απdrelated8"～ ザecε3

Animalandueterinarysciencesanばnu励 迦

Cbns`sどsof(ン1ハICERL∬T,以 ハrCERPROり 「and㏄ ∫ハrPROT

(】ancer」 膓`¢θハ■tureabstrzzct3

1n¢ernatiOnal(locumentationOπcancer&0反 ゆ]FDgy

CanceアPか ヴedsこ ⑨electedcurrentρ 叫'ec¢s栖 ρmg々8s

Compr¢hensi〃 θ1i]「eo∫c九emical◎ompounalS

CACOハ 「απd()ASIAη 肥 厚 εd

ChemicαlAbstrzrctsSubjectIndexAlert-thesaurusfbr

膨3eωitん α4COハr

ChemicαlBiolOgicαlAc翻 り`¢`e5

伽brid!geoツstatlOgraphiCLIa¢ α'jF}'la3'cry吻 ξ微1

η憶0ム2Cξ吻rstruc¢ur⑫3

1ndustrialρrocessingo∫agricμJturutprt×iucts

()ase-laωoftheEuropeanCbヵzmunt'¢ 向8,Cb"r¢oノ 「J己rstice

CentreTechniquedeslndu8¢riesMO。 α叫"8'"vechanical

en88neenng

AsCACOV

T¢c九nOtO〃zmereial4㏄ ロnomicinfOrmation々 如 ¢③ば ¢o

chemicalindustn'es

th'et迦 ω ツ0∫C九 θ〃・`cal8ubs鋤 。38.ω 軌 ㎝SＬRegistrynumbers

on.roL肌 ∬ハIE

A8(HE肌1ハrE
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CIS

CISI・AFO

CtSt・BIR

CISI-ELECNUC

CtSl'MEDIA

CISトPl

CISI-SCE

CISt・TRANStNOVE

CIVILE

JCLINPROT

COMPENDEX

CONFERENCE

PROCEEDtNGSINDEX

CONSTA

CORTEC

COSTlT

DKF

DKl

DOMA

DOTTR

DZF

EABS

ECDIN

ED8

EDF

ELECOMPS

ENDOC

ENERGYLINE

ENEX

ENREP

ENSDF

ENveROLINE

Epec

EUROCOPl

EURODICAUTOM

EUROFIL「i

EXCERPTAMEDICAt

EMBASE

FRANCEACTUALITE

CentreIn¢ernationa'd'lntorma£`oπsdeSecuri£'εz'd'Hyg`ぴe

dμTrα ひα輌ム ωor友safetyα ηd九 θα」¢力

Financialα πds¢OCたeエC九 απgedα ¢α0∫FreπCん9μ0¢2d

comρ α朋 θS

InformationO{8ε πひironmentalrθseαrcん
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7.ESRINの 詳 細

ESRIN(EuropeanSpaceResearchlnstitute)はESA(Eu-

ropeanSpaceAgency:本 部 は パ リ)に 属 す る 国 際 機 構 で あ っ て ロ ー マ 郊

外 のViaGalileoGalileiOOO44FRASCATIITALYに 存 在 す

るoESRINに はIRS(InformationRetrievalService)と

ヅ

EPO(EarthnetprogramOffice)の2部 門 が あ り 、IRSは 西 ド

イ ツ 、 イ タ リ ー 、 フ ラ ン ス 、 ベ ル ギ ・一 、 イ ギ リ ス 、 ア イ ル ラ ン ド 、 デ ン マ ー ク 、

ス ウ ェ ー デ ン 、 オ ラ ン ダ の 各 加 盟 国 及 び ス ペ イ ン 、 モ ・ ッ コ(非 加 盟 国)に 情

報 検 索 サ ー ビ ス を 実 施 し て い る 。

ESA所 属 の 関 係 機 構 と し て はESTEC(EuropeanSpaceTech-

nologyCenter:ノ.ル ド ウ ィ ッ ク)ESOC(EuropeaTlSpaceOp-・-

erationCenter:、 ダ ー ム ス タ ッ ド)と が あ る 。

{1)ESRINの 提供 す る情 報 検 索 サー ビスの概 要

①IRS(lnformationRetrieva1Service)

IRSの 目 的 は 著 書 目録 、 デ ー タ 又 は 助 言 の 形 式 で 敏 速 、か つ と との った 情 報

をESAの 組 織 内 の み な ら ず ・ 他 の 分 野 で 働 い て い る 科 学 者 ・ 技 術 者 、 管 理 者

及 び 計 画 立 案 者 に も 提 供 す る こ と で あ る。

こ の た め 、IRSは 次 の よ う な 設 備 な ら び に 機 能 を 持 っ て い る 。

(Dそ れ 自身 の 通 信 網(ESANET)を 有 し て い る。 こ の ネ ッ ト ワー ク は 延

1万 ㎞ に 及 び 図 一1に 示 す よ う に 多 くの 西 ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 に お よ ん で い る。

こ れ ら の 回 線 は 一 般 に は9,600bps(2400bps×4ch)で あ

るo

(但 し ス ペ イ ン 、 モ ロ ッ コ 向 け ば2,400bps)各 ノ ー ド(National

ControlCenterと 称 す る)に はFEPが2台 お か れ 、1台 が メ イ ン、 他

の1台 は バ ック ア ッ プ 用 で あ る。 ま た 、 コ ン セ ン ト レ ー タが あ って 公 衆 網 と 接

続 さ れ て い る。
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回 線 は ポ ー リン グ/セ レ ク テ ィ ン グ の 形 で メ イ ン ・コ ン ピ ュ ー タ が 制 御 し て

い る。

(ii)よ り 広 い 範 囲 か ら の ア ク セ スを 可 能 と す る た めCYCLADES(フ ラ ン

ス)TYMSHARE(ヨ ー ロ ッパ)CNUCE(イ タ リ ー)の よ う な 他 の

ネ ッ トワ ー ク と接 続 し て い る。 ま たEURONETDIANEが 導 入 さ れ

た 時 点 で 、 これ を 利 用 で き る よ う 予 定 して い る(ロ ー マ に ゲ ー ト ・ ウ ェ イを

お く)
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TRANSPAC(フ ランス)と の 接続 の ため ゲ ー ト ・ウ ェイを パ リのIR

IAに お く予定 で あ る。 又 、 サ テ ライ ト回線 との 接 続 も現 在 デ モの 段階 にあ る。

帥 情 報 を得 るの に 必 要 な科 学 及 び技 術 に関 す る広 範 な デ ー タベ ー スを 利 用 で

き る… … デ ー タベ ー スの種 類 に つ い て は後述

lV)オ ン ライ ン会 話 形 検 索機 能(RECON)が 用意 さ れ てい る。 この装置 に

よ り、 ユ ーザ は必 要 とす る情 報 を 通信 網 を 通 して デ ー タベ ー スか ら容 易 に 入

手 で き る… …RECONに つ い て は次 項 参 照

② 会 話 形 検 索 機 能

RECON検 索機 能 に よ りデ ー タベ ースを 検 索す る こ とが 可 能 で あ る。 簡 単

な コマ ン ド及 び利 用対 象 を示 す 用 語(terms)を 入 力 す る と、 コン ピ ュー タ

は それ に 関係 す る リフ ァレ ン スを検 索 し表 示 す る。 与 え られ た情 報 を ベ ース と

して 、利 用 者 は 必要 に 応 じ検 索を 変え た り再 定義 す る こ とが 出来 る。

この 会話 形 機 能 は次 の よ うな特 徴 を 有 して い る。

o

o

o

o

o

o

o

o

③

検 索はRECON端 末 を 用 い る こ とに よ り容 易 にで き、 次 の手 順 に よ る。

(i)フ ァイル の選 択

㈹ キ ー ワー ドの 選 択 及 び論 理 的 組 合せ

ω リフ ァレ ン スの 表 示 お よび 必 要 な もの の 保 持

OV)必 要 な 引 用 の 印刷

検 索 に 用い る用語 を ア ル フ ァベ ッ トで表 示す る。

概 念 上関係 す る項 目を 階 層 的 に表 示 す る。

検 索対 象を 示す 用 語 を 論理 的 に 組合せ る。

あ らか じめ 決 め られ た 数 多 くの フ ォーマ ッ ト上に リフ ァレ ン スを表 示 す る。

検 索 出力を 日付 に よ って 制 限 す る。

コス ト節減 の た め 検 索 され た リフ ァ レンス を オ ン ライ ン印刷 す る。

著 者 名 または 所属(Affiliation)ま た は使 用言 語 な どの 検 索 を 行 う。

後 で 使 用す るた め 中 間結 果 を ス トアす る。

デ ー タベ ー スの検 索
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一
㈲ 及 び㈹ の 操 作 は 満 足す べ き結果 が え られ る まで 、新 ら しい キー ワー ドを

用 い た り、 キ ー ワー ドの 組 合 せ を 変 え る ことに よ り、必 要 に 応 じて繰 り返 え

され る。

④ この シ ステ ムへ の ア ク セス 方法

デ ー タ ベー スはFrascatiに あ るIRSコ ン ピュ ータに ス トア され て お り、

専 用 線 また は ダ イヤ ル電話 回線 経 由で 高速(240char/sec)中 速(120

char/sec)又 は 低 速(10又 は30char/sec)の 端末 に よ って ア クセス で

き る。

遠 方 か らの ア ク セ スの も っ と も一般 的 な 方法 は、 ダ イヤル 電 話 回 線 に よ る方

法 で あ る。 テ レ タイ プ互 換 形 端末 の場 合 に は それ を プ ラグ イ ン し電 話 機 を と り

上 げて も っ と も近 い コ ンセ ン トレー ター(多 くの西 ヨー ロ ッパ諸 国 に1ヵ 所 あ

る)を ダ イ ヤル さえ す れ ば 端末 に電 話 が 接続 され る。 自分 のパ ス ワー ド(ES

RINか ら与 え られ る)を 入 れ る と検 索 を は じめ る準備 が と と の った こ とに な

るo

⑤ 端 末

(Dダ'fヤ ル ア ク セス 用10～30char/sec端 末

承認済 の テ レタ イ プ互 換形 端末 は どの形 式 の もの で も音 響 カ ブ ラか モ

デ ムの い ず れか を 用 い て 使 用す る こ とが で き る。

利 用者 は 端末 を 通 常 の電 気 的 出力 に簡 単 に 接 続 し、 コ ン ピュ ー タの 電

話 番号 を ダ イヤ ルす る。10～30char/secの 範 囲 で選 定 した速 度 に

よ り通 信 す る。CRT付 装 置 も利 用 で き プ リン タも併 置 で き る。

(ii)ESANET接 続 ダ イヤ ル ア クセ ス用120char/sec端 末

IRSコ ン ピュ ー タに は120char/secのCRT又 は ハ ー ドコ ピー

端 末 で も ア クセ スで きる。 入 力 速 度 は75bps、 出力速 度 は1,200

bpsで あ る。

㈹Frascatiへ 専 用 線 で ア クセ スす る240char/sec端 末

この 端 末は 専 用 端 末 文 は 常 時接 続 されて い る端末 で あ る。 こ うした 端
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末 は 専 用 線 を用 い 、240char/secの 伝送 速 度 で動 作す る。 低 中速

の プ リ ンタをつ け る こ と もで き る。

現 在 ヨー ロ ッパ 全体 で こ う した 端末30台(モ ロ ッコの1台 を 含 む)が

IRSコ ン ピュー タに接 続 され て い る。

⑥ 文 献 の リフ ァレ ン ス

表一1に 示す文献引用 は、RECONシ ステ ムの す べ ての デ ー タ ベー スに対 して

適 用 され てい る記録 様 式 を 示 して い る。 ヘ ッダは 通 常登 録 番号 デ ー タ ベー ス名

お よび ドキ ュ メン ト形 式 の 組合 せ で あ る。 次 に タ イ トルが あ り著者 及 び そ の 所

属 が それ に続 く。

文献 の デ テ ー ルは ドキ ュ メン トの ソー スを しめ て い る。 ア ブス トラク トで は

分 類 コ ー ド、 制御 ア イ テ ム(例 え ば 制 御 シ ソー ラス、 又は サ ブジ ェク ト、 ヘ ッ

デ ィン グの リス トか ら と られ た特 徴)と 非 制御 ア イ テ ム(例 え ば 自由 な イ ンデ

ック ス項 目)の 前 に書 かれ て い る。

リフ ァ レ ンスは 端 末 に オ ン ライン で、 また は ロ ン.ドン、 パ リ、Frascati

で オ フ ラ イ ンで プ リン トす る こ とが で き る。 後 者 の 場 合 は翌 日郵 送 され る。

② 提供 され て い るデ ー タベ ー スの 概 要

'79年 に お い て利 用 で き るデ ー タベ ー スの概 要 は表一2の とお りで あ る。

これ らの うち もっ と も利 用 され て い る もの は

CHEMABS25%

PASCAL18%

INSPEC'12%

で あ る。

これ らが ど の 分野 を カ バ ー して い るか の 概 要 は 表一3の とteり で ある。
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表 一1

フ8AO52325, 78BO28フ28

Databasename INSF'EC

Title
Conヂ ξrenc巳FBP〔 とr

R":centdeVP.10Pfnent.sin softtn∂.9n巳tiCtItOtnE

Author Chen,C・ 』1.

Aff"iation DePt・o子n∂t桧rial～Sci.&Enヨn9.,Iow∂Stat色Univ.,Anies,IA,USA

Bibliographic
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P・3110C,B3,t20し,83120D
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Thesaurus

terms
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表 一2 1979・5末

部 門 File名

、

SUPPlier 集 録
期 間

文 献 数

(×103)

更 新 数

(×103)

.

名 称 及 び 対 象 範 囲

化 学 BIOSIS Biosciences 1973年 1582 約20/月 BiologicalAbstracts

及 び 以降 &BioResearchIndex

生物学 伝統的 な生物 学(例 、 動物学)

学 際 的 な 分 野(例 、researchmedicine)

関連分野(例 、機 械)

CHEMABS Chemica1 1969年 3543 約32/月 ChemicalAbstractsCondensates

Abstracts 以降 生 化 学 、 有 機 化 学 、 マ ク ロ分 子 化学

Service 応用化学、化学技術

(USA) 物理化学、分折化学

地 球 LEDA ESA 1975年 66 約2/月 LANDSAT,SEASAT-A,NIMBUS-G,及

科 学 (報告者意見) 以降 びHCMM衛 星 よ り送 られ 、 イ タ リー 、 ス エ ー デ ン、

公 開されてい フ ラ ンス及 び ス ペ イ ンの 地上 局 で受 け た シー ン及

ない と思われ び イ メー ジを確 認 す る た めに必 要 な基 本的 情 報

る フシがある

Environment 1971年 53 約0.4/月 幅 広 い エ ネ ル ギ ー分 野

Information 以降 エ ネ ル ギ ー 経 済 、 資 源 、 太 陽 エ ネ ル ギ ー

Center 電 力生 産 、 変 換 、 伝 送 、 貯蔵

(USA) 核 及 び 熱 核 力 、fuelprocessing

輸送及 び貯蔵、消費及 び保安

unconventionalsources、 政 策 及 び 計 画
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部 門 File名 SUPPIier
集 録
期 間

交 献 数

(×103)

更 新 数

(×103)
名 称 及 び 対 象 範 囲

ENVIRO Environment 1971年 72 約076/月 環境 に関する文献等

LINE・ Information 以降 空 気 、雑 音 及 び水 汚染 、土 地 利 用 、 水 、鉱 物 及

Center び生命資源

(USA) transportationaspects

環境計画及 び政 策

汚染、食物 及び健康

OCEANIC DataCourier 1964年 109 約α5/月 生 物 学 、 魚類 学 、 地 質 学 、 気 象 学 、海 洋学 、 音響

Inc 以降 学 、 光 学 、 遠 隔 探 査 、aesalination汚 染

(USA) 技術 、物 質 、 潜 水 、 船 、 潜 水艇 、 ブ イ

政 府 、 法律

POLLU-・ DataCourier 1970年 61 約0.5/月 PollutionAbstracts

TION Inc 以降 空 気 汚染 、 水 汚 染 、 廃物 、 雑 音 、殺 虫剤 、 放射 、

(USA) 一般的 な環境の質

工 学 COMPE一 Engineering 1969年 780 約8.4/月 EngineeringIndex

NDEX IndexInc 以降 民間 の環境につい ての地理学的生工学

(USA) 機械的 自動的核 宇宙飛行工学

電気的電子 的制御工学

化学的農業的 食物工学

産 業工 学 一 管理 、 数 学 、 物 理 、装 置

ELEC一 ESA 現 在 60 約5/4半 期 電 子 部 品*の レコー ド

TRNIC 関連技術特性(例 、電圧範 囲、容量動作温度)

*抵 抗 、 リ レ ー 、 キ ャ パ シ タ 、 ス ウ ィ ッ チ
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部 門 File名 Supplier
集 録
期 間

文 献 数

(×103)

更 新 数

(×103)
名 称 存 び 対 象 範 囲

"

コ ネ ク タ 、 ダ イ オ ー ド、 ト ラ ン シ ス タ 、

scrstriacs及 び 複 合 半 導 体 装 置

INSPEC INSPEC 1971年 1,100 約18/月 数理物理、電磁気及 び光学、基礎分子物 理、

(England) 以降 核物理

ガ ス ・流 体 力学 及 び プ ラズ マ

condensedmatter

回路及 び電子

コ ン ダ ク タ 、 イ ン ダ ク タ 、 ス イ ッ チ

電 磁 気 及 び通 信 、 器 機 使 用 、 動 力 シス テ ム、

シ ス テ ム と制 御 理 論 、 コ ンピ ュー タ プ ログ ラ ミン

グ、 コ ン ピ ュー タ シ ステ ム及 び 装 置

ISMEC DataCourier 1973年 89 約1/月 機械工学

Inc 以降 管理 及び生度、 測定及 び制御

(USA) 機構、材料及び装置

エ ネ ル ギー及 び 動 力 、輸 送 及 び処理

機械工学及び天然 資源

科学及 び産業 におけ る機械工学

機 械工 学 の他 の応用

材 料
'

ALUM一 American 1968年 66 約0.63/月 WorldAluminumAbstracts

及 び
INUM

Societyof 以降 鉱 石 精 製(除 採 鉱)か らエ ン ドコー ス(例 、

治 金 Metals 輸 送 、 建 築)ま で の ア ル ミ ニ ュ ー ムに 関 す る

(USA) 文献



N
O
㊤

部 門 File名 SUPPIier
集 録
期 間

文 献数

(×103)

更 新 数

(×103)
名 称 及 び 対 象 範 囲

ア ル ミ産 業

精 製 、 ア ル ミ ナ、 生 産 、 抽 出

溶 解 、 鋳 造(castingandfoundry)

金属 工 作 、 製 造、 仕 上

物理 的及び機械的治金

技術 的性質及 び試験

品質管理 及び試験

最 終利用

METADEX American 1969年 280 約26/月 応用及び理論 治金学及 び物理、化学 での関連

Society 以降 事項

efMetals 金 属 、 合 金 の性 質 、 性 質 を用 い る プ ロセ スを

(USA) 含 む。但 しそれ以外 の技術的事項は除 く

学際的 PASCAL Centre 1973年 2924 約40/月 BulletinSignaletigue

科学及 Nationale 以降 地球科学

び技術 dela 物 理 、 コ ン ピ ュ ー タ科 学 、 電 気 工 学 、 電 子 工

Recherche 学 、 化学物 理

Scientifigue 燃 料 、 エ ネ ル ギ ー

(France) 治金、機械 的民間工学、輸送

汚染

生物学/医 学

NASA NASA 1962年 980 約5.5/月 ScientificandTechnicalAerospacc

(USA) 以降 Repotsの 非 公 開 文 献 及 び
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部 門 File名 SUPPlier
集 録
期 間

文 献 数

(×103)

更 新 数

(×103)
名 称 及 び 対 象 範 囲

InternationalAerospaceAbstructs

の公開文献

aeronauticsastronautics化 学 及 び 材

料 、 工 学 、 地球 科 学 、生 命 科学 、 数 学 及 び コ

ン ピュ一 夕科学 、 物 理 、社 会科 学 、 宇宙 科 学

NTIS Nationa1 1970年 491 約4.2/月 Gover㎜entRepotsAnnouncements

Technica1 以降 (U.S.Gover㎜entAgnciesandDepart一

Information mentsに よっ て公 開 され た もの に 関係 す る情

Service 報)

(USA) aeronautics、 農 業 天 文 学 及 び 天 体 物 理 、

大気科学、行 動及 び社会科学、生物学及び医

学 、 化 学 、 地 球 科 学 及 び海 洋学 、 電 子 及 び電

気 工 学 、 エ ネ ル ギ ー 変 換 、 材 料 、 数 学 、 機 械 、

産 業 、 民 間 及 び船 舶工 学、 方法 と装置 、軍 事

科 学 、 ミサ イ ル技 術 、航 空 、通 信 、 防御 及 び

対 抗策 、核 科 学 と技 術、 軍 需 品、物 理 、 推 進

及び燃料、宇宙技 術
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表5-1 SUBIECTCOVERAGEOFRECONBIBLIOGRAPHICFILES

TOCOSATISUBJECTCATEGORIES

ACC .ORDING

FILE

1 2 3

`

4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1・8 19 20 21 22/・-T.

1MSA G P G G A A P G G G, G A A A P G G A P G 6 G

2CHE輪6S P A P P P G G A P A G P A A P P P A A A G P

3HETADEX P P P P P P P P P P G P A A P P P P P A P P

4CO村PεNOEX ハ A P P P A A A G A G P G A P P A P P A A A

6HTIS A A A A A A A ∧ A A A A A A A A A A A A A A

7810SIS P G P P G G G G P P P P P A P P P P P P P P

81NSPEC P P A A P A P A G P P G A A P P G G P G P A

9ALUNINUM
.

P P P P P P P P P P A P A P P P P P P P P P

101SHEC P P P P P P P P A G G P G G P P P P P A A P

11ENVIROLINE P G P G P G A A P G P P P P P P P P P P P P

MPASCAL A P G G P c G G G G G G P A P P A A P G A A

150CEANIC P G P A P G A G P P P P G P P P G P P G P P

18POLLUTION P A P G P
1

ハ1A| G P A P P A A P P P P P P P P

19ENERGYLIRε P P P A P P A A P G A P A A P P P P P A G P

311NSPECINF P P P P P P P` P P P P P P P P P P P P P P P

G=Goodcoverage A・Average P=Poor



表3-2 COSATI対 象 分 野 分類(COSATICAT)

(英 語での アルファベ ット順にな らべ られている)

M・.1.航 空 学 次 の もの を含 む 気 体 力 学 、航 空 学、 航 空機 、 飛行 管 制及 び計

器飛 行AirFacilities

2.農 業 次の もの を 含 む 農 化 学 、農業 経 済 、農 業技 術 、農 業 及 び 園芸 、

動 物 農 業 、森 林 学

3.天 文 学 及 び天 体 物 理 次 の もの を含 む 天体 物理 、CelestialMec-

hanics

4.空 電 科 学 次 の もの を含 む 空 電物 理 、 気 象学

5.行 動 及 び社 会 科 学 次 の ものを 含 む 管 理 監督 、Documentation&

Information技 術 、 経 済 学 、歴 史 ・法 律 及 び 政策 科 学 、HumanFac-

torsSciencl,Humanities、 言 語学 、 マ ン シ ョン関係 、従 業 員選 考

訓 練 及 び 能 力 開 発 、 心理 学(個 人 及 び集 団行 動)、 社 会学

6.生 物 学及 び医 学 次 の もの を 含 む 生 化学 、Bioengineering、 生物

学 、Bionice、 臨 床 医 学 、環 境 生 物 学 、避 難i・救 助及 び生 存 、 食 品 ・衛生

学 及 び 衛生 施設 、産 業 医 学 、生 命維 持 、医 学 及 び病 院 施 設 、微 生 物 学 、

PersonnelSection及 びMaintenancl(Medical)、 薬理 学、 生理 学 、

防護 器 具 、 放 射性 生 物 学 、 ス トレ ス生 理 学 、毒 物 学 、WeaponEffects

7化 学 次 の もの を含 む 化 学技 術 、無 機 化学 、有 機化 学 、物 理 化学 、放

射 性 及 び放 射 線 化 学

8地 球 学 及 び海 洋 学 次 の もの を含 む 生 物 海 洋 学 、地 図 製 作 、海 洋 力学 、

地 球化 学 、 測地 学 、地 理 学 、地 質 学及 び 鉱物 学 、 水文 学 及び 湖 沼 学、採 鉱

技 術 、海 洋 物 理 学 、 地震 学 、雪 ・氷 及び 永 久練 結 滞 、 土壌 メカ ニ ック ス、

地 球 磁 気

9電 子 及 び電 気 技 術 次 の もの を含 む コ ン ピ ュー タ、 電子 及 び電 気技 術 、

情 報 理 論、 サ ブ シ ス テ ム、 テ レ メー タ
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10.エ ネル ギ変換(非 推 進 の)次 の ものを 含 む 変換 技 術 、 動 力 源 、 エ ネル

ギ貯 蔵

11.材 料 次 の もの を 含 む 粘 着物 及 び シー ル、 セ ラ ミ ック、 耐火 レ ンガ及

び ガ ラス、 コー テ ィン グ、 着 色 及び 仕 上、 合 成 材料 、 フ ァイバ及 び 織物 、

治金 学及 び金 相 学 、種 々の 材 料 、 オイル ・潤 滑 油及 び 水 、 プ ラ ステ ィ ック、

ゴ ム、溶剤 ・ク リー ナ ー及 び研 磨剤 、木 及 び 紙 製 品

12.数 理 科 学 次の もの を 含 む 数 学 及 び統 計学 、 オペ レ ー シ ョン リサー チ

13.機 械 ・工業 ・民間 及 び 海 運技 術 次 の もの を 含む 空 調 ・暖 房 ・照 明及

び 通風 、 民間技 術 、 建 設 設備 、 材料 及 び供 給 、 コ ンテ ナ及 び 包 装 、結 合 、

取 付 け、 フ ァ スナ及 び ジ ョイ ン ト、 地 上輸送 装 置 、水 力 及 び 空気 圧 設備 、

IndustvialProcess、 機 械 工具 、 海運技 術 、 ポン プ ・フ ィル タ ・バ イ

ブ ・取 付 ・配 管 及 び バ ル ブ、 安 全技 術 、構 造技 術 、

14.方 法 及 び装 置 次 の もの を 含む 費 用効 果 、 研 究所 、 試 験 方法 及 び 試験

装 置 、記録 装 置 、 信 頼 性 、 複写

15.軍 事科 学 次 の もの を 含む 対 潜 戦 闘、 化 学 ・生物 及 び放 射性 戦 闘 、 防

衛 、Intelligence、 兵 砧 術 、核 戦 闘 、運 用 ・戦 略及 び 戦 術

16.ミ サイ ル科 家 探 の もの を含 む ミサイ ル発 射及 び 地 上援 助 、 ミサ イル

軌 道 、 ミサ イル弾 頭 及 び 信 管 、 ミサ イル

17.航 行 、通信 、探 知 及 び対 抗 策 次 の もの を 含む 音響 探知 、 通信 、方 向

探 知 、電 磁気 的及 び 音 響 的対 抗策 、 赤外 線 及 び 紫外 線探 知 、磁 気 探知 、 航

行 及 び誘導 、光 探 知 、 レ ー ダ探 知 、地震 探知

1&核 科 学 及 び技 術 次 の もの を含 む 溶 解 装置(熱 核)、 ア イ ソ トー プ、

核 爆 発 、核 動 力設備 、放 射遮 蔽 及 び 防護 、 放 射能 損傷 及 び 核 分 裂 、放 射 能 、

反 応装 置 工学 及 び 操 作 、 反 応装 置 材 料 、反 応 装 置物 理 学 、 反 応装 置(動 力

源)、 反 応装 置(非 動 力 源)、SNAP技 術

19、 法 令 次の もの を 含む 軍 用 ・爆 発 及び 花 火 製造 、爆 弾 、 戦 闘用 車輻 、

爆 発 ・発 射及 び 武器 、 火 制御 及 び爆 弾 シ ステ ム、銃砲 、 ロケ ッ ト、水 下法
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令

20.物 理 学 次 の もの を 含 む 音響 学 、結 晶学 、 電磁 気 学 、 フ ロイ ドメカ ニ

ック ス、 メーザ 及び レ ー ザ、光 学 、 分子 加 速 装 置 、 分子 物 理 、 プ ラズ マ物

理 、量子 理論 、固 体 メカ ニ イ ック ス、 固体状 態物 理 、 熱 力 学 、波 伝 播

21.推 進 及 び 燃料 次 の もの を含 む エ ァブ レ シ ング エ ン ジ ン、 燃焼 及び 点

火、 電気 推進 、燃 料 、 ジ エ ヅ ト及 び ガ ス ター ビ ンエ ン ジ ン、核 推進 、 レシ

プ ロエ ン ジ ン、 ロケ ッ トモ ータ及 び エ ンジ ン、 ・ケ ッ ト推進 剤

22宇 宙技 術 次 の もの を 含む 宇 宙航 法 宇 宙船 、 宇 宙 船 軌道 及 び再 突 入 、

宇宙 船発 射台 及 び 地 上援 助
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(3}利 用条 件k・ よび料 金

① 利 用者 は 次 の サ ー ビスを 受 け る こ とが で き る。

Oオ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス

そ 及 的 検 索(RetrospectiveSearches)

オ ン ラ イ ン 印 刷/文 献 指 示/エ ン ト リ

Oオ フ ラ イ ン ・サ ー ビ ス

リモ … ト印 刷

標 準 項 目の 配 布/指 定 項 目の 配 布

マ イ ク ロ フ ィ ル ム

oサ ポ ー ト ・サ ー ビ ス

RECONユ ー ザ マ ニ ア ル/サ ー ビ ス ・fン フ オ メー シ ヨ ン/シ ン グ ル シ

ー ト/ニ
ュ ー ス/教 材 の 配 布

Oヘ ル フ ・サ ー ビ ス

訓 練/ナ シ ヨ ナ ル セ ノ タ/ユ ー ザ 団 体/オ ン ラ イ ン に よ る デ ス ク サ ー ビ

ス

② 料 金 等 は 表 一4、 表 一5、 お よび 表 一6の とfobで あ る
。
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表 一4 PRICE LIST

1JANUARY、1979

1.RETROSPECTlVEBIBLIOGRAPHIESRB・

RB8areperformedinthefllesIRSconsidersto

berelevant

Onetitle...ψ.......................................,.........US$200.一 一

(Thi・prtcec。ver8ar・axtmump・t・t・ …tput。f400・ef… 「A

surchargeof$.,]、 Σ・ごwillbemadeforeveryadditiona1100ref・s)・

2.CURRENTAWARENESSonlonNASAfile

a)SelectiveDisseminationofInformaヒion(SDI)

Searchprofilegarebeingcomposedbyrequestor

12m。nthlyupごd・tes_.._.____….・ ・….… … ・… …US$350・-

b)StandardTitles(ST)(seeattachedli8t)

12m。 ・thly・p-d・tes._.___..'.__.・_… … … ・… …US$150・ 一一

3.SDI8availablefr6motherfile8thanNASA,.,.......................Pleasecontact
-

IRS

"4
.RECONUSERMANUAL(newversion・tobepubli8hedMARCH/APRIL79)・

。v・i1・b1…ay…1y・ub8cripti。nb・ ・i・__...__… … … …US$40.一 一

5.RENTALOFHOURSONIRSTERMINAL....................................pleasecontact
IRS

6.腿PRODUCT10NSERVICES

FullNASASTARCollectionavailablefrom1962andAIAA

documents,availablefrom1970-

。)M1。.。f1。he8..。pt。98pag・ ・p・ ・ft・h・__...__..___US$3・ 一－

b)Ph。t。 。。pi・ ・..・nl・ ・9・m・・t・f・n・al・ ・。fi・hep・g・ ・… … … … …US$0・50

Minimumorder(8)of$.↓5・permonthlyinvoice 、
7.ESAPUBLICATIONS......◆............................................seeoverleaf

ADDRESSFORNASAANDESAPUBLI(ATIONS:

㎜A.LVONG

ESA!エRS

8-10・ τueHarioNlki8

75738-PARISCEDEX15FRANCE
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表一・5CHARGESFORESAPUBLICATIONS(PRINTEDDOCUMENTS)

NO・ofpages 1一 101-. 201一 OVER 1一 200一 351一 OVERsOO
100 200 5∞ 500 199 350 500

甫 一

CODE E1 E2 E3 E4 cl C2 C3 C4
「

CURRENCY8

AS 110 216 450 650 110
L 、

270 450 550

BP 215 430 860 1300

＼

215 540 860 1100

CD$ 9 18 35 53 9
『

22 35 44

DKR 40 80 150 230 40 95 150 190

FF 30 60 120 180 30 75 120 150

DM 14 28 56 84 14 34 56 68

工P 4 8 16 24 4 9 16 18

L工 丁 6000 12000 24000 36000 6000 15000 24000 30000

DFL 15 30・ 60 go 15 37 60 74

NKR 40 80 160 240 40 95 160 200

PTS 500 1000 2000 3000 500 1300 2000 25∞

SF 11 22 45 66 11 27 45 55

SKR ・30 60 120 190 30 75
'120

155

LSG 4 8 16 24 4 9 16 18

US$ 8 16
.

33 50 8 21 33 42
ト

TheabovechargesapPlytoMernberStates.

AUstria,CanadaandNorway:

Othercountries:
lOgsurcharqeincL

20審surchargeincl.



表 一6CONDITIONSFORACCESSTOIRSRECONDATABASES

-

(Non-MemberStates,一一一'一 一ー一一●一●一ーーー一一●

1.F:LESAVAILABLEANDACCESSPE宮S

Acce8stovartousttleswUlbesub)ecttothefollowinghourlyratesquot●d

inAecountlngUnit8.Royaltie8are].ncluded.

PILESAV －
●

■

●

■

■

・

■

●

.

・

.

■

●

●

句

・

・

■

●

●

●

●

●

●

■

●

●

●

■

●

●

●

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

1

1

つ

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

6tON

2.TELgCOMHUN工CATION

3.

Dtal

Dia1¶200bp8

TYMSHARE

PR工 冊CHARGES

NASA..・.…..… ●..・.・.● ・..・.● ●..….….◆...・ ● ● ・ ….・ ・..・33

CHEM工CALABSTRACTS・ ● ・ ・ ● ●.・ ・....・ ・...●.● …....● ●.●.・.・....40

METハ トDEX............・...・.......・.・ ・..・ ◆.・..・.・..●...●..・.・66

COMPE晒D《.....●..・.● ・ ●.・.......・..・..・ ・...・...・.......● ・.●55

ELECOMPS・.・ ・.・.・.・ ◆...・ ● ・.・ ◆...● ●.・...・.・..◆.・..●.....・..・S6●Not●1

NTIS.・ ・..● ・...・....・.●.●.......・.….・.●.・.・.・..◆...・ ・..・ ・4e

BIOS工S・.・ ●.・.・...・......・..・...・.・ ・.....・....●.・.・ ・.・.●..・43

工NSPEC..句 ● ・..・.●...◆.● ・ ・.・.…...・ ・..・ ・..・ ●..● ・ ・.・.・ ◆.・..・4e

ALUHINUH.....・...…....●..●.・.....….・.....●...・.●.・ ・.・.41

1SMEC........●..・.....… ●........●.・.......・.・.・.◆.・...・.66

ENV工ROL工NE.● ● …..・...・ ● ….・..・.◆...・ ・ ● ・ ● ・.◆ ・..●..・ … ● ・.75

LEDAエRETROSPEC「P.●...............●..●..◆..⑨.◆............77

LEDA-CURRENT.........●...・.●.......・.・.●...●.● ・ ・ ・ ….・.・77

PASCAr,....・........◆.・ ●.・.......・...・.・.....●......・.....●44

ELECOMPSSP⑥CS.・....・.・ ・.・.............・ ・..・.........・....Se6Notel

CAB....・.........・ ● ◆ ◆....・...・...・..◆ ●.....◆...●.・.・.・ ●....59

0CEAN:C........●..● ・..● ・.・ ・...●..・.・...・........・..・.・..・ ・66

POI工UTION・...............・ ・.........●....・.●..・ ●..`.●..・ ・.66

ENERGYLINE...............・.............・.・...・......・ ・ ….75

EOODSC工ENCEANDTECHNOLOGYABSTRACTS.・ ・..・...●.・ ● ・.●...・.58

FRANCEACTUA工ITE.....・.・..●.◆.・...⑨.............●.・....・..50

SPACE.COMPONENTS.●....・.......・..●.・ ・...● ・..●.・...◆...●...SegNote1●
《RAPRハ 」 ・...・.….....・ ◆..●.....一.・ ・.・.......●..●.◆.●.●.・..58

-

●

一

肩

ー

ー

－

PARK:NGprLE...・....・..● ◆....◆ ・..・...・..・.......・.● ●.・...・33

1:Alirequestsforacce88shouldbeaddressedtoourag●nt8;

LearnedrnfoロnattonLセd.,37-390xfordStreet,LondonW.1・

Eng】 」andJTe1.COI)4341788,Telex837704

CHARGE

300bp8.....・ ●・.・..・ ・.....◆.....・ ●....・..・ ◆..・.....・.・...20

....・...・ ・.・...・..・ ●・….....・..・.….● ….・.・ ・●・・24

C300bp8,.・ ・..・....◆.............● ●.●...・ … 。....・..●.29

ALL?Ir,BS

EXCEPT‡一

4.VEAR:,YRENTAL

◆ ● ■ ● ● ● ● ■ ・ ・ ….・ ….・ ◆.・ ●.6.・ ・ …...…..・ ・.●..….・ ● ・ ・

3.H呂TADEX.・ ・..● ・ ・.・..・ ・.・.・ ・.・ ・..・...・.....・..● ….●

4.COMPENDEX.・.・.・ ・.....● ・..● ・.… ●...◆ ・ ・..・.・.●.....

10・1SHEC....・ ・...・ ・..・ ●..● ・......●...・..・....・.・ ・.…

¶ ¶.ENV工R◎L工N呂...….....・ ・.・ ●.●....・...● ・ ●.….◆ ・.…

14.PASC)Lr,..・ ● ・.・ ・ ●..・....・ ・.・.・ …..●..・ ・...・...● ・ ・.●

16.c旭.・ ・ … ●.….● ・.....● ・.◆ ・ ・ ● ● ・ ・ ・ ….....・ ・ ・ …..・

17.OCEANIC・ ・..・.・ ● …......● ・.●.・ ・ ● ・...・.● ・ ・.・ ・.◆.…

18.POLLUT工ON..・.● ●.・ ・.・ ・ ・ ・ ・ …..・ …..・.・.・ ● ●.◆.・ ◆ …

19.BNERGYL工 寵.●.・ … ●.・..・ ◆.・....●..・..・.….・ ・.・.・.・

20・P◎ODSC工ENCEA闘DTnCHNor,OCYABSTRACTS.・...・ ・ ….・ ・

24・(IUU?M,● …..・.・.・.・.・ ・.・ ・ …...●..・ ・..・.・.● ・.◆ ● ・ ●

EEEPORLEASEDL:NETERM工NIU,S

O.08!オ ●2

0.10!r●'

o・10!ref

O.12!r●f

O.16!ご ●ξ

O・101r●t

O.12!r● ξ

o.12!r●2

0・12!=09

0.16!オ ●9

0.12!営 ●t

o.12!τ ●2
●

AU7.500

プ

(Snclu●iv● ヒ●1●c㎝ 剛nic●ttencherg● ●⊃
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5.REBATES

Fbll(油9曲teSystemisapp且(;ablef。reverysinglepassward3

H)URSBIILEDPER寮 【)blTH REBA[EPERE【)URSBエ エ■iED

0.00

5.00

15.00

30.00

45.00

4.99

14.99

29.99

44.99

0

6

10

12

14

祖

初

祖

初
旬

EXAMPLE; If30hourswerereadhed(i㎞ringamonth,fo11(綱rebate

rate⑤ .wouldaPPly3

= － REBATEDHRS REBATEAPPLIED

0.00-4・99

5・00-14・99

15・00-29●99

AU .0.00

AU6.00

AU10.00

5

10

15

一
30

AUO.00

測」60.00

AU150.00

AU210.00

6.PAYMENTS

NIChargeswhllbe垣v。icedm。n廿ilyarxapeyableinnationalcurren(yat

theofficialESArate.

㎜ 一 ⌒ ㎜E㎜O-OF-OF工 棚.

For1979theESAexchangerateoflAUis:

一 1979rate

BelgtanFranc

DanishC㎜

貢en(血Franc

DeutSdhMark

triShP◎und

Italianr,ira

DutchFIQrin

SpaniShPeseta

SwediSh(士(rm

SWtSSFranc

40.35860

6.96875

5.65412

2.57276

0.67205

1060・73000

2.75956

97●99480

5.68847

2.32588

Etr)giishP(㎜ ヨSterling

ibrwegianC㎜

Al;strianShillirg

USDollar

0.67205

6.67156

18・49310

1.23461
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{4)シ ス テ ム構 成

シ ス テ ムはITELのAdvancedSystem5(3MB)の シ ン プ レ ック ス

構 成 で あ る。

外 部 メ モ リの 主 な も の は 固 定DISK300MB×28(メ モ レ ッ ク ス 製)

カ ー ト リ ッジDISK200MB×24MT(IBM製)等

IOの 主 な も の は タ イ プ ラ イ タ(IBM製)CRT(ITEL製)LP(I

BM製)等

FEP(メ モ レ ッ ク ス製)は 専 用 線 、 ダ イ ヤ ル 回 線 の い ず れ を も サ ポ ー ト

(5)フ ァ イ ル 構 成 及 び フ ァ イ ル ・メ ン テ ナ ン ス

① 現 在 の フ ァ イ ル数23

内 文 献 プ ア イ ル18

数 値 フ ァ イ ル5

② プ ア イ ル 構 成

1つ の フ ァ イ ル は 次 の4つ の 部 分 か らな って い る 。

LFリ ニ ア フ ァ イ ル

(Sequential)

LXIＬF－ イ ン デ ッ ク ス

(indexsequential)

IFイ ソ バ ー デ ッ ド フ ァ イ ル

(sequential)

IXIF－ イ ン デ ッ ク ス

③ フ ァ イル の メ イ ン テ ナ ン ス

文 献 デ ー タ(番 号 、 タ イ トル 、 著 者 名 、

抄 録 、 キ ー ワ ー ド 等)

LFに ラ ン ダ ム ア ク セ ス す る た め

(番 号 十 ポ イ ン タ)

番 号 を も っ た キ ー ワ ー ド

IFに ラ ン ダ ム ア)セ スす る た あ

(キ ー ワ ー ド十 ポ イ ン タ)

デ ー タはMTで も って 周 期 的 に 入 手 す る。

デ ー タ入 力 は2～4日 の 間 にIRSの 状 況 が許 せ ば 行 う。
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一
(1カ 月`こ1回up-date)

作 業 手順 は

(注)QUESTはRECONQUESTフォー マ ッ トへ の 交換
の新名称

イ ンバ ー シ ヨン

現IFと マ ー ジ

IFの 再 ロー ド/IXの 再 ロー ド/LFの 付 加/LXの 再 ロー ド

で あ るが 、 各 ステ ップに対 し、 特 別 の処 理 が行 われ る 。

これ らは3人 の 要 員 で行 な で行 われ て い る。

(6)

①

②

③

④

運用状況

7:00～23:00の 間 を2シ フ トで 運 用

オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス 時 間 は8:30～18:30

同 時 ア ク セ ス 可 能 数 は14

10:30～12:00,15:00～16:00が ピ ー ク

1日 に200の バ ッ チ処 理 が 行 わ れ る(内 容 不 明)

現 在 パ ス ワ ー ドの 所 有 者 は 約1,600

稼 動 率 は 総 合 で97～8%

8.イ ギ リ ス の 画 像 サ ー ビ ス

情 報 に 対す る ニ ーズの 多様 化 に よ り情報 の 選 択 の メデ ア開発 の 要 望 が 高 ま っ

て い る。 これに 応 え る情報 メデ ィア と して画 像 サー ビ スの開 発 が 各 国 で さか ん

に進 め られ てい る。

開 発 中の画 像 サー ビ スを=大別 す る と放 送 系(TELETEXT)と 電話 系(

VIDEOTEX)に 区分 す る こ とが で き る。

これ らはい ず れ も多 くの 個 別 情 報 を 広 く一 般 家庭 や 企業 の 利 用 者 に提 供 す る

主 旨での 開発 で あ り、 事務 所 や 家 庭 に普 及 して い る テ レ ビ受 像機 に 新 た に 開発

した ア ダ プタ ーを介 して 文 字 や 図形 な ど に よ る個別 情 報 を表 示 す る サ ー ビ スで
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あ るo

放 送 系 シ ステ ムと電 話 系 シ ス テムは いず れ も既存 の 伝送 網 を 有 効 に活 用 し、

家 庭 で も普 及 して い る テ レ ビの画 面 に情 報 を表 示 す る技術 を競 って い る。

これ らにつ い て は 除 々に で は あ るが 国際 標準 化 の 方 向 に 進 め られて お り、 ア

ダ プタ ーは放 送 系 、電 話 系 の通 信 方 式 に も共通 で きる よ うな プ ロゼ ク トが 進 め

られ て い る。

以 下 イ ギ リスの 画 像 サ ー ビ スにつ い て述 べ る。

イ ギ リスには 次 の2つ の画 像 サ ー ビスが あ る。 シス テ ム名

TELETEXT(放 送 系)CEEFAX

{
ORACLE

VIEWDATA(電 話 系)PRESTEL

(1)TELETEXT

テ レ ビ放 送 網 を利 用 して テ レ ビ画 面 に字 幕 ス ーバ を表 示 して情 報 を サー ビス

す る類 似 の シ ステ ムが ヨー ロ ッパ お よび ア メ リカに おい て 数 多 く開発 され て い

るo

イ ギ リスで のTELETEXTの 歴 史 は'72年 に 始 ま って い る。

"CEEFAX"は 英 国放 送 協 会(BBC)に よ
って'72年 に発 表 され 、 次 い

で"ORACLE"が 独 立 放 送 協 会(IBA)に よ って 開発 され て い る。

両 システムの方式 は類 似の技 術 で あ った た め仕 様 の 統 一が 企 られ 、 両 シス テ ム

と も76年 以 降 本 サ ー ビスを 開始 してい る。

シ ー フ ァ ツク ス(CEEFAX)は 現 在で も、BBC1、BBC2の チ ャ ン

ネ ルで ロン ドンか ら 放 送 され てい る・

文 才 ラクル(ORACLE)はITVの サ ー ビス名 称 で イギ リス 全土 で15

ヵ所 のIBAか ら ロー カル情 報 を 含 めて サ ー ビスされ て い る。

現 在 の ユー ザ数 は両 システ ム合 せ て 約8,000程 度 と見 られ てい る。
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(2)VIEWDATA

前述 のTELETEXTは い わ ゆ る空 中伝 送 であ るの に対 して 、 イギ リスの

郵電 公社(BPO)で 開 発 され たVI巳WDATAは 電 話網 を 適 用 した 情報 の

伝送 シ ステ ムで あ る。78年 か らPRESTELと して ロ ン ドン、 バ ー ミン ガ

ム、 ノー ウ ィ ッチの3都 市 で 実 験 サー ビスを して い るo

又 、先行 運 用 して い るTELETEXTと の 共 用化 が 検討 され 、 全 く同 じ形

式 で情 報 が表 示 され る シ ステ ム で も あ る。

表 示 形態 。1ベ ージ 横1行40字 ×縦24行 の 最大960字 構 成

。1字 標 準5×7ド ッ ト

。文 字 の 大 き さ も大小 の もの 及 び標 準 の2倍 の 太 きの 文 字 も使 用

可能

。色 は赤 、緑 、黄 、 ブル ー、 シア ン、 ア ゼ ンタの6色 及 び 白

。フ ラ ッシ ュモ ー ド有(グ ラフは 多色表 示 可能)

。端末 と して 白黒TV又 は カ ラーTVの いずれ も使 用可

この ン ステ ムの特 長 は 双 方 向性 に あ る ↓利 用 者 側 か ら見 て、 受 信 が1,200

bps、 送 信 が75bpsの 異 相 回線 を使 用 し、場 合 に よっては 利 用 者 側 か らの情

報 の 修正 が で きる。)

利 用者 は 電 話 で コン ピュ ー タ ・セ ンタ ーを呼 び 出 し、付 属 の キ ーパ ッ トを 用

いて 要 求す る ペ ー ジを順 次 検 索 す る。(図1 ,2参 照)

リク エ ス トされ た ペ ー ジは コ ン ピュ ー タ ・セ ンタ ー の デー タバ ンク よ り コー

ド伝 送 で 電話 回線 に よ っ て伝 送 され 、 端 末 の デ コー ダーで 変換 され テ レ ビ受像

機 に表 示 され る。 検 索 時 間 は早 く特 定 ペ ー ジの索 引 は2～3秒 で よい。

な お 、ペ ー ジの最 上段 と最 下 段 の行 はシステム ・メ ソセージ と して 使 用 され て

い るo

BPOは この シス テ ムの 完 全 な る サ ー ビスには数 百 万 ペ ー ジに もの ぼ るデ ー

タ バ ン クが 必要 であ る と 見てい る。

この シ ステ ムの特 長 で あ る双 方 向 性機 能 を 使 う こと に よ り、 ユ ー ザ ーが コ ン
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ピュー タ ・センター にデー タを 送 るこ とが で き る し、 これ を拡 大 して高 度な 電子

メイルのメ ッセー ジ ・サ ー ビスへ の発 展 が 期待 され て い る。

PRESTEI、 はTELETElrrの 開 発 が あ って こそ 実現 可 能 な ものに な

ったが 、 今 後 はTELETEXTと 互 換 性 の あ る伝 送 形 式 と変換 及 び 付 加機 能

を も った デ コー ダ ーを 開 発す るこ とに よ り、 更 に 共 用化 が 計 られ るで あ ろ う。

TELETEXTは6.9Mbpsの テ レビ映 像 信 号 で ある がVIEWDATA

は電 話 回 線 に よ る1,200bps伝 送 で あ る。

モ デ ムは電 話 回線 との デ ー タの受 授 に は必 要 で あ るが 従 来 の機 能の 他 に キ ャ

ラクター ・ジェネレー タ、 ベク トル ・ジェネレー タの役 割 を も期待 され て い る。

①VIEWDATA端 末

端末 装 置 はTELETEXTとVIEWDATAの サ ー ビスを 受 け られ る よ

うに工 夫 さ れ て い る。

基本 の端 末 装 置 は キ ー ボ ー ドと、VIEWDATA用 デ コー ダ とモ デ ムを 内

蔵 した 白黒 テ レ ビ又 は カ ラー テ レ ビか ら構 成 され て い る。

デ コー ダは モ デ ムか らの 一 連 の ビ ッ トを受 入 れ る と同 時 に指 令 と同 期 信号 を

もつ画 像 に 変 換 す るた め に特 別 に設 計 され た機 能 素子 に よ り、組立 て られて い

るo

デ コ ー ダは 入 力 が1.200bpsと 遅 く、 又 テ レ ビの 高速 な リフ レ ッシ ュの

ため よ り、 画 面 フ レー ムの 蓄 積 の た めに ペー ジ ・メ モ リー を もつ 必要 が あ る。

基 本 端 末 に い ろ い ろな 付 加 装置 が 提 案 され て い るo例 えば ハ ー ドコ ピー用 の

簡 易 プ リンタ ー及 び外 部 記 憶 装 置(フ ・ ッ ピー デ ィス ク)な どで あ る。 現在 、

数社 が プ リンタ ーの供 給 につ い てBPOと 交 渉 を して い るが、 試 作 装置 は4イ

ンチ巾 の特 殊 な ロール紙 に 印 刷す るマ トリ ック ス原 理(ド ッ ト)プ リンタ ーで

あ る。 提 案 され た プ リン タ技 術 には サー マ ル 式 、電 子 式 、電気 的な 伝 導性 の あ

る金 属 コー デ ン グを 用 い た もの 、な どが あ るが 、 これ らの プ リン タの 価格 は

200～350ド ルの 範 囲 が 期待 され て い る。

BPOは 、端 末 機 に 組込 れ た 自 営 モ デ ム の 使 用 を 認 め る ことに な ろ うし・
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認 可 しな け れ ば な らな い だ ろ う。

(西 ドイ ツで は テ レ ビジ ョン セ ッ トに 接続 す るデ ィ ジタ ル ・イ ンター フ ェイス

と して のVIEWDATAモ デ ム を月 に5マ ル ク で供給 す る こ とを要 望 し

てい る。)

今 後 モデ ムは端 末 機 に 組込 まれ る よ り も電 話 機 に 組込 まれ 、 電話 網 を活 用 す

る上 で大 き な力 と なろ う。

現在VIEWDATA端 末 機 の 価格 は量 産 時 の期 待値(400ポ ン ド)に 到

って い な い。 端末 の 設置 数 が あ る一 定以 上 に達 した と きの デ コー ダの 価格 は カ

ラー ・テ レビセ ッ トの 価格 の10%以 下 に な る ことが 要 望 され てい る。(2年 後

に は70～80ポ ン ドと推 定 して い る。)

モ デ ムは この デ コー ダの価 格 とは 別 に期 待 され て い る。

VIEWDATAを 使 うに 当 り、 簡 易 な キ ーパ ッ トがあ る。 これ は 次 に 何 を

選 択 す るか を 指令 す るもの で、 これ に よ って コ ン ピ ュータか ら映 像 を 選 ぶ た め

の5な い し6箇 の キー を持 って い る。 当初 この キー パ ッ トは12箇 の ボ タ ン と

な るが将 来 に おい て は 全 ての ア ル フ ァベ ッ トと数 字 を 取揃 え た もの に な る。 こ

の ア ル フ ァベ ッ トと数 字 は他 の 利 用 者へ の メ ッセ ー ジを組立 て るの に 使 用 され

る(完 全 な る メ ッセー ジ ・サー ビス、電 子 メイル に も利 用可 能 に な る)。 な お 、

自動 ダ イヤ ル機 能 もデ コー ダの 一 部 と な ろ う。

② 情 報 の 提 供

加 入者 は オ ン ライ ンで コ ン ピ ュー タか ら下 記 の 様 な トピ ック ス情 報 を得 る こ

と が で き る。

NEVVS

SPORT

RADIOandTV

GoingOllt

HolidayandTravel

TouristGuide

MarketPlace

CarsandMotoring

HousesandMortgages

FactsandFigures

MoneyandInsurance

JobandCareers

－225一



EducationBusinessServices

Jokes・Quizzes&GamesStockMarkets

HomeandFamillyMassages

情 報 提 供 者 と各 トピ ック スは 多 くの ペ ー ジか ら構 成 され ぞ い るの で、 利 用 者

は コ ン ピ ュー タか らの簡 易 な 指 令の 一 つ を 選択 す る こ とに よ り望 む ペ ージを 選

択 す る。

ほ とん どの 情 報 は ロー カル セ ン ター で検 索 可能 で あ るが 、特 定 の 情報(例 え

ば 地 方 の 天候 とか 交 通 情 況)は 特 定 の 地域 のVIEWDATAセ ンターにアクセス

しな けれ ば な らない。

ア ク セ スを 制 限 され て い る あ る情 報 を 索 引 した い と きは該 当 利 用者 は 「SE

CRET」 コー ド番 号 を ダ イヤ ル しな け れ ば な らな い。

種 々の 情報 はテー プ化 されてお り、シ ス テ ムに 組入 れ るため の 債 権 者 を さが し

て い るo

BPOはVIEWDATAに 組 入 れ る全 て の情 報 を 用意 した り収 集 す る費 用を 負

担す る こ とが で きな い の で、 情 報 提 供者 の協 力 と期待 して い る。 情 報 提供 者 は

デ ー タ ベ ー スに組 入 れ るデ ー タの 修 正 、 つ き合 せ 、 編集 の 責任 を も負 され て い

るo

BPOは 情 報 を蓄 積 した りア ク セ スす るた め に必 要 な機 器 を 取 揃 え 準備 を す

る こと を建 前 と して い るo

使 用 者 は情 報 提 供 者へ 支 払 う料金 を デ ー タ ア ク セ ス料 と して ペ ー ジ数 に応 じ

て 支 払 うが 、無 料 で 提 供 され る情 報 もあ る。

VIEWDATAの 商用実験は'76年 に開始され 、 この段 階 で セ ッ トメー カ と部

品 メー カが 協 力 して 装 置 とデ コー ダの 開発 を進 め た が 、 その後70以 上の情 報

提 供 者 が 参 加 した。 その 中に は フ ァイ ナ ソシャル'タ イムズ・ ロイ タ ー、 エク ス

チ ェンジ ・テ レグラフ、消費 組 合 、英 国 鉄 道 、 出版 組合 、旅 行 業 者 、 教 育機 関等

が あ り、 又BPOは い くつ か の 新 聞 社 とも協 議 中で あ る。(表1参 照)

現在 イギ リス でのVIEWDATAの 試行 は1,000加 入 者 が 選 別 されて お り、
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そ の 内 、700加 入が 家 庭TVを 使用 し 、300加 入 が オ フ ィスTVを 使 用 し

て い る。

試 行 時 の デ ー タベ ー スは25万 ベ ー ジに もの ぼ り、 これ は情 報 の 準備 に賛 同

し た、 約100団 体 に 期 待 した以 上の 量 に匹敵 す る。

技 術 的 に も商 業 的 に も サー ビスの 成 長性 が 保 障 され れば 全面 的 な 公 衆 サ ー ビ

スが 開始 され よ う。 これは'79年 の 後 半 の 早 い時 期 とBPOは 予 測 して い る
。

BPOは サ ー ビスの実 用 化の た め 、2,300万 ポ ン ド(約115億)の 投 資 を

認 可 し・ イ ギ リス全土 に サ ー ビスを 拡 張す るた め に1億 ポ ン ド(500億 円)

を.投資 す る計 画 を してい る。

TELETEXT用 のLSI回 路 を開 発 して い る素子 部 品 メー カは 現在 、 そ

の開発 に重 点 を置 い てい るが、 回 路 の 開発 を待 って そ の設 計 の 中 に機 能 を組 込

む こ とに同 意 し、 セ ッ トメー カと共 に充 分 な る運 用 サ ー ビス に突 入 す る こ とを

見込 ん で い る。

BPOもVIEWDATAの デ コー ダをLSI回 路 で 設計 す る 開発 指 向計 画 を立

て て い る・ この ことはVIEWDATAに 関 してBPOが 前向 きに 取 組 む 姿勢 を 表

わ してい る。

BPOは 料 金 に つ い ては 未 だ決 め てい ない が、概 略 次 の よ うに な る であ ろ う。

1電 話 接続 は 市 内料 金

‖ シ ステ ム使 用 料

iii情 報 提 供 者料

BPOが シ ステ ム端 末 を 設 計供 給 した 場 合 、 その 料 金 に加 え て モ デ ムの レ ン

タル料 が 、TV受 信機 、電 話 に 組込 まな い ときは 、 モ デ ムの 使 用料 が 上記 に 加

わ る こ とが あ る。

現在 、VIEWDATA末 に組 込 まれ て い る モデ ムは 自営の もの で も、 そ の使

用 を 認 め て い る。

③ 電 子 メ イル と してのVIEWDATA

VIEWDATAの 表示 .は縦24行 、 横40文 字 で あ るが 、 これ は カ ラー テ レ ビ
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の性 能 か ら きた もの で あ る。

この 制限 か ら、1画 面 は 最 大960文 字 を 表示 す る こ とに な る。

しか し 、一 般 の 事務 用 で使 用 され るA4タ イプの 用紙 には 、最 大7.000文

字 以 上 を記 述 す る こ とが で き るが 普 通 には 最 大2,500文 字 ぐらいが 表 現 され

るo

Telexは 一 行 当 り69文 字 に 制限 され て い るが 、 長文 も送 信 で きるの に対

してVIEWDATAの 表 示 は い わ ゆ る双 方 向 性 の特 長 を もつが 短 文 しか送 信 で き

な い こ との 制 限 は大 きい。 この制限 がVIEWDATAを 高 性 能 な電 子 メイル に移

行 させ るの に大 きな影 響 を 一与え る こ とに な ろ う。

この シス テ ムで は電 報 文 の 様 な 短 文 のみ を 扱 う こと に限 られ る。

イギ リスでのVIEWDATAService(PRESTEL)は1980年 に はT

elex網 に統 合 され るで あ ろ う。

VIEWDATAの 将来構想は グ ラ フ ィクを 可能 にす る サー ビ スで あ るが 、容 易

に かつ 高 速 に グ ラ フを 入 力で き る手 段が 見当 らず 、 この 構 想 は なか な か実 現 が

難 か しい。

現在ではVIEWDATAは メ ッセ ー ジを保 存 す るた め に コ ピー した り変 換す る

安 い 機能 を も ち合 せ て い な い し、 メ ッセ ー ジを 記録 す る効 果 ももち合 せ て い な

い。安価kVIEWDATA用 の プ リンタ ーが300$ぐ らい で 、蓄 積機 能 が12

ヵ月以 内 に 開 発 され る こ とで あ ろ う。 これ らの技 術 は 電子 メイル と して適 用 で

き る新 規 の サ ー ビスに 適 用 され よ う。

VIEWDATAの 端末は必 要があろ う とな か ろ う と安価 な プ リン ター と蓄積 機

能 を 必要 と して い る。
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ThomasCookGroup

CosmosAirHo]idays

CouncilforEducationalTechnology

CronerPublications

Curry,s

DatastreamInternational

Dcbenhams

EasternCountiesNewspapers

TheEconomist

DepartmentofEducation&Science

EnglishTouristBoard

DepartmentofEnvironment

LinkHouseColnmunicationsExchange&Mart

DailyExpress

Express&Star(Wolverhampton)

Exte1(Sport)

FergusDavidsonAssociates

Fintel'

GECComputers

GAF

GrandMetrolopitan

GreaterLondonCouncil

GuinnessSuper]Latives

HaymarketPublishing

HarteHanksCo㎜unicatiosn
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'

HealthEducationCouncil

Health&SafetyExecutive

HirstResearchCentre

HollisDireCtOrieS

Horizon

HUCInformationSystem

ICI(PlasticsDivision)

111ustratedLondonNews

InfolexServices

InsacDataSystems

InspecTheInstituteofElectrical

Engineers

InstituteforScientificInformation

InstituteofTerrstrailEcology

IPC

Lamsac

LangtonInfOrmatiOn

LearnedInformation(Europe)

LiverpoolCottonServices

LiverpoolPolytechnic

MacLarenPublishers

McCorquodaleBook

MauriceMinslyPublicRelations

Meteorologica10ffice

MeccaBookmakers

MiddlesexHospitalMedicalSchool

MiddlesexPolytechnic

Mills&AllenCommunications

MiltonKeynesDevelopmentCorporation

Mobi10il

MorganGrampian

MoxonDolphin&Kerby

NationalBuildingAgency

NCC

NationalMagazineCompany

NationalSavings

Navac

NetworkData

NewOPPortunityPress

NewYorkTimes(LondonBureau)

NorwichUnionLifeAssuranceSociety

Offen-Mark

OfficeofFairTrading

TheOpenUniversity

OpticalInformationCouncil

OrielComputeringServices

Pagedata

PAInternationalManagement

Consulate

Peat,Marwick,Mitchell

Pira

PlesseyCommunications&Data

POYellowPages

POGiro

POPostal

POTelecommunications

Prads・

PressAssociation

DepartmentofPrices&Consumer

Protect■on

ProfessionalExecutiveRecruitment

QuantasAirways

QuotelInsuranceServices

RandRadioInternational

WilliamReedPulishers

Redland

Reuters

RoyalInstitutionofCharteredSurveyors

RoyalNationalInstitutefortheDeaf

StAlbansColleg

StJamesPress

Shipstats

ShoPPingBasket

SmedleyHPFoods・

WHSmith

SportsCouncil

Sportdata

STC

TheStockExchange

TargetTrustManagers

TechnicalIndexes

DailyTelegraph

Telemachus

TeleviewProperty

TimeOut

TimesNewspapers

Tjaereborg

DeptofIndustry,Trade&Prices&

ConsumerProtectionCo㎜onServices

Transport&RoadResearchLaborato「y

Turner&Newall

Umbrella

UnitedKingdomChemicalInformation

Service

UniversitiesCentralCouncilonAdmissions

WalesTouristBoard

WestminsterPreSs

YorkshirePost
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4.調 査 機 関

国 名 調 査 機 関

1.郵 電 公 社:BPO(TheBritishPostOffice)

イ ギ リス 2.マ ッ キ ン ト ッ シ ュ ・ コ ン サ ル タ ン ト社:

(MackintoshConsultantsCompanyLtd.)

3.郵 電 公 社:ISPT

(InstitutoSuperiorePostee .Telecommunicazion)

イ タ リア 4.ヨ ー ロ ッパ 宇 宙 研 究 所:ESRIN

(EuropeanSpaceResearchInstitute)

5.オ リ ベ ッ テ ィ 社(01ivetti&C.,S.p.A.)

6.郵 電 省:DBP(DeutschBundesPost)

7.研 究技 術 省:BFT 〃
(BundesministriumfurForschungundTechnologie)

'

8.数 理 デ ー タ処 理協 会:GMD

西 ドイ ツ 〃
(GesellschaftfurMathematikund

Dartenverarbeitung)

9. .情 報 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン協 会:GID〃
(GesellschaftfurInformationundDokumentaton)

'"
10.郵 電 省:PTT(MinisteredesPostsetTele一

・・π㎞uni,ati。nDire,ti。nGご ㎡ra1。d。 、T。'1ご,。 ㎜uni,ati。n)

11.電 子 工 学 自動化 研 究 所:IRIA
フ ラ ン ス

(InstitutdeRecherchd'Informatiqueet

d'Automatique)

12.国 立 科 学技 術情 報 局:MIDIST

(MissionInterlninisterielledeInformation

ScientifiqueetTechnique)
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訪 問 先 な らび に 収 集 資 料 の 覧表

Studyト1issiononNetworkUtilityinEurope

Oct.22.
MackintoshConsultants
MachintoshHouse
NapierRoad
LutonLUIlRG
England

CompanyLtd.

Tel。:0582-412716

Telex:826818

Dr.

Dr.

Mr.

Mr.

IanA.Galbraith,Director,Co㎜unicationsDivision

P.A.Walker,GroupTechnicalDirector

C]iveW.Ho99ar,DirectorofMarketing

G.Clare,ProgramManager,OfficeE]ectronics

Oct.

Post

23.

OfficeTelecommunications

Rooml20

2-]2GreshamStreet

LondonEC2V7AG

Headquarters

Te1.:Nationa101-357
1nternational+44]357

Telex:883051POHQLDN

Mr.

Mr.

Mr.

Mr.

Mr.

R

D

K

M
‥
ρ
U

S.Fu1]er

W.F.MedcraftHNP4,Chairman

R.Craigie

Burgess

V.Margutti

Oct.25.

Instituto SuperiorePosteeTe]ecomunicazion
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■

Oct.26.
IRS(InformationRetrievalService),ESRIN
ViaGalileoGalilei
OOO44Frascati,Italy

Te1.:06-942.2401

Telex:610637

コ

コ

ロ

お

　

ム
ハ
(b

△
n
M
U
ρ
U

Bodini,NetworkSupervisor

A.Proca,HeadofCustomerServicesDiv.

W.Martin,HeadofAIRD

F.Saksida,Act.HeadofIRS

Muhlhauser,HeadofSoftwareDiv.

Oct.29.

Ing・C・Olivetti&C.,S.P.A.

ViaJervis77

100151vrea

Italy

Te1.:0125525

Dr.CarloMarselli

Mrs.E.Ferrari

Oct.30.・

DeutscheBundespost

Andenauerallee81

D-5300Bonn]

FederalRepublicofGermany

Oct.30.

derBundesministerfur.Forschung

Postf.200706,

5300Bonn2

undTechnologie

Te1.:0222159-1

Telex:885674bmftd

Dr.Donth
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■

Oct.31.

GesellschaftfurMathe㎡hatikund

Postfach1240,

SchlobBfirlinghoven

D-5205St.Augustinl

Te1.02241141

Telex:889469Gmd(4

DatenverarbeitungMbhBonn

Nov.2.

GesellschaftfurInformationundDokumentationMbh(GID)

FrankfurtamMain-BurostadtNiederrad

LyonerStrabe44-48-ArabellaCenter

21stFIoor-Room324

Tel.:0611-6687-10r-337

Telex=885420wzd

Dr.DieterMonch,Director,GIDInternationa10ffice

Mr.KarlM.Schmidt-・Reindl,Director,G工DPlanningOffice

Dr.HansBauer,DeputyDirector,TechnicalSectionofGID

Mrs.MarliesOckenfeld,Member,SystemDevelopmentSectionofGID

Dr・WernerRehfeld,CooperationbetweentheI&DDentersandInstitutions

Nov.5.
PTT(France)
DlrectlonGeneraledesTelecommunications
38-40,rueduGeneralLeclerc
921311SSYLESMOULINEAUX(France)

Te1.:3316384919
Telex:2027]5FTELDAII

M.Guerin,AssistanttotheheadoftheServiceTRS

(TransmissionandSpecializedNetworks)
Mlle.AnnickBLONZ,ChargeeduJapon,AustralieetNouvelle-Zelande

alasous-directiondesactiviteslinternationales

Nov.5.

InstitutdeRecherchedtInformatiqueetd'Automatique

DomainedeVoluceau

B.P.105

78150LECHESNAY

Tel.:9549020

Telex:697033F

BernardSCHEURER,ProjetKayak

SimonSEDICCOTProjetSIRIUS

ChristianSAGUEZ,Relations&EtudesIndustrielles
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Nov.6.

BureauNationdlde1'InformationScientifiqueetTechnique

8rueCrillon・

75194Paris

Cedex4

Te1.:2ア7.70.07

(2)収 集 資 料 の 一 覧 表

Oct.22.

-

1・Mackintosh

.YearbockofWestEu「op・ ・nElect・ ・ni・ ・D・t・19・9(英 ・ ・…4・)

2 、Microelectronicsintothe80's(英 、A4、P88)

3.そ の 他 図 表41枚(英 、A4)

・Oct .23.

BritishPostOffice

1.P、bli、D、t、N,tw。rk、(仏 、 英1独A4、P296')

2.EurodataFoundationYearbook1979(英 、A4、P412)

3.DataＴransmissionServiCesProvidedorPlannedbyTheBritish

PostOffice(英 、A4、P19)

4.InternationalPacketSwitchingService,September1979

(ASummary,TheTechnology,TheTariffs)(英 、A4、3枚)

5.Euronet,September1979

(ASummary,StructureoftheNetwork,TheTechnology,TheTariffs)(英 、A4、4枚)

6.TariffsforInlandPrivateCircuits(英 、A4、 ・1枚)

7 .そ の 他 図 表3枚(英A4)

Italy

Oct.25.

ISitutoSU eriOrePOsteeTelecommunicaziOn

な し
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Oct.26.

RerievalServlceIRS ESRIN

1,DatabasesandDatabanksAvailable]979(≡ 英 、P12)

2.AnIntroductiontothe工nformationRetrievalServiceofthe

EuropeanSpaceAgency(英P8)

3.EarthnetReview2/79,.3/79(英 、A4、P4、P4)

4.N,wsandViews,IRSMarch,May,」 ・ly,September1979(VaA4・P4×4)

5.IRSAccessDirectory(英 、A4、P4)

6.P・iceList1January1979(英A4・ .1枚)

7.ConditionsforAccesstoIRSReconDatabases(英 、A4、1枚)

8.WhatIs工RS?(英 、A4、13枚)

9.ListofFiles(英 、A4、17枚)

10.Fach-infom|ations-zentrum(独 、A4、P48)

11.Other

Oct.29.

01ivetti

].CT282

2.CT382

製

3.TE400BA品

案4.TE472

内5
.TES501

6.TC480Communlcatlon

7.DE700DataEntrySystem
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Oct.30一 ■

LEi・f・h・ungd・ ・p・k・tve・mitt・ltenD・texdienstes(独A4
、P24)

2・ConsiderationsoftheDeutscheBundespostontheIntroduction

ofaPublicDataPacketSwitchingNetwork(英
、A4、P44)

3・B・ ・ch・eibungundA・wendung・m・gli・hk・it・ ・(独
、B5、P43)

4・1・ternati・na1・Fernm・1d・mi・t1・itungen(独A5
、P14)

5・Wichtig・G・b・hrenf・ri・ternatfi・na1・Fern・prech-u
,T・1・graf・ ・mi・tl,itungen

(独 、A5、P6)6
・Nebenste]1enanlagenvonderPost!

KIeinodergro…)?Kaufenodermieten?

HolenSjesichKierichtigeAntwort .(独 、A5、P14)'

7・G・b・hreni・ ・ffe・tlich・ ・Direktruf・etz・(Stand・1
.1.1979)(独 、 料 金 表)

8・D・tenub・ ・t・agungi・ ・ffent]i・h・ ・D・tex・et・mitL・itungsve・mittlung(独A4
、PlO)

9・ Ｔransmissiondedonneesparlesvoiesdetelecommunications

delaDe・tscheBundesp・st(仏A4
、P14)

10.DatenubertragungimoffentlichenDatexnetz -.

EinfuhrungdespaketvermitteltenDatexdienstes(独vA4、3枚)'

U・D・t・Trans・issi…verC・mmunicati・ ・Li・e・ ・fth・Deut・ch・Bund,,p。 、t

(英A4、P14)12
・ 円anni・gAidf・rD・t・C・mmunicati・n(2・d・diti・ ・

,」anuary1978)(英A4、P23)

]3・D・tenubertragungi・ ・ffentli・h・ ・Fernsprech・et・(独A4
、P12)

14・Rundschreibverbi・d・nge・i・Telexdienst等4種(独
、A4)

15.DerneueTelefaxdienst(独
、A4、P4)

16.Datenpreiswertubertragen(独
、A4、1枚)

]7・'datennet・EurOnet・P・ 。b1・ ・eundM・gli・hk・it・ ・(独A4
、3枚)

18・ 「`DatenkommunikationinRupopa(独A4)

19.InZukunftwirdDatenubertragungsoselbstverstandlichseinwieＴelefonieren
.

20.Other(独A5・P4)

Oct30一
1・Tech・isch・K・mmunik・ti・ ・

,P・ ・gra㎜1978-1982(独A5、P115)

2・Fra・kfurt・ ・Bur・-Ausst・11ung
,30.]O.-2111.1979(独A5、P204)

3.DasInforum,VorsprungDurchInformation(独)
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Oct.31

Gesellschaftfur MathematikundDatenverarbeitun

1.DerGMD

2.DerGMD

3.Other

Nov.2

Gesellschaft

・
-SPegell/78(独

、A4、P136)

-SPiege12/79(独
、A4、P110)

furInformationundDokumentatlon

1・Fach-i・f・rm・yi・ns-zent・um(XA4・P41)

2.DasInforum,VorsprungDurchInformat「on

ArbeitsgemeinschaftderFachinformationszentren(独)

3.Euronet

(LJhatitis,whenitwillhapPenandwhyyoushoulduseit)(英)

4.Euronet,Dianenews,March1979(英A4、P8)

5.DasInforum(独 新 聞)

6.FunctionsandorganizationoftheGesellschaftfuerInformation

undDokumentation(GID)

(SocietyforInformationandDocumentation)(英 、A4、P5)

7.MainactivitiesoftheGIDin1979(英 、A4、1枚)

8.SummaryReportoftheFirstMeetingofthePanelforInformatlon

andDocumentation(英A4、7枚)

9.CopyfromDraftSummaryReport,5thMeetingoftheJointCommlttee

fortheJapan-FRGGovernmentAgreementonCooperationinScience

andTechnology,Tokyo,September26-27,1979(英A4、3枚)

10.Other

Nov.5

DirectionGeneraledesTelecommunications-DAII(PＴT,France

1."LeSavoir.faireFranceTelecommunications(英 仏 各 種 パ ン フ)

2.TechnicalAspectsintheImplementationofaPublicSwitched

NetworkforData(英 、A4、P8)
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Nov.5

1RIA InstitutdeRecherched`InformatiueetdIAutomatiue

].RapportduConseild'Adiministration,1978(仏A4、P91)

2.CataloguedesPublicationsde1'IRIA,1979(仏
、A5、P130)

3.IRIA(IRIA案 内 書)

4・BulletindeLiaisondelaRechercheenInformatiqueetAutomatique

(jui1]et1979)(仏 、A4、P20)

5・ll(mar・19ア9)(仏A・
・P52)

6.RapportsLaboria,Parusdel973a1977(仏 、A4、P)

Parusen1978

Nov.6

BNIST

てB≡auNatioPaldeLlInformationScientifiqueetTechnique)

.

.

-
[

2

コ

む

ぶ

　

コ

3

4
,

5

6

7

RapPortAnnueld'Activite1978(仏 、A4、P70)

Bu1]etindllnformation1/1979(仏A4、P21)

tl2/1979(仏
、A4、P15)

CreationdIUneMissionInterministerielledellInformationScientifique

etTechnique(仏
、A4、3枚)

Telesystemes,Servicesconversationnelseninformationsbibliographiques

etfactuelles(仏)

Telesystemes,ListedesBasesdleDonneesInstalleesen1979(仏A4)

FournituredeDonnees,CiSi(仏A4)

SPIDEL(ServicePour1'lnformationetlaDocumentationenLigne(仏A4)
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一

一 禁 無 断 転 載 一

財団法人 日本情報 処 理 開発協会

東京都港区芝公園3-5-8

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(大 代表)

株式 会 社 日 文 杜

東 京 都 港 区 芝5-26-30

TEL(452)4931

54-ROO2
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